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平成 30 年第１回 多気町議会定例会会議録（一般質問） 

 

開   議  （１日目）平成 30 年３月７日 午前９時 （６名／８名中） 

（２日目）平成 30 年３月９日 午前９時 （２名／８名中） 

 

順番 質 問 者 通告方式 質 問 内 容 

１ 中森 一秀 １問１答 

①町内小中学校等体育館の天井吊り下げ型照明器

具の「落下防止対策」は万全か。 （教育課長） 

②「バリアフリー新法」と「町行政」の積極的な

関わりの重要性を問う。     （担当課長） 

２ 東山 義美 総括 

①クリスタル工業団地の現状について 

（企画課長他） 

②未来若者の育成団地について  （企画課長他） 

３ 坂井 信久 １問１答 

①町営バス運行の今後について（担当課長、町長） 

②税の効率的（適切）活用について（ワイズ  スペ

ンディング）       （担当課長、町長） 

③工業誘致の新たな課題について 

（担当課長、町長） 

４ 中野 正宣 １問１答 ①町長の政策目標等について      （町長） 

５ 山際 照男 １問１答 

①アクアイグニス多気（仮称）について 

（町長、担当課長） 

②医食同源について      （町長、担当課長） 

③６次産業化について     （町長、担当課長） 

④公会計について       （町長、担当課長） 

６ 木戸口 勉幸 １問１答 

①３期目の久保町政について      （町長） 

②多気地域４保育園の統合問題について 

（町長、担当課長） 

③Ｈ３０年度以降の財政状況について 

（町長、担当課長） 

④町議会議員のなり手不足についてどう考えるか 

（町長、担当課長） 

７ 松浦 慶子 １問１答 
①「協働のまちづくり」をどのように考えるか  

（町長） 

８ 前川  勝 １問１答 
①町長３期目の町政運営につき      （町長） 

②介護保険事業について    （町長、担当課長） 
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（７番 中森 一秀 議員） 

○議長（西村 茂） １番目の質問者、中森一秀君の質問に入ります。 

７番、中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 皆さん、おはようございます。１番で質問させていただ

きます。どうぞよろしくお願いをいたします。 

私は、一問一答方式で、２つのテーマにつきまして、質問をしたいと思いま

すので、どうかよろしくお願いをいたします。 

１点目は、町内小中学校等体育館の天井つり下げ型照明器具の「落下防止対

策）」は万全か。この点について１点。また２点目は、「バリアフリー新法」と

「町行政」の積極的なかかわりの重要性を問う、と題しまして、行いますので、

よろしくお願いをいたします。 

それでは１点目でございます。 

本年１月、三菱電機の社報として、大手新聞が「照明器具 18 万台 落下の

恐れ 点検へ」との記事を報じました。その報道によれば、学校の体育館など

で使われている同社製、いわゆる三菱電機でございますが、同社製の照明器具

約 18 万 4000 台について、天井からつり下げる際に、チェーンとランプをつな

ぐ金具が照明の熱の影響で変形するなどで外れ、電線も切れて落下する可能性

があるとの発表でございました。対象となる照明器具は、1978 年から 2015 年

にかけて製造販売された、形式番号だと思うんですが、「ＨＩＤ高天井用照明

器具」の一部の機種ということでございます。対象の一部には、商品の仕様と

異なる材料、これは、アルミ合金でなく、熱に弱い亜鉛合金が使われていたと

いうことでございます。商品の仕様と異なる材料を誤って使われたケースもあ

り、製造段階での確認不足が原因だとの、極めて不適切な事態でございます。 

現実に、全国での落下事故があったかどうかは社報では触れていないようで

すが、仮に事故があったとすれば、社会的に許せない人為的な事態でございま

す。いわゆるヒューマンエラーと申しましょう。 
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小中高校の事故ともなれば、なおさらに問題は大きくなります。昨今の震災

発生が心配される中で、子供たちへの被害が想定され、保護者の方々も大変憂

慮される事例であるというふうに思います。 

そこで、本町にあります７小中学校と１高校、これは相可高校でございます

が、の体育館における三菱電機の事例だけではなく、他のメーカー製をも問わ

ず、照明器具の使用の調査実態を伺いたいと思います。相可高校と申しました

のは、町内の子も相可高校に通学しているという例があるもんですから、ここ

に相可高校も入れたわけでございます。 

①点目の質問としまして、町内の学校の体育館全てについて、調査を行った

かどうか。 

②つ目、行ったならば、どのような調査内容か。 

まずこの２つについて、問いたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） お答えをさせていただきます。 

まずですね、今回の三菱電機の照明器具の不具合でございます。平成 30 年

２月付けの文書におきまして、町教委宛てにですね、書面で三菱電機株式会社

から連絡をいただいております。なお、今回の連絡につきましては、購入の有

無にはかかわらずですね、送付をされたものでございます。 

これを受けまして、教育委員会の職員が２月 20 日から 22 日の間でですね、

全ての小中学校の現場を踏査を行ったところでございます。 

なお、高校につきましては、町教委の管理下でございませんので、調査を行

っておりません。 

それから、先ほど申しましたように、調査の内容でございますが、教育委員

会職員がですね、全ての学校の施設をですね、目視で確認をしたというところ

でございます。 

以上でございます。 
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○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 三菱からそういう連絡があったということは、ただいま

お聞きしたとおりなんですけども、その２日間で、何基あるかわかりませんが、

それも目視、例えば、体育館の天井高いですから、やっぱりその低いとこから

高いとこ見て、それだけでこれが大丈夫かというふうなことが、目視として適

切な方法であったかどうか、これはちょっと疑問にも思う、その点について、

なぜ目視にしたかと、例えば望遠鏡とか双眼鏡とかそんなもんで見れるかと、

素人の判断では思うんですが、その辺りはどうでしょうか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 目視と申しましても、その器具は全ておろしてですね、

確認してございます。ここに各学校の写真がございますが、写真でもですね、

全ての品番が確認できるようにしてございますので、そういう意味をもちまし

て、目視とお答えさせていただいたところでございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） その写真は私も見てないんで、わかりませんが、その品

番っていうのは、その下から見てわかるもんなんですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 先ほど申しましたように、その器具を取り外してです

ね、下で確認してございますので、つるしたままの写真じゃなくしてですね、

下へおろした写真でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 今の言い方だと、私は下から目視でというふうな捉え方
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して、おろしてという言葉は今まで全然話になかったでしょ。だからおかしい

なというふうに思ったんです。それはきちっと、そこの下へおろして、それぞ

れきちっとした形で点検したということならわかりますけども、そこをはっき

りしてください。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） ２回目の答弁のときにですね、写真を示したときに、

「おろして」という言葉で説明をさせていただいたと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 言った言わなんだということには言いたくないんですけ

ども、とにかくいずれにしても、その結果、多気町の体育館のいわゆるアルミ

製から亜鉛合金を使ってたという現実が見えたと思うんですけども、その多気

町の場合、全ての目視した結果、どういうふうな結果になったんだと。それを

お尋ねします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 調査の結果、学校別というところだと思います。 

相可小学校、佐奈小学校、外城田小学校、勢和小学校、多気中学校、勢和中

学は該当がございません。それから津田小学校においてですね、三菱電機の製

品がございました。ただ、品番がですね、該当しておりませんので、念のため

にですね、調査結果を三菱のほうへ報告をしたところでございます。「点検の

対象製品でない」という回答をいただいております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 点検の対象でないということは、大丈夫というふうな捉

え方を教育委員会はしているわけですか。 
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○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） そのように理解してございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） ほかの学校は大丈夫だろうというふうな判断を今の答弁

でしますけども、現実問題として、ちょっとどんなふうな形なんか、写真も何

も全然私のほうには見てないんで、それを後日ちょっとこちらのほうに見せて

いただきたいと思います。それで、なるほどというふうに思えば、それで結果

いいと思うんですが、いずれにしても、子供たちがその体育館使ってる段階で、

地震が発生したと、そのときに、当然その照明器具は揺れるわけですから、揺

れるもとの部分から、これは三菱に限らず、ほかのとこでも同じような経過が

あったのではないかなというふうな推測をするわけですけど、ほかの三菱以外

の照明器具はどことどこのメーカーがあったんですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 社名を申し上げます。 

相可小学校が、ナショナルでございます。佐奈小学校が東芝電気でございま

す。津田小学校が先ほど申しましたように三菱でございます。型番につきまし

ては、「ＨＡ－400ＨＢＨＨ－316」でございます。外城田小学校につきまして

は、ナショナルでございます。勢和小学校、勢和中学校もナショナルでござい

ます。すいません、多気中学校の第一体育館、第二体育館もナショナルでござ

います。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） ほかのメーカーがきちっとしているから、大丈夫だろう
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というふうな推測はできるわけですけども、その目視した段階で、これが危な

いなとかっていうふうなことはなかったでしょうか。その点について伺います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 先ほどのようにですね、例えば不適切な素材が使われ

とるとかですね、そういうところまでのですね、推測はできやんわけでござい

まして、基本的にはですね、ＪＩＳ等のですね、規格に合った製品を使われと

るというところとですね、それから以前にもですね、非構造部材の点検業務を

やっておりますので、そこも含めてですね、今のところ安全であるというふう

に考えております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） いずれにしても、現段階で年月が経った証明もあろうか

と思います。学校が体育館つくった段階でつけたもの、それから新しいもんも

当然あろうかと思います。これからその推測されている東南海・南海地震、こ

れが本当にこの激しく揺れた段階で、天井からのその照明が落ちる可能性って

いうのは私はものすごく高いなというふうにみてます。だから今、今回よかっ

たからということじゃなしに、ここにちょっと瑕疵がありそうだなというふう

なことがあれば、やはりこれは、きちっと対応して、修理すべきやと思うんで

すが、その点どうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 一応ですね、例えば建築においてもですね、ある一定

の基準においてものをつくってくっていうことですので、現在のですね、建物

はその基準において適合したものであるというふうに考えておるところでご

ざいます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 
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中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） それは基準で当たり前です、それは。どんな時でも建築

基準法に基づいて製品等のあれもあるわけですから、それは当たり前のことな

んです。しかし、発生しては困るけども、発生する可能性があるというふうな

大地震の場合に、子供たちが予期してすぐに逃げれればいいけども、そんなこ

とがなかなかできないところも出てくるんやないかなと思うわけです。それが

やっぱり揺れて揺れて、まあ想像してみてくださいよ。あのぶら下がってるの

が、どんどんどんどんこう揺れる、その間に、やはりその線なんかが弱い部分

には、やっぱりそれが切れて落ちる可能性は私はあるんやないかなというふう

に思います。それで、三菱は対象外ということだったわけですが、それは、三

菱の話としては、「これは大丈夫です」というふうなお墨付きはあったんです

か。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 先ほど申しましたように、対象製品ではないというお

答えをいただいたところでございます。ですので、三菱としてもですね、その

製品は不具合があると、その他の製品に対してはですね、不具合はないという

認識に基づいて、今回のことについてはですね、多気町には該当製品がなかっ

たという回答やというふうに理解してございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） ないにこしたことないわけですけども、もしあった場合

は、三菱上は、その対象外のもんであっても補償とか、あるいはほかのナショ

ナルとかのところもそのあたりのところっていうのは、補償的な面はどうです

か。どういうような契約になってますか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 
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○教育課長（大松 隆） 補償ということがですね、例えば人的なけがが生じた

ときのそういう補償という話なのかですね、もしくはですね、その例えば仮に

落ちたときがあったときにですね、その施設を復旧するという補償の意味なの

かですね、ちょっとその辺がちょっとわかりにくいとこがあるんですが、すい

ません。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） それはやっぱり課長の判断でしょう、やっぱりあったら

困ることなんで、それはどんなふうな、もしあったときにはどんな風な対応を

会社がするんかということも、当然その当時は建築基準法に基づいた、補償の

方法であったなというふうには思うんですけど、そのあたりにところもおそら

く、古いとすれば、その契約書がどんなふうになっていたかということが、わ

かりにくいかもわかりませんけども、判断できる範囲内で結構です。課長が判

断できる範囲内で。補償というのはやっぱり、何かあったときは、それは補償

なしということはないでしょう。 

○議長（西村 茂） 中森君、答弁者、これまでの答弁のとおりやと思いますけ

ど、どうですか。 

これ以上のこと言えますか。 

○７番（中森 一秀） それはまあそれで結構です。まあとにかく、事故があっ

ては結局被害を受けるのは子供たちだと、あるいは先生方だというふうに思い

ますので、あったときの対応はしっかりとお願いしたいと思います。 

それで、もう１点ですね、多気中学が新しく体育館も含めて新築されるわけ

ですけども、その際に、この照明器具等もあるいは他の器具等も、当然新しく

なるのは当たり前の話なんですけども、その際に、何社ぐらいの、例えば照明

器具としましょう。体育館の照明器具、これはだいたい課長としては、何社ぐ

らいの比較をしようとしとるか、その点について。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 
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教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） この通告書に書いてございますですね、新しく建築さ

れる多気中云々という理解でええと思うんですが。まずですね、設計におきま

してはですね、当然のことながら、構造のチェックを行いながらですね、業務

を進めてまいります。また、最終段階におきましては、建築確認申請というよ

うなのがございますので、他機関でですね、構造的なチェックも含めてですね、

していただくことになっとると思います。設備、備品についてはですね、規格

等をですね、明示するところでございまして、標準的なものをですね、基本的

には使っていきたいと考えております。 

なお、使用する設備や機器につきましてはですね、当然のことながら、規格

がございますので、ＪＩＳ規格等ですね、規格に合ったものを使用していくと

いうところでございます。 

また、施工段階におきましてはですね、管理業務をですね、また専門家のほ

うにですね、委託をしながら、指導・助言を受けてですね、適切な工事を進め

ていくというところでございまして、器具についてはですね、何社というよう

な具体的なですね、数値は今のところ持ってございません。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 何社と言うたって、それは難しいとこもあるかもわかり

ません。少なくとも３社以上は、その比較するには必要かなというふうに一般

的には思うわけです。その点はどうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 先ほど申しましたように、最終的には仕様も含めてで

すね、どこの何をというのはですね、標準的なものを示しますが、基本的には

仕様に関しては、同等品もしくは同等品以上という仕様のですね、中にうたい

方をしますので、最終的にそれを施工段階で、業者がここの製品を使わせてほ
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しいと言うてきたときにはですね、当初の仕様の同等品、例えば同等品という

示しをした場合にはですね、その同等品かどうかを確認してですね、承認願に

もって、承認をするという手順で工事を進めてまいります。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） いろいろとあろうかと思います。そのやはり子供たちが

使う施設である以上は、しっかりとした対応をお願いしたいなというふうに思

います。この件、何もなかったらいいなというふうに思いまして、今回のこの

質問についてはこれで終わります。 

２つ目は、「バリアフリー新法」と「町行政」の積極的な関わりの重要性を

問うということでございまして、昨年 12 月の定例会におきまして、私が「多

気駅のバリアフリー化」について、ＪＲに対し積極的なアプローチを行うよう

質問をいたしました。今回の質問は、その内容が重複することをあえて臨んで

おります。 

それは本年１月 29 日のこれは毎日新聞なんですけども、大手新聞夕刊の記

事が、私の先般の一般質問に大きく関連するというふうに思われたからでござ

います。 

その記事とは、ここにも書いてあります「鉄道 車いすスペース拡充」との

大見出しであります。「国土交通省は 2020 年４月以降に運行を始める新幹線を

含めた全ての鉄道車両に、現在は１編成に１カ所以上の設置を義務づけている

車いすスペースを、原則２カ所以上設けるよう省令を改正する方針を固めた」

との記事でございます。 

車いすスペースは、バリアフリー新法、以下「新法」と言いますが、平成 18

年 12 月に施行された、正式名称は「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律」ということで、福祉の基本的な法律であると言えるというふ

うに思います。 

法施行から 10 年が経過し、高齢者や障害者が安全に移動できる環境の整備
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や駅施設、公共の通路のバリアフリー化を高めるため、今回は車いすスぺース

が１編成に１カ所では、利用者が競合するケースもあり、数を増やせばベビー

カーやスーツケースを使う旅行者等の利便性も高まるなどの背景もあるとし

ています。 

新法の施行で「対象者」、「対象物」、それから「重点整備地区要件の拡大」、

「当事者の参画」のほか、ソフト施策を充実した中で、国民の理解と協力を求

める心のバリアフリーが規定された新法に変わったということでございます。 

この新法が、さらに充実整備された目的は、「高齢者、障害者等の自立した

日常生活及び社会生活を確保することの重要性もって公共の福祉の増進に資

する」とあります。定義の中の２つ目に、「移動の円滑化」という項でござい

ますが、社会生活に身体機能の制限を受ける対象者のほか、妊婦・乳児、幼児

の引率者等にも、バリアフリー化された新設車両が多くなることは利用者にと

って利便性が非常に高まることと信じております。 

半面、列車の乗降客が都市に比べ、少ない地方においては、「公共交通特定

施設」、これは新法での位置づけでございますが、この新法に位置づけている

駅には、高齢者・障害者が日常的に利活用できる施設設備が設けられていない

のも事実であります。ここに問題があるというふうに言いたいわけでございま

す。 

前回の一般質問における当局の答弁では、ＪＲ沿線市町で構成する期成同盟

を通じて、バリアフリー化への要望をしているとのことでありましたが、その

実効が上がっているとは到底思えない状態でございます。だめもとを承知で、

バリアフリー化に向けて真摯に取り組んでいるとの本気度が見えてこないよ

うにも思います。 

新法の定義中 21 項には重点整備地区、23 項には公共交通特定事業があり、

「特定旅客施設」、これは駅のことですが、内において、「エレベーター、エス

カレーター、その他の移動円滑化に必要な設備の整備」というふうにあります。

また、第４章には「事業の重点的かつ一体的な実施」には「第 25 条 市町村
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は、基本方針に基づき、単独または共同して、当該市町村の区域内の重点整備

地区について、基本的な構想（基本構想）を作成することができる」というふ

うに書いてあります。 

この基本構想を、私は行政が考えていくべきだというふうな論点でございま

すが、前段の説明がちょっといささか長くなりましたが、以下「多気駅のバリ

アフリー化」を念頭に置いた多気町、または多気町が中心となった行政として

の取り組みについて、具体的な対策、対応を尋ねたいと思いますので、積極的

かつ適切な答弁をお願いいたします。 

まず①点目ですが、まず期成同盟がＪＲに対し毎年要望している内容、特に

町村合併後から現在までの項目とその要望要旨をお尋ねいたします。 

①点目、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） それでは、まずは①点目について答弁申し上げ

ます。 

この期成同盟会でございますけども、関西本線部会っていうのがまずござい

ます。そしてほかに紀勢線、あと参宮線とそれぞれございまして、関西本線に

つきましてはＪＲ西日本。そして紀勢線と参宮線につきましては、ＪＲ東海と

のほうへ最終的に要望が上がるという仕組みになっております。これにつきま

しては、三重県のほうから、それぞれの市町へ毎年度どういう要望を出します

かという問いかけがありまして、それぞれの市町が県のほうへ皆上げまして、

県がそれを皆取りまとめて、そして県のほうである程度重点要望とか、あと市

町要望とかいろんなものに振り分けてですね、そういった形で要望を上げてく

と。そして、要望活動には私どもは参加できない仕組みになっておりまして、

三重県が中心に、それぞれのＪＲに対して要望活動を行っていると、そういう

内容でございます。 

直近の要望でございますと、バリアフリー化への対応はもちろんの話ですけ
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ども、あと複線電化であるとか、ＩＣカードの導入であるとか、無人駅での情

報発信であるとか、創造事業になりますけど、さわやかウォークの充実である

とかですね、いろんなものを最終的にはこれは県が取りまとめて、そういうよ

うな要望を上げております。そんな中で、要望は極力、合併して 10 年、あま

り変わっておりません。ころころ変えるべきではないっていう県からの話もあ

って、なかなか実際要望がかなえていただけないところがあるので、もうずっ

とそれについて、毎年、やっぱりそうなんだっていうふうに思わせるというこ

とも必要であるので、おおむねどこの市町もそのような形で上げているんが実

情でございます。 

前回の一般質問にもお答えしましたけども、基本ＪＲ側としましては、１日

3,000 人以上の駅を対象として、今現在県内の５つの駅ではそれを対応されて

いるようです。特にバリアフリー化に関しましては。そして 3,000 人未満の駅

に関しましては、自治体の費用負担であれば相談に応じるというような回答は

いただいております。要するに、やりたければ自分とこで全部自費をもってや

ってくださいと、そのような回答を得ています。 

ただ、見積もりを取ったことはございませんけど、莫大な費用とはお聞きは

しております。そういったことで、今後も引き続き、その辺のことはもう検討

すべき事項であるし、これからも継続して要望活動を行っていきたいというよ

うに考えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 町から直接出せないというのは、なんか合点がいかない

わけなんですけども、やはりそれぞれの問題点、課題点っていうのが私は探せ

ばあると思うんですが、そこを探してないというだけのことで、私は思うのは、

やっぱり住民の立場に立って物事を考えるということになれば、やはりこの多

気駅があのホーム、２つあるわけですけども、その階段をのぼっておりて、っ
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ていう繰り返しが、あそこでやっぱりある。そこの現実は、本当に高齢者、あ

るいは障害者の方々に、また小さい子供を抱かえて、また大きなかばんを持っ

て上りおりをするっていう現実を目の当たりに見ているとですね、やっぱこれ

は本当にエレベーターが欲しいなということを本当に実感しておるわけです。 

ですからそこのところをしっかりと、平素から町の職員がチェックをしなが

らですね、これはどうだろうというふうな協議のテーブルにやっぱり乗せた上

で、三重県に対してその期成同盟通じてなのか、直接できるのか、それはわか

りませんが、いずれにしてもきちっとした形で、本当に対応していただきたい

なというのが、私の本心でございます。 

この今、今回質問しとった中に、その重点地区というのが法律の中にきちっ

とうたわれておるわけですから、期成同盟どうこうじゃなしに、やはり沿線だ

けの、あるいは関連する駅の市町だけでも結構ですから、やっぱり協議会って

いうのを設立してもいいというふうに、この法律にも書いてあります。協議会

を設立して、きちっとした形でこのバリアフリーに取り組む姿勢をした上で、

県にそういう話をすべきだと私は思います。ですから、私は皮肉で書いたわけ

じゃないんですけども、最初に本当に書いたようなこと、やっぱりこれは本当

に真剣に物事を考えてないんじゃないかなということしか思えないようにも

思っておりまして、とにかく、私が今言いたいのは、とにかく、このそれはお

そらく相当な時間もかかると思います。期成同盟が 10 年同じ中身っていうの

は私はこれもおかしいんじゃないかなと。やはり、時代も変わってくるわけで

すから、なんぼ県がそれこそ優位性とかそういうものを考えて言うてるんかわ

かりませんけども、私は、やっぱりもっと積極的な対応が市町村も必要だし、

県も必要だし、それを国に上げるっていうだけの力もやっぱりつけるべきだと。

それには、いろんな協議をした上で、ここが多気町にとって、この課題が必要

だと、あるいは玉城町はここもそうだ、松阪はどうだと、いろんなその課題が

私は見えてくるんじゃないかなというふうに、真剣に取り組んだ場合に見えて

くる。これが傍観者的な立場で町が見てるんでは、私はそれはおかしいなと思
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います。本当にこんだけ「バリアフリー新法」として、ハートビル法とあわせ

て、拡大されてですね、ものすごく立派な法律が施行されてるわけです、現在

も。もうそれも 10 年経ったわけです。だからその 10 年の中で、期成同盟が、

中身は同じ、まあそんな観光的な部分もそれは必要だとはわかりますよ。しか

しもっとその社会的弱者に対する目をもっと開いてですね、しっかりとした町

としての考え方をまとめ、それで県のほうに、あるいは国のほうに上げるべき

だと、私は思うんですが、その点についてどういう考え方なのか、町長もでき

たら、良かったらちょっとその点の答弁をしていただければありがたいなと思

います。 

難しいのはわかってるんです。難しいのはわかってますけども、取り組み姿

勢が、これを聞きたいわけです。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保行男） 中森議員の思いっていうのは、それは担当者のほうにおい

ても同じやと思うですけども、今話を聞いておりまして、課長の答弁聞いてお

りましても、確かに苦しい答弁はしとると思うんですけども、現実的にはなか

なかＪＲ側もそうでありますし、なかなか全部の対応っていうのは難しい部分

がありまして、これも粘り強くやるしかないかなと思って、今私も頭をこうど

う言うのが一番いいんかなと思っとったんですけども、現実的にはやっぱり粘

り強くＪＲ側へもお願いをしていく、これしかないんかな。っていうのは、い

ずれの部分も、お金がかかわってきますので、特に乗降客を見てますと、例え

ばここと桑名駅と比べますと、もう格段の差があります。本当に時間帯を除い

たら、ということを考えますと、あまりむちゃくちゃ今そういう要望を強く出

すのも受けてもらえる話ではない部分もありますので、でも黙っとってはいけ

ませんので、中森議員おっしゃるように、今後も継続して、頑張っていきたい

と思います。 

よろしくお願いします。 
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○議長（西村 茂） 当局の答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 金もかかるし、時間もかかるってこれはもうはっきりと

それは認めておきますけども、しかし、その意欲を持ち続けていけるかどうか、

それは金かかるというても、これは大きな社会的な福祉の一環ですよ、これは。

どう考えても。だから駅なんか公共ですからどこからでも人が、どこの人、町

内町外問わず、駅は利用されると思うわけですけども、それでもやはり町とし

て、ここはいわゆるやってもらいやすいところから直接ですね、ＪＲ、ＪＲは

渋いということも話は聞いてます。しかし、ここはちょっとここで何とかして

くれということがやっぱり必要なところがあるんじゃないかなと思います。例

えば、車椅子で来た人が、乗りたてもやっぱり無理ですよね、階段だけしかな

いわけですから。だからそこでサポートしてもらう人を置くとかっていう、所

によってはそういうことも駅員がしてるとこもありますよね。やっぱりそうい

うところも、やっぱり大きく見れば社会福祉、大きな社会福祉ですから、やっ

ぱりそこのところも取り組んで、エレベーター、エスカレーターとかいうのは

金がかかるっていうのはそれは何億もかかるというふうにも聞いてますけど

も、そこまでは難しいかもわかりません。しかし、実際にその人数、乗降客が

多い少ないだけのことで、やっぱり、もうそれでだめだというふうな考え方は

ちょっと横っちょへ置いてですね、なんとかそのような方向にもってけるとい

うふうな考え方をやっぱり町としては持つべきだし、近隣のいわゆる市町、こ

れはＪＲだけに限らず近鉄も走る市町もあるわけですから、やっぱりきちっと

した形でですね、取り組む姿勢、これが欲しいなというふうに思ってるのは、

これは実感です。ですから、そこのところを今後これからやってくには、確か

に財政が厳しいところもありますけども、しかしそれは、一方で、うがった見

方すれば、企業に対して、何千万、何億っていうふうな金がいっとるの一部で

も、そこのところに回せるようなことができるんであればですね、私は福祉の

充実に大きく貢献できるんではないかなというふうに思っておるようなわけ
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です。ですから、職員の方々も、多気駅を利用して東京とか名古屋とか大阪と

かそこへ出張されることもあろうかと思います。そのときに、実際にこの階段

上ってみて、本当にこれ障害者の方やら高齢者の人大丈夫やろかなっていうふ

うな実感が持てるかどうか、まず持ってもらいたいなと私は思うんです。それ

が町民目線で物事を考えるということにつながってくんやないかと、私は思っ

ております。 

難しいことはよく理解できるんですけども、例えちょっとでも前へ進める、

これがやっぱり町の行政として、大事な部分だと思います。 

その点について、もう一度、課長、その期成同盟に対しては三重県がやって

るから、まあ同じようなことを出しとけばいいというようなことじゃなしに、

なんとかその前向いた考え方、協議会を開くか、庁舎内でそういうところを取

り上げるとか、そういうふうなことも必要だと私は思うんですけども、その点

どうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保行男） 課長のほうでも答えにくい部分もあると思いますので、議

員のおっしゃられたようなこと、前向きに進めていきたいと思いますけど、全

体の事業のバランスもありますので、その辺を考慮して、今後も取り組んでい

きたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁が終わりました。 

中森一秀君。 

○７番（中森 一秀） 何度も言いますように、難しいことはもうきちっと理解

をしてますけども、何とか何とか前へ進めるっていう対策をですね、考えてい

ただきたいなというふうに、思います。 

いろいろと通告には書いておりますが、まあ町長からの発言もいただいたこ

とで、あとの答弁については、結構ですので、私の質問これで終わります。 
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ありがとうございました。 

○議長（西村 茂） 以上で、中森一秀君の一般質問は終わります。 

 

（12 番 東山 義美 議員） 

○議長（西村 茂） 続きまして、２番目の質問者、東山義美君の質問に入りま

す。 

12 番、東山義美君。 

○12 番（東山 義美） それでは、議長のお許しをいただきましたので、質問を

させていただきたいと思います。 

私は今回、２点ほど質問状を出しております。１点目はクリスタル工業、い

わゆる団地の現状についてですね、お伺いしたいと思います。それと２点目は、

未来若者の育成、これは住宅団地でございますけども、そういうことについて、

質問させていただきます。２つとも総括ということで、質問させていただきま

すんで、よろしくお願いします。 

現在、３社の内２社だけ稼動しています。あと１社は研究段階と申しますか、

今やっておりますけども、いわゆる誘致一生懸命当局のほうも努力されていま

す。が、あまり良いニュースがですね、聞こえてまいりません。 

今、新聞・テレビなどの情報によると、米・韓対北朝鮮協議ばかりで日本経

済の見通しっていうんが我々素人にとりましてはですね、全く分からない、そ

ういうことを今認識しております。 

そんな中、多気町はどこ行ってもですね、「順調だ。いい町だな」と町外か

らも聞こえてまいります。今、大きく動き始めているのは、皆様も御存じのよ

うに勢和多気インターのアクアイグニス、いわゆるイオン、そしてロート製薬、

いわゆる観光開発だけではないでしょうか。 

私が今一番心配しているのは、クリスタル工業の開発した返済金でございま

す。今までにない金額の大きさでございます。１日も早くですね、これは完売

を願っているところでございます。 
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私は前回の、私のこと申し上げて大変恐縮なんですけども、町議選挙の公約

の中でも、私の信条でもある「多気町の安全な未来のために」とこういうふう

にうたっております。それはどういうことかっていうと、この団地にかける思

い、いわゆる「能力ソフトウェア開発商工業団地」、そしてもう１つは「農業

及び観光に力を入れてまいります」と申してきました。 

そこで、当局にお伺いいたしますが、この団地のですね、いわゆる完売でご

ざいますけど、あと何年ぐらいでですね、返済を考えておられるのか、また、

それ以外にですね、良い考えがおありなのか申し上げ、お聞きしたいと思いま

す。 

１回目の質問といたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） それでは、ただいまの東山議員のご質問に答弁

したいと思います。改めて、現状を含めまして、お答えしたいと思います。 

工業団地の販売と企業誘致の状況でございます。 

先ほども議員から話ございましたように、現状、現在３社が立地しておりま

して、２社は操業中、そしてもう１社は実証試験の最中という形で、平成 30

年度までの試験中という形になっております。 

そしてまだ残り２万 6000 坪の一番大きな区画が未分譲のままでありまして、

その分譲に向けて、今全力で取り組んでおるところでございます。 

まだ、具体的な話までには至っておりません。そんな中ではございますが、

三重県であるとかゼネコン、金融機関からも、いろいろこちらも情報発信を行

っておりまして、引き合いの話もいただいておるところではあります。今後ど

う進むかは、これはもう協議次第ではございますけども、１日でも早く企業立

地に結び付けたいというところでございます。 

続きまして、借入金返済お話なんですけども、これも昨年９月議会の一般質

問でも同じ質問を受けております。現在この借入金は町の財政調整基金、ここ
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から負担をいただいておるところでございます。今後も町財政やほかの町事業

実施のためにも、１日も早く、１社でも見通しをつけまして、少しでも返済し

ていくことは常に頭に置いております。いつまでもという気持ちは一切持って

おりませんので、とにかく今後も最善の努力を続けていきたいというように考

えております。 

また、それ以外の考えっていうご質問なんですけども、議員おっしゃいまし

たように、昨今は、本当に時代変化が非常に目まぐるしい。これは重々承知し

ております。いつまでも一緒のやり方はもう通用しない、これもよく承知して

おります。今のスタンスもそうなんですけど、とにかく製造業にも決してこだ

わらない、そういったことも頭に入れながら柔軟な優良企業の誘致活動を今現

在も進めております。 

議員さんから提案のありました業種等も参考にしながら、今後幅広く誘致活

動を引き続き続けていきたいというふうに思っております。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） ありがとうございます。課長、素直な答弁だと思ってお

ります。 

そこでですね、課長に申し上げたいんですけども、課長一日も努力って言わ

れましてもですね、まあ大変個人的な意見をぶつけるわけですけども、もうあ

と定年まであと 10 年も５年もないと思うんですよ。私が想像するのに、よう

あって２、３年かなというふうに思っとるんですけども、まあそんな中でね、

よろしいかいな、聞いといてもらわなあきませんので。そんなことでですね、

もうだんだんとこれ、時間との闘いになってくると思うんです。まあ町長もこ

の所信表明の、今回の選挙の中で、全力でですね、工業団地についての推進、

いわゆる人づくり、それから生活、まあいろいろございますけども、そういう

ことを取り組んでくとおっしゃってまいりました。そのとおりだと思います。 
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そんな中でですね、私の言いたいのは、この今現在の計算をしますと、この

町政報告の中でも、16 億 5000 万ですか、金額にして。出ておりましたですね。 

そんな中で、私も議会、５期させていただいて、約 20 年になるんですけど

も、約ですね。こんな大きな金額のですね、返済っていうのは、自主返済です

ね、いわゆる。これは初めてでございます。ほんとにこれ 10 年、はじめやっ

たときには、10 年で返すと。10 年で完売を目標にしとる、ぐらいのめどだと、

いうことで、議決、議会議員も、やったと思うんです。まあ町長も 12 月議会

でしたか、そんな中で責任は、私も、ちろん町長、当たり前のことですけども、

議員の方々も全員手を挙げていただいたと、この工業団地の開発については。

全くそのとおりでございまして、ところがですね、金額の返済となると、私が

申し上げとるように、これはおそらく、そのうちの 16 億の中で例えば、６億

売れたとしまして、例えばの話ですよ、10 億残ったとする。あと２、３年先に。

そうしたときに、その返済をですね、だれがやってくんだと。そんないつまで

も 10 年やろうが 20 年かかって 30 年、50 年かかってもええやないかと。こう

いうことではですね、私は責任姿勢がないと思うんですよ。ですから、今回こ

のような形で、まあ私はその製造業の生産性のことを言われましたけども、そ

れだけにこだわらず、ね、違う面のやっぱり模索をしていただきたい。それは

そういうふうにせいっていうんじゃなしに、同時に 2 本のレールで走る、右、

左、これを左右考えながらですね、企業はそんなんですよ。私もちっちゃい企

業でございましたけども、そのような形で、取り組んでやった経験から、もの

言わさせていただきます。 

そんな形で、筒井課長、先ほど申し上げたように、２年か３年ですか、定年

まで。個人的なことを申し上げて悪いんですけども。まあそんな形で、あとは

あなたが引き継いで、町長選でも出てですね、責任は僕が負ってくということ

を発言があればですね、これは立派なもんなんですけども、なかなかそうはい

かんと思います。町議会のほうにも振っていただいてもですね、返済をそした

ら町議会も全部手を挙げたんだから、返済をやるべきやんかと言われても、お
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そらくそんな 100 万や 200 万なら何とか払うあれはあると思うんですけども、

ゼロが違ってきたらですね、今の議会の中でも払う人一人もおりませんよ。か

といって、個人的なこと言いますけども、町長だって副町長だって、そんなん

払うかって言うたら、おそらくね、まあ払っていただけないとこのように思い

ますよ。 

そこで、副町長に、最高責任者の、開発公社で手掛けたことですから、お聞

きしたいんですけども、これ、筒井課長にこれ以上話を聞いてもで、すね、も

う無理やと思いますんで。 

今後どのような形で私が言っとるこのいわゆる開発、ソフトウェア開発工業

で、これはご理解願えますか。どういう意味か。まずそれをお聞きしたいと思

います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

副町長、伊藤智巳君。 

○副町長（伊藤 智巳） あまりちょっとそのソフトウェア開発っていうのはち

ょっと理解できないですけども。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） ちょっとですね、今生産性っていう言葉が１回目の答弁

の中で出たと思うんですけども、ソフトっていうのは何かっていうたら、野球

のソフト違うんですよ、要は、今ロボット産業にしても何にしても、能力を発

揮してく。考えていく。お金のかからない、親からもらった、わかりやすく言

えばですね、目、耳、鼻、口、これ何もお金かからないんですよ、日常の中で。

これをいかにフルに使ってくかという、いわゆるコンピューターを動かすとき

に、方程式なんですけども、それで組み込んで、ものを、ロボット産業や何か

動かしてく。そういう考える、金のかからない労力を出し切ってく企業、こう

いうことが今ですね、若者は一生懸命、30 代、あるいは 35 ぐらいのもん、あ

るいは 25 ぐらいのもんが、社長になってどんどんと東京のほうでやっている。 
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私はね、景気の問題もまた戻るんですけども、12 月の末ぐらいですか、その

ときも、ちょっと用事があり、沼津のほうへ行ったんですけど、そのときもね、

全く景気の左右をどこで見たかっていうと、新幹線のホーム。これ名古屋から

向こうはね、名古屋駅なんかもう７時ぐらいの新幹線、満員。全然もう階段あ

ふれるくらいならんでおりました。もうそれで途中で下車、どっかでおりるん

かな、豊橋でもと思たら、全然、まあもちろん私は自由席でございますけども、

まあそんな中でね、東京までおそらく一人もおりないで、新幹線乗っとる人が

多いんじゃないかと、これは景気はもう名古屋から向こうしか、今なってない。

名古屋からこっちのほうはですね、景気はあんまりええことない、というよう

な感じがしました。 

そんなことで、余分なこと言いましたけども、要は、この団地のですね、生

産性のことばっか考えずに、そういう能力を発揮できる若者を、東京、まあ海

外でもよろしいやんか。あらゆるとこから検討してくる。それについては、若

い者はどういうことかっていうとお金がない。能力はあってもお金がない。そ

んな中で、その自由な、その広場と申しますか、その能力を発揮できる、そう

いう講演会をつくったり、そういうものをきちっと環境を整えた、そういう中

心エリアの、それを能力工業団地って言うんですよ。 

そういうとこは、日本にないかっていうたらですね、あるんですよ。そうい

う団地の中に、能力を発揮できる、こしらえとる。そういうとこも是非ですね、

研究、課長、していただいて。生産ばっかのことを考えずに、それだけでも、

もう無理やと思います、この時代に。 

そんなことで、いろいろしゃべったんですけども、この今のお金、またお金

の問題に戻りますけども、これは副町長、開発公社の責任者としてですね、簡

単な例を申し上げて大変失礼なこと申し上げるかわかりませんけども。退職金

っていうのは、あると思うんですけども、何年か。それで、もうやっぱり私は

入れますよと。もらわないように。いう気持ちはおありですか。厳しいことを

お聞きしますけども、これも税のですね、大切な税のことを私は申し上げとる
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だけなんでございます。どうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

副町長、伊藤智巳君。 

○副町長（伊藤 智巳） ただいま東山議員さん質問いただいたのに、開発公社

の副理事としての回答なんか、副町長としての回答なんか、ちょっとどちらか

わかりませんのですけども、開発公社の副理事長としては、一応議員もご承知

のとおりやと思いますけれども、町から依頼を受けて公社で土地の購入、造成

工事をさせていただいております。本来でありましたら、その資金につきまし

ては、町から全部いただいて、公社でするっていうのが筋だと思ってます。た

だ、あと、その返済について、っていうところの部分につきましては、やはり

行政側として、副町長として、やはりそのあたりは一刻も早く完売したいなと

いうふうに思っております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） 当たりさわりのない返事でございまして、なんか私やっ

たら首つってでも払いますよと、こう申し上げたいんですけども。そこまでは

やっぱり言わないんですね。まあそれはそれで一生懸命やっていただくという

ことで、今後取り組んでいただきたいと思います。 

これで終わりますわ。それ以上追及したって今回は無理です、とわかりまし

たんで。 

議長、終わりますで、１点目。２点目に入ります。 

これもまたですね、皆さんにお断りしないとあれなんですけども、福島の原

発のことを書いたり、ほかのことも書いたりしておりますんで、質問しながら

ご理解願いたいと思います。 

それでは、未来若者の育成団地について。いわゆるこれは、先ほどの団地と

違って、人が住む団地でございます。 
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福島第一原発事故による避難指示が、2014 年以降に解除され、９市町村で住

民票がある約４万 9000 人のうち、実際に居住しているのは 14.4％の１万 7300

人にとどまることが各市町村の取材でわかった。これは新聞に書いてあるんで

すけども、「福島、戻らぬ住民」と新聞で報道されている。 

多気町は現在、子育て、教育と力を入れていますが、本当に未来に対しての

育成ができているのでしょうか。多気町はいい町だと言われているのに、人口

が増えないことに首をかしげます。 

この町に残るためには、まず結婚したときに、いわゆる安い値段ですね、安

価で住めるところが必要だと思います。そのためには 40 代までが住める、40

代ということは 49 までですね、住める限定、いわゆる住宅団地を考えてみて

はどうかと、お伺いするものでございます。 

１点目そういうことでございます。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） それでは東山議員の２点目質問についてお答え

したいと思います。 

議員がおっしゃられますように、本町はあらゆる活性化策を講じてはおりま

すが、人口減が確かにとまっておりません。参考までに、昨年１年間、１月か

ら 12 月ですけど、当町の死亡数は 235 人、出生数は 98 人、ということで、自

然減が 137 人と、どんどんこの差が開いてきておるところでございます。正直

これは全国の問題でありまして、とめようがない非常に難しい数字だと感じて

おります。 

一方で、転出の数は 407 人、転入の数は 376 人で、社会減は 31 人、31 人減

っているというところではござますけども、最近はこの差がどんどん小さくな

ってきておりまして、現在本町が取り組んでます、いろいろ地方創生事業であ

るとか、そういったものの効果が少しずつはあらわれてきたのかなということ

で、これをとにかく増加に転じるよう、今一生懸命取り組んでおるところでご
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ざいます。 

ただ、以前にも一般質問でございましたときに答弁しましたんですけど、こ

の中で、社会減のうち、問題は 40 歳以下の若年層が転出者全体の約８割を占

めているところに問題があるかと思ってます。これは町外への就職、特に県外

ですね、就職、そして進学、結婚、転居、転勤などが主な原因となっておりま

して、これはうちの町に限らず周辺市町も同じ傾向となっておるのが現状です。 

いかに多気町に生まれた人が、少しでもここにとどまらせることができるか、

これがこれから大きな課題というようには考えております。 

一方で、アクアイグニス多気が２年後に開業を控えておる、これにつきまし

て、事業者側から数百人規模、100 人から 200 人ぐらいって言われておるんで

すけど、これらの社員移動もあるというふうにはお聞きしております。これは

もう事実でございます。そしてその開業後も多気の地に来られた観光客である

とかそういう方たちが、将来移住していただけるような可能性もありまして、

とにかくええとこやというように感じてもらえるようなところからまちづく

りを一緒に進めていかなあかんというふうには考えております。そのために、

特に家族の方をなるべくやっぱり引っ張ってれるような形を、方策を打つべき

だというふうには考えておりまして、その一つとして、今議員がおっしゃられ

ましたように新しい団地の必要はあるのかなというようには感じております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） 課長この団地の問題はですね、人を増やしてくっていう

ことと、働く安定したいい町っていうのは、いろいろな町もあると思うんです

けどね、この前、ちょっと名前出してあれなんですけど、私も１回質問したこ

とがございます、アクアに。それと、奥出議員、今は亡き奥出議員さん。この

方も、いろいろそういう寂れてくる、10 年先を想像したとき。そんな中で、そ

ういうちっちゃい部落っていうんですか、そういうとこもやっぱり今も現状減
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っとるんですけども、そういうのも、４、５軒でもつくってくべきやんかって

いうですね、いう話も私耳にしたことございます。質問の中で。 

そんな中で、いろんな取り組みをしながら、できると思うんですけども、現

在、筒井課長御存じのようにですね、空き家バンクは非常に多くございますけ

ども、そしたらその空き家バンクが多気町として、この地域のその字は、もの

すごい歓迎で、ものすごく大事にしてくれて、迎えてくれるというとこもあれ

ばですね、非常に字によってはですね、難しい字、難しい組、いろいろとです

ね、あると思うんですよ。そんな中で、これはなかなか空き家バンクどうのっ

て言ったって、その自由にさせてくれるというですね、若者を。そういうとこ

は割と欠けとるんやないかと思うんですよね。そういう取り組みをしていただ

いても。ですから私はその 49 歳代までっていうのは、この中に、まちづくり

の質問も入っておりますけども、あとの方で、それから、この議会議員の改革

についても、される方もあります。そんな中で、いかに多気町をリーダーシッ

プを発揮していただいてですね、来ていただいて、いろんなことに取り組んで

いただく。 

先ほど１点目、能力ソフト開発と申しましたけども、そういうやっぱり政治

的な好きな人もおれば、百姓の、まあいろいろだと思うんですけども。そうい

う方々がですね、こう喜んで来ていただく、それの歓迎をする意味においてで

すね、やっぱり安い団地、安い建物と違って、安い団地。こういうのをやっぱ

り企画を一回ですね、そういうまあ私の友達もまだまだ下のほうでございます

けども、東建コーポレーションですか、所長やっとるんですけれども。そうい

う団地は団地の専門の業者がたくさんございますんで、そういう能力なんかも

ですね、調査されたり、それから今現在、私は、自分勝手に想像しとるんです

けども、天啓池なんかの土地もですね、ぜんぜんあのまま動かない。そのまま

で。ああいうとこのですね、横へ社会福祉のあれで町も貸してるんですけど、

売るんじゃなしに貸して、そういう団地をですね、相談っていうんですか、そ

ういうものも研究する必要がある、と僕は思うんですよ。今までこういうこと
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を研究されたことはないと思うんですけども。ですから、そういう誘致、いわ

ゆる宝の持ち腐れではございませんけど、放っとくんじゃなしに、そういうこ

とも、一遍研究されたらどうですか。 

それで、要はですね、そんな中で、そういうふうに、これはまあ夢のある話

かわかりませんけども、そういうふうに向かってったら、これはすぐできませ

んわ、何年かかかると思うんですよ。そんな中で、安くした部分は、その今の

言われとる、話それますけども、ちょっと関連ですけども、久保町長も婚活に

随分力入れてまいりましたけども、ね。最初に結婚するとなれば、ちょっとそ

れとは話それて申し訳ないんですけども、やっぱり住居、済むとこ誰でも探し

ますよ、住むとこ。どこへ住もうかと。松阪のほうへ住もうか、伊勢のほうへ

住もうか、多気のほうへ住もうか、いやいや嬉野のほうへ住もうか。まず結婚

となればですね、住むとこが大事ですわ。そういう中で、その次に仕事をどう

考えてくか、どういうとこで、いいとこあるかな、いうことだと思うんですよ。 

ですから、これはですね、総括的に言うと、課長、これからのその百姓やり

たいっていう人も出てくるかわかりませんし。そやで、そういう中で、若い人

たちが意見の統一ができる、いわゆる団地。今のままですと、なかなか空き家

へ入ったってね、「大字へ入ってください、組へ入ってください」って言うた

って、「ノー」って言うてね、いう方がほとんどですよ。もう素直に入ってく

る人でもね、素直って高齢者の人でもね、絶対入らないんですよ、うちの近く

でも。まあそんな自由ですからね、これはいいんですけども。 

まあそんな中で、課長、これもなかなか福島に比べたら私は本当に多気町は

いいとこやなって、本当に住民の皆さんが言われるとおりやと思うんです。是

非ともですね、そういうような夢のあるような、若いもんが魅力を持つような

ですね、そういう構想、こういうものを研究すべきだと思いますんで。考えて

みてはどうかっていうことを提案いたします。 

１回目。 

○議長（西村 茂） 答弁できますか。当局の答弁を求めます。 
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企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） それでは先ほどの東山議員の答弁でございます

けども、これまでもですね、こちらからは天啓周辺、今は保育所の統合の話も

これからあろうかと思いますけど、そういうとこも含めて、いろんな提案はこ

れまでもさせていただいたつもりでございます。それに加えましてですね、以

前もちょっと一般質問のときもちょっとお答えはしておるですけども、先ほど

のアクアイグニスのそういった話も受けて、実際に松阪の宅建協会ともいろい

ろ話をしております。 

そんな中で、特にミニ団地を展開しております不動産会社であるとか、まち

づくりの専門家の意見もいろいろ、もうちょっといろいろ水面下で聞いており

まして、そんな中では、やはり子育て環境が整っていることが、とにかく最重

要な要件ですと。そして特に施設的にはですね、やはりそういうふうな 40 歳

ぐらいまでの若い世代であれば、当然、子育て世代となります。そんな関係で、

近くに、小学校がやっぱり２キロ圏内ぐらいにあることとかですね、あと、保

育所ももちろん近い、そして、例えばスーパーであるとか商業施設であるとか

郵便局とか、そういったものも、やはり極力最寄り、そして駅やバス停も。な

かなかそうなってきますと、多気町はそんなに場所があるわけではございませ

ん。そしてそこへですね、最近大仏山公園のそばへできました住宅地もありま

すけども、あれもわかりますように、公園がやっぱり近くにあるとよいと。 

そんなこともありまして、そういうとこが総合的に考えてきますと、議員も

おっしゃいましたように、うちも前から言ってますけど、天啓公園周辺が、い

い場所ではないんかなと。天啓公園周辺から相可駅ぐらいまでの間ですね。そ

の辺が一つの候補地ではあるのかなというようには考えております。ちょうど

道路整備も、要するにインフラももう完備されておりますし、あとこれは多気

駅周辺もいろいろ検討しましたけども、やはりまだインフラが遅れてるってい

う、そういった状況もございますので、やはり天啓周辺が一番考えられるとこ

なのかなっていうふうには、こちらも思っております。これからは、学校であ
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るとか、そういった統合話もあるかと思いますけども、これも、やはり前々か

らその辺というような位置づけで町長も前申し上げておりましたけど、こうい

ったあたりの一体的に進めていくべきではないかなというふうには、私も考え

ております。 

あと、東建コーポレーション。これ私も、シャープのかつて誘致のときに、

結構多気町内に建てられました。そんなこともあって、私もちょっといろいろ

それなりには、これまでも知っておるところでございますので、また、その辺

の利用もまた今後、含めて考えていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） 課長、その借地の、東建コーポレーションほとんど借地

がメインなんでございます。それで私は、売るんやなしに財産を、貸すことも

やっぱりですね、一つの財産やと思う、貸すこともね。それと、課長どんな考

えをもってみえるんかわかりませんけど、上はどんどんあいてますからね。何

百メーターって。ですから、平で建てるんやったら、もう面積はいるんですけ

ども。そんな中で、私もちょこちょこ耳にするんですけど、やっぱり公園がほ

しいと。いわゆる中部台公園のような、その自由に遊べて、自由に楽器が弾き

けて、若いものが固まって、そこからまたいいその多気町の未来のことを話を

できたり、出向いて、講座をしたり、指導したり、そういう中で、多気町のこ

とを思いながら考えて、その団地の中で暮らしてくという。まあそういう若い

方っていうんですか、若いリーダーをこしらえてくためにはですね、そういう

ことにもこれからですね、まあ婚活はもちろんのことですけども、お金の予算

部分もですね、検討していただいて。これはもう町長喜んでやると思いますよ、

ね。そういう伸ばすことですから。 

そういうことで、まあこれ以上ですね、その問題も触れてもまえへ進みませ

んので。一言最後に前も申し上げたんですけど、筒井課長はね、ちょっと大人
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しすぎる。もっとバンバーンとね、勢いが欲しい。そういうとこが見えにくい

とこがいっぱいあるんで。もっと遠慮せんとバンバンやったらどうですか。そ

こら辺どうですか。やりにくい。町長にみたいな怖がっとったらだめですよ。

そこら辺について、ちょっと課長、一言どうですか。 

○議長（西村 茂） 答弁要るんですか。 

○12 番（東山 義美） 答弁求めます。 

○議長（西村 茂） 町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 東山議員、ありがとうございます。課長にバンバーンと

行けと、そのように言います。 

一言だけ私のほうから加えさせてもらいますと、今議員おっしゃられたよう

に、確かに多気駅周辺、課長も言いましたように天啓周辺、いいんですけど、

民でやると、16 万 17 万の、もし家建ててっていうことになると、なりますの

で、若者はなかなか入ってもらえない。今の相可台の住宅団地もまだだいぶま

だあと 200 ぐらい残っとるんですけども、これも非常に土地として建物として

買うと高い。 

逆に借地でアパートみたいなのつくってやろうとすると、１個借りるのにだ

いたい７万から８万ぐらいは。町の土地を一遍無償で貸すで、10 年間無償で貸

すで、建ててやってくれやんかと私は課長にも言うて、一遍それで当たってみ

よと、それでもやっぱり最低でも５万６万となってきますと、若者は入ってく

れない。高い。３万ぐらいやったらっていうのが今若者の中の話をずっと多気

町へ就農で来たい、多気町へ住みたいっていうて来る若者の思いっていうのは、

だいたいその金額ですので、なかなかその間の金額をひっつけよとすると、難

しい部分がありますので。 

今、空き家についていろんなところで、あいとるのがあれば、紹介してほし

いっていうことで、これは議員の皆様にも各自治会の役員さんにもお願いをし

とる段階ですので、また、いいところがありましたら、教えていただきたいと

思います。 
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以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） 町長にも一言申し上げたいんですけどもね、その私はか

かった金額の家賃５万６万で、普通アパートは、松阪でもやっとると思うんで

す。私は、その所得、この中には所得、所得割っていう言葉使ってええんかわ

かりませんけども、要は、安くですね、この質問に書いてございますように、

安くする。安くして、募集するというそれについては、本当に何ていうんか、

３段階ぐらいの層があってもええと思うんですよ。だんだんとそれで給料上が

ってくるわけですから。年齢とともに。下がってく人はよっぽど悪い人で、そ

の普通は上がってまいりますわね。 

そんな中で、段階をつけた取り組みっていう、今の答弁の中では、一方通行

な、１つのテーマだけでですね、５万６万かかるんやと計算でって、それは割

ったもんでしょ。総額で。総額で割ったものの、何十年返済っていうことで、

ローンでも組めるわけですけども。私は、税を半分若いもんに突っ込んでった

らどうやと、こういうような、言ってるわけですよ。そのことによって、若い

者が多気町のことを意識して、その中から、また今百姓好きな人、それからま

たこの議会でもそうですけども、議員に出よかな、あるいは国政へ出よかなっ

ていう人も出てくるかわからん。そういうやっぱり未来のあるようなですね、

何でも話ができるような、もう年代別って言っとんですけども、そこら辺がや

っぱり町長まだ理解がないようでございますんで、是非ともそこら辺もですね、

一遍にやれっていうのは、無理ですから。そういうことの前向きな姿勢をです

ね、示していただければ、私は多気町ってすごいな、そういうことを婚活の中

では言ってもらえなかったけど、家賃も半分ぐらいで住めるんかと。我々も、

そういうふうに世話になったら、多気町に貢献せなあかんなと、やるやないか

という勇気のあるですね、男性も女性も出てくると思うんですよ。そこら辺は、

そういうことでもう一遍とめなおして答弁願いたい。町長でも。 
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○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） ありがとうございます。 

そういったところに税の投入も、ということも言われましたんで、ただ、は

じめちょっとさっき触れたのは、町の土地を、物つくってやろうとするときに

土地代がかかってきますと、ボコンと値が上がりますので、町の土地を無償で

貸すから、10 年間、一遍建ててやってくれというのが、取り組みやすいかなと

思って、一応そういう関係業者さんにお話をさせていただいたところ、やっぱ

りそれでも、新しいのを建てて、例えばアパートへ入ってもらって、家賃をも

らうとなると、６万７万と言われたんで、ちょっと厳しいかな。っていうのは、

なぜこんなこと僕は提案したかっていうと、空き家がなかなか出てこない。出

てきても、トイレ改修、お風呂改修をやってしまうと、結構なお金がかかって

しまって、なかなかそこへ若者が入ってくれないという思いもありましたので、

町のほうで一遍そんな土地をどうや、というのをやってみたんですけど、なか

なか前向いていきませんけども、議員おっしゃられたようなことも含めて、こ

れからまた検討していきたいと思います。 

ありがとうございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

東山義美君。 

○12 番（東山 義美） ありがとうございます。 

筒井君、もっと元気出して、それで、もっとね、大人しすぎるで、２回目言

いますけども。ガンガンと行きなさい。ということをですね、よう考えてです

よ、何でもいったらええっていうんやなしに。そこを極力お願い申し上げ、私

の質問を終わります。 

○議長（西村 茂） 以上で、東山義美君の一般質問を終わります。 

ここで 10 時 45 分まで休憩といたします。 

（ 10 時 35 分 ） 
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（ 10 時 45 分 ） 

（10 番 坂井 信久 議員） 

○議長（西村 茂） それでは休憩前に引き続きまして、会議を再開をいたしま

す。 

３番目の質問者、坂井信久君の質問に入ります。 

10 番、坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） それでは、ただいま議長の許可をいただきましたので、

私の一般質問を始めさせていただきます。 

今回私は３点の通告をいたしております。１点目につきましては、町営バス

運行の今後について。それから２番目といたしまして、税の効率的活用につい

て。３番目が、工業誘致の新たな課題についてでございます。それぞれ、一問

一答方式でお願いをしたいというふうに思います。 

それでは、まず１問目に入るわけでございますけれども、まず冒頭に、町長

におかれましては、先般２月に３期目の当選を無事なされまして、今後４年間、

町政を担当されることになったわけでございますけれども、引き続いて、この

４年間、しっかり町政前へ進めていただきますように、お願いを申し上げます。 

それでは、町営バス運行の質問につきましては平成 27 年３月定例議会にお

きまして、主に多気駅から河田区間が廃止されましたことにお聞きをいたして

おります。 

今回は平成 27 年９月に発足をいたしました町行財政改革等審議会が、17 回

の審議を経て、28 年 10 月３日に町長に対し、答申がされました。 

その内容につきましては、町営バスにかかわることにつきましては、「町営

バス運行に関して詳細な現状把握を行うための一定期間の利用状況調査の実

施をはじめとして、６項目に渡り検討すべきである」というふうに記載されて

おります。 

それを受けまして、昨年６月 21 日議会全員協議会におきまして、町営バス
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運行の実証運行等について担当課長より説明を受けたところでございます。 

その後、同じく昨年 12 月 18 日の議会全員協議会におきましても実証運行の

結果が報告をされております。その結果を踏まえて、今後のあり方についてお

尋ねをいたします。 

まず最初でございますけれども、実証運行の 10 月、11 月の結果からお尋ね

をいたしますが、平日に対する土日祝日の乗車率は 10 月 62、11 月 67 と、各々

パーセントでございますけれども。私はこの数値があまりちょっと意味がない

んではないかなというふうに思っておりますので、まずその意味について、お

教えを願いたいというふうに思います。 

また、12 月の全員協議会では、調査の結果表から上記の数値は、上記の数字

はですね、この 10 月、11 月の数字は、乗車率が低ければですね、土日祝、日

曜ですね、運行は中止をされる前提で調査されたのか、まずお伺いをしたいと

思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） それでは１点目の質問につきまして、答弁申し

上げます。 

この実証運行を実施しました理由は、行革審、そしてその前の年に行いまし

た行政懇談会、各字回りましたんですけど、そういった結構高齢者の方から、

そういった「土日はなんで走らせてくれやんのや」と、そういった要望もあり

まして、それでは走らせてみようということがまず第一目的で、走らせた次第

でございます。そして、先ほどですね、質問の中に、中止される前提で調査さ

れたのかっていうことございましたけども、あくまでもそういた前提では行っ

てはおりません。ただ、やはり、土日につきましては、お医者さんとか、あと

学校が休みということもありまして、結果的には 60％台のけっかになったのか

なというふうに、要するに平日と比べてどんなもんだということを 1 つの前提
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に調査したところでございます。逆に言えば、その方たちは、買い物行きが多

かったのかなというふうには理解しておるところです。 

いずれにしましても、この乗車率であるということで、土日祝日に関しまし

ては、この先、基本もう実施しないということで考えております。ただ、今で

もそうなんですけども、イベントであるとかさわやかウォーキングとか、そう

いうときはですね、その主催ら等と調整しながら、町としては出しませんけど、

バスは走らせていただくという方向では、今後も進めていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 今のことをお聞きしましてですね、その考え方、あるい

はその土日の今後のですね、方向性につきましては、おおむね分かったわけで

ございます。ただ、残念ながらですね、うちの在所でも高齢になって免許を返

上された方が、昨年１人方おみえでございます。それからまた、今年どうしよ

うかなと、まあ女性の方ですけども、おっしゃっておられる方もございまして、

いわゆる本当にこの足にですね、飢えを感じておられますので、今後、こうい

った、この後にも書いてございますけれども、なっとかこの事業は違う形にな

ってもですね、続けていただきたいという思いがあるわけでございます。 

それから②番③番はまとめていきます。おそらくこの②番に関してもですね、

今、①番のほうで、私が思っておるようなお答えがありましたので、もう割愛

っていいますんか、もう一緒にですね、進めたいとこういうふうに思います。 

③番目いきます。 

私はですね、このバス運行の調査につきましては、全町的な調査が必要であ

るというふうに思っております。これは町民アンケートをとるんかですね、あ

るいはパブリックコメントをするんか、これはいろいろ方法があると思うんで

すけれども。なぜなら多気町の南北上に当たる油夫、四神田、西山、五佐奈、

西池上、長谷、あるいは神坂ですね、それから、旧勢和地区におきましても、



 38 

バス運行路線以外の地域もですね、やっぱり行革審の答申書にはですね、「現

状把握には利用状況の調査が必要でありますが、その他の検討には必ずしも調

査対象はバス運行地域と限定されていない」というふうに記載がございますの

で、そういったとこの人の私は声も聞くべきであるというふうに思っておりま

す。ここら辺の考え方をですね、やはり当局として、どういうふうに、その答

申を受けてですね、そういうこともやっていただけやんのか、あるいは、今後

やるんかですね、そこら辺のことについてお伺いしたいと、こういうふうに思

います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 全町的な調査としましては、アンケート等で、

今後必要と考えております。30 年度行うかどうかまだはっきりまだ決めており

ませんけど、そういう方向で進めていきたいと思います。 

ただ、これまでもちょっと疑問に感じたとこもあったんですけど、その必要

よ回答された方が、果たして本当に乗車されるんかと、その辺のところもあり

ますので、ちょっと見極めが必要というふうには考えております。 

これ参考までにですね、松阪市では、そういったとこで地区の要望としまし

てですね、何人乗車するから運行してほしいとそういう要望があったようで、

そういうことが地域ごとに要望としてあげられておられます。そして、それに

対して、市側は実際動かしてはおったんですけども、もう数字がある一定人数

を下回ったら運行を取りやめると、そういうふうな考えもありますので、その

辺も参考にしながらですね、ちょっと今後は全体的な見直しも含めて、考えて

いかなあかんというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 是非ですね、これからそういうことを進めるということ
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であれば、あらゆる手法を通じて、町民の実際の生の声を聞いていただきたい

というふうに思っております。 

この後申し上げますけれども、多気町近辺ではですね、全ての地域を回るっ

ていうふうなバスも、あなたもご承知やと思いますけども、そういうやり方や

っておられるとこもありますので、そういうことも是非私は提案をしますけど

も、この後に。是非考えていただきたいというふうに思います。 

それで④番につきましても割愛をいたします。したがいまして、ちょっと関

連してですね、関連して、そもそも企画課長でございますから、いろんなこと

ご承知だと思いますけれども、そもそも多気町がですね、現在に至ったこのバ

ス運行路線。これの決定に至るプロセスについては、あなたはおそらく昔から

の話やし、知らんと思いますけれども。これには非常に歴史的なもんがござい

ます。私の役場へ入ってからのいろんな知見ではですね、あなたもご承知のよ

うに、昭和 30 年に、相可町、佐奈村、津田村が合併をいたしました。それか

ら４年後の 34 年に、西外城田村が合併をして、現在に至っておるわけでござ

いますけれども、当時の相鹿瀬地区がですね、地区の児童が学校に通えるよう

にバスが必要やということで、私が企画在職中にはパスを、当時三交バスとで

すな、パスを、乗車パスを出しておりました。それは、いわゆる外城田村が合

併するに当たる不文律であると聞いております。相鹿瀬については廃止ができ

ないと。したがって、町におきましても、三重交通のバス路線は、いわゆる松

阪勢和兄国線を通りまして、多気駅から松阪度会へ走って、相鹿瀬までを走っ

て、それからもう他方では、津田小学校経由して、丹生大石ですな、そういう

路線だけはですね、町営バスとして、当初一番最小の発足をしたんです。これ

が一番最初の経緯であって、したがってその一番、たださなはですね、42 号線

ができておりまして、三瀬谷方向へ 42 号線が走るということで、実施をしま

せんでしたけれども、長い多気町の歴史の中では、従前、三重交通のバスが走

っとったとこは、最低限確保するというのがこれ、いわゆる政治的な不文律に

なっておりまして、実施をしてきたわけでございます。そこら辺のことも、思
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い浮かべていただきましてですね、これからのバス運行のあり方を是非考えて

いただきたいというように思います。 

もうそういう時代では、やはり変わってきたわけでございますので。歴史は

歴史として、そういうことは必要だと思うんですけれども、やはり今私が申し

上げておりますように、現在バスが走っておらん在所がたくさんございます。

多気町は 49 地区ありましてですね、半分以上は、おそらく走っておらん。こ

れをなんとか私は改善をしていただきたいということで、今回こういう質問を

しておる。 

また根には、多気から河田を切られたという、この思いが実はあるわけでご

ざいます。なぜ切られたんやっていうことを私は随分関係地域の方から、いろ

んなお話を聞くわけでございまして、乗車はしませんけれども、やはりそうい

う思いがたくさん持っておられるということもありますので、是非そういうこ

とでですね、先ほど申し上げたようなことも含めて、いろいろ考えていただき

たいというふう思います。 

従いましてですね、この⑤番の関係になってくるわけでございますけれども、

例えば、現在そのこういうふうなかかる費用をざっとですけども、計算をして

みますと、まあ１万 5000 の人口といたしますとですね、１人まあ 2,500 円程

度の負担がかかっておるわけでございます。 

そうしますと、税の公平からしましても、私が今から再々申し上げとんのは、

バスの恩恵を受ける者、あるいは受けない者がですね、当然ながら生じてまい

りますから、この点についての私は住民に対する説明責任が必要です、こうい

うふうに思うわけでございます。 

特に、昨年再々申し上げた我々の地域が切られたということもございますの

で、この点についてのですね、考え方、これ私、後のほうの質問にも及ぶんで

すけれども、担当課長としてですね、考えておられることを、是非お聞きをし

たいと、こういうふうに思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 
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企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 単純にですね、予算額を人口で割りますと、議

員がおっしゃるとおりののような、実際に数値になります。近隣の明和そして

玉城と比較しまして、多気町は人口密度が非常に低いです、玉城とは面積は、

玉城は多気の 40％、人口はほぼ一緒と、そういうふうな地域の差もありますし、

当然、集落間の距離も長いと。そういった本町の場合は特性があります。そん

な中で、町営バスは予算額のこのほとんどを占めております。そういうわけで

効率は悪いっていうことはもう重々承知しております。そして、町営バスの空

白地域を「でん多」でカバーしていると。もうご承知のことと思います。先ほ

どもご質問の中で、バス運行の恩恵を受ける、受けないとの議論となりますと、

非常に判断がこちらとしては難しいところがございます。先ほどもおっしゃい

ましたように、いわゆる交通弱者、学生であるとか、高齢者であるとか、最近

増えてきました免許証の返納者の方などに対する福祉施策の一環でもあると

考えておりますので、その交通弱者を全体で支えているという説明でご理解願

いたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 今企画課長のほうからですね、そういうふうな全体で支

えると、町を支えるという意味の、おそらくそういう考え方であろうというふ

うに思いますけれども、やはり、そこはですね、やはり考え方を新たにしてい

ただきまして、この後提案いたしますけれども、全町へですね、バスは私は走

らせていただくことが必要だというふうには絶対思っております。あなたもさ

っきの質問のときでも、お答えいただきましたようにですね、少子高齢化って

いうことで、どんどんどんどん多気町の、これは全国的にそうですけれども、

高齢化が来ておりまして、特に今高齢者の事故ですね、車の事故等の多発の問

題が、社会問題となっておるわけでございますけれども。そうなりますと、当

然その免許返上、あるいはそういう方が、高齢でよう運転せん以外にもですね、
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運転できても、家族やとかあるいはご自身の判断で、そういうふうな方がふえ

てまいりますので、ことさら、私はこういったことはですね、必要になってく

るというふうに思いますので、是非ですな、その全体で支えるというのももち

ろん、それは町としては、そういう考え方であろうかと思いますけれども、利

用者が全てのエリアに行くようにですね、そこをまず第一意義に、あんたがお

っしゃっておられるこれから、いろいろ検討する、いろんなことをやられると

いうことでありますので、是非そういうことをですね、私、区のほうからお願

いをしたいというふうに思います。 

そこら辺、そういうふうにやっていただけるかどうかですね、担当課長とし

て、そういう方向でですね、審議会なり、あるいは町の、政策調整委員会なり

ですね、町長さんや幹部の方も一緒に聞いておられますけれども、お考えいた

だくようにですね、是非私からもお願いをしたいと思いますけれども、そこら

辺、ちょっとそういう、あんたとこで立案をして、担当課ですんで、あんたと

こで立案っていいますんか、提案をしてですね、幹部の方にお話を聞いていた

だいて、町長さんを説得していただいてですね、今の方向にもっていただくよ

うに、頑張っていただけるかどうか、ちょっとそこら辺だけ、決意お願いした

いと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） また、後でも申し上げよと思ってましたんです

けど、ちょうど今、いろいろと取り組んでおります。そんなわけで、おっしゃ

られたことも、頭に入れながら、今後いろいろと取り組んでいきたい、また提

案していきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 前向きにですね、私は取り組んでいただけると。取り組

んでいただかんならんと、そういう時代が私は来たんだという認識を是非企画
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課長以上ですね、ここに幹部の職員の方がたくさんおられるわけですけれでも、

是非、お持ちをいただきたい、というふうに思っております。 

これに関連をしまして、実は、前回質問したときも少し触れましたんですが、

この根にある部分ですね、いわゆる多気から河田を廃止されたということで、

私は、当時の下の関係５字の区長さんと、関係者の方と１名を連れて、この公

共交通審議会にも傍聴にお邪魔をいたしました。当然、委員長は副町長の伊藤

君でございまして、私が発言をしたいので手を挙げたんですけども、委員以外

いかんということで、発言はできませんでしたけれども。実はその時に、どう

いうことがあったかと申しますと、いわゆる地域委員の方が、４人入っておら

れましたんですかな、区長代表の方がですね、全体の区長代表の方。これ外城

田地区の方でございました。それから相可、津田、佐奈の各々の区長代表の方

がおみえになったと思いますけれども、その方からですね、いわゆる先ほど私

が申し上げた、税の公平性の問題からですね、その我々の地域が切られたとい

うことは非常におかしいと、不可解やと、乗車に関しては、そんなに違いない

やんかなと、そんなに乗っとらへんな、あそこは乗らんで切るとかっていう議

論はおかしいということで、全体の区長会の会長の方に、実は私これお会いし

たんです。お家へお邪魔をしてですね、私とこの窮状を訴えて、是非ですね、

公共交通審議会のほうで、そういうふうなお話をしていただくように、お願い

をいたしまして、当然その区長会の代表さん、もうそれは非常に理解はできる

という方で、真摯にそういう意見を述べていただきました。また相可の区長代

表の方もですね、非常にそれと同様に、我々の意見を賛同いただきまして、そ

ういった発言の旨を縷々お話をいただいたんですが、そのときの当局側ってい

いますんか、他の委員の方もたくさんおみえでございました。特にこれは三重

交通だとかですね、あるいはバス、でん多の関係の会社の関係の方かな、ある

いは大学の先生ともおみえになったかわかりませんけれども。 

私は一番中心なるのはですね、この地域の声が一番中心にならないかんと、

私はそう思って、その会議に臨んで、傍聴に行ったわけでございますけれども、
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残念ながら、私の記憶からするとですね、やはりそのタクシー会社やとかある

いは三重交通やとかですね、事業者さんの意見のほうを、顔を向いとる皆さん

が。当局も含めて、あるいは学者の先生も。一番大事な地域の声なんて全然無

視ということは、非常に私は腹立たしかったし悔しい。また残念でありました。 

したがって、その時に私は発言をしようということで挙手したんですが、こ

れはまあ委員以外は、っていうことで、副町長にとめられまして、あなたは個

人的に恨んどるわけやないんですけども、まあそういう場面もございまして、

これはちょっとおかしいなと、そのときから思っておりました。 

今日に至っておるわけでございますけれども、やはり一義的にはですね、一

義的にはやっぱり私は住民の声っていうのは一番ですよ。その事業者やお金儲

けの会社のことなんてですね、もちろんそれは協力していただいとることは事

実かわかりませんけれども、やはり、地域の声、住民の声、あるいは議会です

ね、これは住民の最高決定機関やと私は思ってますけれども、そういう声をで

すね、やはりもっと当局は大事にしていただかんといかんと。そこら辺をです

ね、これからことを進めるにあたっても、私が今言ったような方向でですね、

今後は、やっぱり一番そこを必須条件に、やっぱやっていただくということは

私は必要だと、こんなふうに思っておりますので、そこら辺について、企画課

長と副町長のほうにちょっと答弁をこれからのですね、そういう考え方でやっ

ていただけるんか、私は期待しとるんですよ。企画課長や副町長も。副町長の

先般のいわゆる人事案件も、同意をさせていただきました。したがって是非で

すね、そういう方向で、お答えいただきたいと思います。 

どうかよろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

副町長、伊藤智巳君。 

○副町長（伊藤 智巳） 坂井議員の質問にお答えさせていただきます。 

まず、バスの河田までの件なんですけども、当初、平成 21 年のときに、合

併したあとで、バスの見直しをさせていただいて、そのときは、多気駅・波多
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瀬間のバスの運行ということで、22 年にその河田までの延長ということで、３

年間、バスの延伸をさせていただきました。それで、24 年に実証運行っていう

ことで、どれぐらいの状況があるのかなっていうことで、調査をさせていただ

いて、３年間河田地区走らせていただいたんですけども、そのときの調査の結

果では、１日 10 人未満という利用者ということの中から、公共交通会議へ諮

らせていただいて、そのときにはでん多の運行も考えておりましたので、そし

たらでん多に切りかえて、その分について、廃止をさせていただいたというこ

とで、25 年に４月より河田の部分につきましては、廃止をさせていただいたと

いう状況でございます。 

今後なんですけども、委員会のときにたぶん富山さんやったと思うんですけ

ども、相鹿瀬の区長さん。その方が、地域、知らんだと。相鹿瀬地区は走っと

るので、多少の運行にまで切られたかっていうのはわからなかったということ

の中で、それはおかしいのではないかと、利用者があれば走らすべきであるっ

ていうふうな意見をいただいたわけなんですけども、やはり、その部分につい

てをバスと違ってでん多にかえさせていただいて、利用していただきたいなと

いうことにかえさせていただいたので、加藤大学教授も、利用者のためには運

行するのであれば、それでもやむを得ないかなっていう回答をいただいており

ましたので、あの中ではそういう結論になったわけですけど、今後としまして

も、やはりでん多の活用を、どしどししていただきたいなと。それやと時間も

フリーになりますので、バス停で待っておるっていうことはなくなってくると

思いますので、その時間に行って予約してもろたら、利用できるということで、

そちらの活用をお願いしたいなと思ってます。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 企画課長はよろしいか。 

企画課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 事務局側の立場として、お答えさせていただき

ますけども、決してそういうふうな意識的なものは一切ございません。公正に
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はさせていただいておるつもりです。ただ、こういうふうなご意見いただきま

したんで、これからも真摯な態度で取り組んでいきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） ありがとうございます。 

是非ですね、これからいろいろご検討するということであれば、これから私

提案することも含めて、十分ご議論いただいて、いい結論を導いていただきた

いというふうに思っております。 

続きましてですね、いよいよこれ提案になってくるわけですけれども、この

議会におきましても、昨年度議長の発案によりまして、今いろんな懸案になっ

ておる現場を調査をしようということで、いろんな現場を行かさせていただき

ました。そのときに、町営バスにも乗車をしようということで、あなたご自身

もですね、企画課長も同乗していただきました。これは、多気駅から相鹿瀬区

間でございました。このときには、私は、この乗ったときにですね、おばさん

と、それから野中から小学児童が３名でしたかな、乗車をしまして、４名の、

議員以外４名の方が乗車をされておられました。そのときに、私は、このバス

運行はですね、くれぐれもやっぱりなくさずですね、どういう形にしろ、やっ

ぱり我々としては、付け加えますとですね、町内くまなく運行されたいなとい

うふうに、本当に強く思いました。これがなかったら、あのおばあさんやら、

あるいは子供たちがですね、でん多を呼ぶなり不都合なことが生じるというふ

うに思いまして、やっぱり社会的な弱者の方がやはり利用することが多いとい

うふうに私は思いますので、是非、これはですね、継続してやっていただきた

い。形は私は変えるっていうことを提案を今からいたしますけれども、そうい

う思いがいたしました。 

そこで、提案をいたしますけれども、乗合バス、あるいは乗合タクシー事業

ですな、これ全国でですね、某運行会社が 38 市町村で事業化をされておりま
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す。ちょいちょいテレビの宣伝でもやっておりますけれども、いわゆる乗合タ

クシー事業っていいますんか、あるいは乗合バスですな、デマンドバス。こう

いったものに、何とかならんかなというような、私が思いでおります。もうデ

マンドバスについては、区域運行を原則としておりますけれども、区域内であ

れば乗降はフリーでありまして、時間運行は決まっており事前予約制と、こう

いうふうになっておるというふうに聞いておりますけれども、是非これをです

ね、ご検討いただくことが必要ではないかということで、実は私は、先般に隣

の玉城町へいってまいりまして、資料をたくさんいただいてきました。 

おそらくですな、多気町の経費よりも安価に上がっておる。それから利用人

数も非常に多いということでございますので、是非ですね、こういったことの

ご検討をまずしていただける、そういうことも含めて、包括的にですね、バス、

三重交通産にお願いするので、是非ですね、こういったことのご検討をまずし

ていただける、そういうことも含めて、包括的にですね、バス三重交通さんへ

お願いするっていうことだけではなしに、そういったことも議論にまず、まな

板の上へ乗せていただけるんかどうかですね、ちょっとそこら辺、担当課長か

らお聞きをしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 乗合バスも、今は乗合タクシー事業への検討っ

ていう話なんですけど、今現在も、実際は町営バスは乗合バス、そしてでん多

のほうも一応乗合タクシーという形では取っておるところではございます。 

先ほどもご質問の中にありましたように、でん多の場合は、前のでん多は、

場所が決まったところで走らせてる形、今度はもうフリーな走り方と、そうい

う形で、前のでは全然成果が上がらなかったため、今回に上げて、実際にこれ

もう４年目になりますけど、徐々に実績は上がってきてるってことが実情では

ございます。 

先ほどもご質問ございましたように、確かに玉城町、そのように方式取られ
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ていることは、承知はしております。あそこはあくまでも福祉、そういう観点

でですね、もちろん無料でもありますし、またバスというか、10 人乗りぐらい

のを３台ぐらいでしたか、実際町が買われて、それを社協のほうへ委託してい

ると。そして確かにおっしゃられたように、予算的にもうちよりは安価になっ

ているとそういうことをお聞きしています。 

今後ですね、またこの後申し上げよと思ってましたんですけど、今現在、交

通網形成計画っていうのを、今ちょっと現在今検討しておりまして、その中で

もですね、ちょっといろいろもう考えてかなあかん時期にきてますので、ちょ

っと今あらゆるちょっと方面からいろんな検討をしてこかなというふうに考

えておりますので、こういったことで答弁させていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 当然ながら担当課長でございますから玉城町の状況等も

相当把握をされておるというふうに思います。けれどもそれへ付け加えさせて

いただきますとですね、玉城町はハイエースを３台買っておりまして、町内あ

そこは 69 自治区になってますんかな、行政区が。それで一応基本的なバス停

については 170 カ所あるそうでございます。１年間にですね、多気町がこのた

またま 10 月 11 月の実証実験からいきますと、平均 750 人か 800 人。50 歩譲っ

て 800 人としましても年間 9,600 人ですわな。12 カ月かけますで。ところが玉

城町はですね、１年間に２万 7000 人なんですよ、利用者が。この全体を回っ

とると。予算もですな、もうこれはうちより相当安価に上げております。さら

にいいとこはですね、その福祉バスっていう形で社会福祉協議会と連携をして、

社協がまたシルバー人材センターへ運転管理やとかいろんな形を依頼しとる

ということもありまして、他の組織も非常にそのことがですな、活性化て言い

ますんか、やりがいになっとるということで、ただ、玉城町のバスはいわゆる

携帯ですな、携帯を乗りたいという希望の方に貸しておって、それでカカっと
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すると、簡単に私でも扱えるようなものがですね、渡しておられると。町が月

2,000 円の補助を１人当たりされとるということで、60 歳以上の高齢者を中心

に貸し出しをしておるということもありますので、少しバス以外にですね、そ

ういった費用がかさんでおるかわかりませんけれども、うちより外は安価にな

っとるということなんで、是非玉城町のですね、やっておられることも、さら

に詳しい調査もして、そのたたき台の上の中にですね、手法としてうちは町長

も頑張って福祉事務所っていう形でやっておられるわけですから、玉城町以上

のことをしとるわけなんで、さらに私はこういう福祉バスでですね、社協やシ

ルバーと連携して、さらに安価にできる、利用人数もおそらく全地域回ったら、

ちっさい車なんで、もっともっと私乗車されるかたが増えると思いますんで、

是非その方向をですね、ご議論いただいて、やっていただくように、私からは

お願いっていいますんか、提案いたします。 

是非そこら辺についてですね、少し課長として、是非そういうことも十分検

討していきたいということであれば、一言いただけませんか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 確かに玉城町方式、いい方式であるというふう

に考えてはおりますけども、ただ、先ほども申し上げましたように、なにしろ、

面積に対して人口密度が全然違います。多気町は玉城の半分以下の人口密度に

なっておりますし、効率的な問題も非常に悪いとこともございます。 

またあと、買い物支援バスというのがまたこの 30 年度から動くということ

もあってですね、それらもちょっといろいろとどういうふうな反響があるんか

ということもありますし、そういうことをちょっと見極めた上でですね、多気

町として一番ふさわしい方式をこれから考えていきたい。その中で、提案いた

だきました、玉城方式も頭に入れながら、とにかくいずれにしましても、いい

方向になるように、検討していきたいと思います。 

以上です。 
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○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 最後になるわけでございますけれども、来年度の、この

６月ですね、いわゆる今年です。今年の６月議会にそういった関係予算を上程

していきたいいうふうに、当時あなたはおっしゃったわけですので、私は今の

時期にですね、どの程度方向性が決まっとるんか、あるいは決まっておらんの

であればですね、おそらく議論はしていただいとるんであれば、ぜひ私の提案

も含めて、検討いただきたい。これは先に申し上げたようにですな、やはり税

の公平性からもやっぱり全町をバスを小型化しても今の現状の乗っていただ

ける人数からしたら、私は問題ないと思ってますんで、多気町 49 自治区全て

をですな、そういったバスで巡回をしていただくと、こういうシステムに是非

私は変えていただく、このことがさらに町民の方がですな、喜んでいただける、

私はそういう施策やと、こういうふうに思ってますので、是非お願いをしたい

というふうに思っております。これは答弁結構でございますけれども、是非そ

ういうふうな形でお願いしたいというふうに思います。 

最後に１点ですね、これ最終的にどの時期までに、時期はいつごろまでにこ

のことを決めようとされておられるのかですね、おおよそどの時期にですね、

次の新しい計画を決めていこうと、このことだけちょっと答弁お願いいたしま

す。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） うちの場合ですね、先ほど申し上げましたよう

に、買い物支援バスのこれからの運行開始、そして２年後に控えておりますア

クアイグニスの開業等々、いろいろ大きなポイントがございます。そういった

ことも見据えてですね、この本当はこの 29 年度中に仕上げようと思っており

ました交通網形成計画、これをですね、もう会議にも諮ったんですけど、30 年

度いっぱいまで伸ばしまして、この中でいろんな取り組みのことを検討してい
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きますというふうにお伝えしてます。というわけで、30 年度に関しましては、

現行のままで行きますけども、逆にいえば、31 年度以降にですね、いろんな取

り組みをやっていく必要が当然出てくるかと思いますので、一度に変えれるか

どうかわかりませんけど、そういうふうな今後方向性をもって進めていきたい

と思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） ありがとうございました。是非ですね、今年の間にいろ

いろご議論いただいて、新しい計画を是非見出していただきたいと思います。

それから付け加えておきますと、「でん多」「でん多」っていう言葉がございま

す。私も前申し上げました、先般そのご主人は亡くなられましたけども、非常

にでん多にも不便さがございます。いわゆる行く場所が決まっておりますので。

でん多５分乗ってあと 30 分歩くっていうような実情が実際続いておったわけ

でございますから、そういうとこもありますので、やっぱり「でん多」「でん

多」っていいましてもですね、非常に使い勝手が悪い部分がありますんで、そ

の点も是非、これ回答いりませんけれども、ご議論いただきたいというふうに

思っております。 

それでは続いて、２番目のことについてお尋ねをいたします。 

これは税の効率的活用についてでございます。 

現行の議会制民主主義の中で、民意で選出をされました町長が施策の立案、

予算の調整、各種事務事業等の執行権が付与されていることを十分承知をした

上でお尋ねをいたします。 

それは、昨年 12 月定例議会時のときに、一般質問にて「工業団地の取り組

み」、すなわち開発公社への町からの貸付金の問いに対して、税の有効活用の

考え方について「町現在の財政状況に問題がないことを確認している」という

旨の発言が町長からあったように記憶しております。この点について少し確認
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をしていただきたいというふうに思いますので、今回質問しておるわけでござ

います。 

全ての事務事業等につきましては、予算すなわち税金の活用でございます。

これは国の補助金にしてましても、いずれにいたしましても全ては税がほとん

どですね。90％以上が税が原資になっておるわけでございますから。私の考え

るその活用につきましては、町長の活用もわかるんですけども、今現在、我々

生きておりますこの時代にいきておるわけでございますけれども、当然その時

代に選ばれた久保町長がですね、今現在暮らしている者に対してやはり享受を

できる社会にしていただくと、多気町を考えていただくということが、私は大

切だと、こんなふうに思っております。 

そこで、町長にですね、税の効率的活用についての考え方をまずお聞きをし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） これまでも、坂井議員のほうから、工業団地の造成につ

いて、16 億を超える財政調整基金からの活用のことについて、いろいろ言われ

ました。町のほうでも今、一刻も早くその返済に向けて、取り組みをしていこ

うと今考えております。 

ただ、その財政調整基金からの活用につきましては、これは、その活用の当

時につきましても、町政運営や町の財政運営へ支障をきたすような運用の仕方

であってはならん。これは誰でも同じ考えであります。今それによって、前回

も申し上げましたけども、町の運営やそんなんに、支障を及ぼさない範囲で、

今活用させてもらっとる、これはもしそれが例えば前のように銀行借入であり

ますと、多くの利息っていうのを払っていかなければならんていうことになり

ますので、それを避けるためにも、影響を及ぼさない範囲で、お借りをしてい

るということでありますので、これも考え方によっては、今議員おっしゃられ

たように、町民のみなさんに直接負担をかけない、こういう思いでありますの



 53 

で、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 町長のですね、その税の効率的活用っていいますんか、

かたい使い方っていいますんか、それについて私もいろんな多種多様な意見が、

あるいは考え方があると思いますので。否定はいたしません。否定はいたしま

せんけれども、このイギリスのですね、ケインズ博士がこの引用したこのワイ

ズスペンディングって、小池知事が非常に多用されて一躍世の中に広まったわ

けでございますけれども。やはりそういった方らもですね、あらゆるそのかつ

よう方法がある中で、町長はまあそういうお話なりました。私は、これ以前に

質問されて、𠮷田議員も少しそういう方触れられたと思うんですけれども、16

億 7000 万ありましたら、例えば１億円ずつですね、毎年町単事業のそれに予

算を充てると 16 年間充てられると、いうようなことが例えば生じてまいりま

すと、今を生きるものの今この多気町に住んで暮らしておる者がですね、直接

的にいろいろ享受を受けると、あるいは恩恵を受けるということになります。

もちろん、町長の考え方も、あるいは利子を削減するわけですから、それも１

つのかたい使い方だと思いますけれども。 

私は、なぜそういうことを申し上げるかと申し上げますと、事業が、普通の

事業でやれば当然町長の考え方私は優先すると思いますけれども、この公社事

業でやったっていうのは、そもそも公社っていうのは、いわゆる最終いわゆる

終了期間っていうのが、いわ未定の事業を一般的には、公社事業でやるわけで

ございまして、ご案内のように、松阪市の広陽町の中核団地もですね、10 年

20 年計画約しておりますけれども、まだ３区画ぐらい残ってますかな、ほぼ

90％ぐらい埋まったわけでございます。いわゆる当然当初から予算立ての中で

借入金をして、利息を返済をしながらですね、最終的にはその利息を含んだ額

で購入をしていただくと。これがまあ１つの公社の方式ですので、私はそこに

少し一般事業でやるならばですね、今久保町長がお話になられたことが優先を
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されると、これは私も思いますけれども、公社でやったもんですからですね、

それはやっぱり公社のほうでそういう考え方で、ご努力いただいて、早く売却

するということも必要ですけれども、そういう形でやっていただいて、毎年ど

んだけかけですね、他の町単事業、森田課長ちょっと忙しなるかわかりません

けれどもですな、少し増やしていただければ、もっと多気町のいろんな不採択

箇所の、資料にもたくさんございます。あれも、相当採択ができたんかなと。

そんな思いがございますので、そういった考え方もですね、多様な意見を、議

会のいろんなお方も皆それぞれお考えあると思いますし、町民の方にもいろん

な考え方あると思いますけれども、私冒頭に申し上げてますように、これはも

う当然民意で町長になられておるわけですから、当然予算の執行権・調整権は

あるわけでございますので、越権はいりませんけれども、多種多様な意見をお

聞きになってですね、これからのことに当たっていただきたい。こういうよう

に思いますので、その点だけの回答、１つよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 今坂井議員、町長にそういう執行権があるって言われま

したけども、私が勝手にお金があるからと言って使えませんので。 

予算編成といいますのは、これはもう議員もご承知のように、例えば町税が

今年の場合 23 億。それから地方交付税っていうのがだいたい 19 億ちょっとあ

ります。あと、いろんな収入があって、それに見合う支出を予算の中で、例え

ば町単の中でどんだけ、今年は交付税が約１億近く減るので、10％５％減とか

いう形でやってます。それでも、町政運営の中で、やっていかなければならん

事業については、足らん部分について、基金運用っていうのがあります。です

から、いくら基金があっても、むやみやたらに使えませんし、これはもう当た

り前の話でありますので、それをその範囲の中で、今運用を公社のほうで活用

させてもらっとる、ということでありますので、何遍も、今までも多くの議員

さんから、早く公社のほう返すようにというご意見もありますけども、あとの
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議員さんにもありますけども、町政運営や財政運営に支障をきたすような取り

崩しまではいっておりません。何遍も言いますけども、今年の町の事業の予算

の中にも、収入があってそれに見合う支出をさせてもらっとる。どうしても足

らん分を財調基金から１億なり１億 5000 万なり、繰り入れをするということ

になりますので、今議員おっしゃられましたように、どうしても町民の皆さん

の町単事業はいるんで、今年さらに１億円やれと。これやってしまうと、もう

大変な、もう歯止めがきかんっていうことになりますので、久保町政勝手にや

ってしまうということになりますので、やはり、見合う収入があって、見合う

支出をさせてもらうと。今年なんとしても特別に先ほども言いましたように、

農業関係でこんだけお金がいるんで、出さなあかんとか、例えば宮川の大きな

事業があってそれに負担が要るんで、今年１億なり３億なりを出さなあかんと、

いう場合には、財調から取り崩してやるか、起債を借りるかっていうことにな

ります。 

その範囲の中で、「いやこれ、工業団地に多くの貸し付けっていうかやっと

るんで、運用できやん」、これは大変なことになりますので、そんなことにな

らんような範囲で今させてもらってます。あとは議員おっしゃられるように、

これから１日も早く返していきたい、こう思いながら、これも東山議員のとき

にもありましたけども、課長も言いましたけども、私が言ってるのは、あらゆ

る企業さんへ話をして、１社でも早く入ってもらうようにということで取り組

みをさせてもらっております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） お聞かせ願いましたけれども、こういう考え方もあると

いうことも含めてですね、もっとこう弾力的にこう考えていただくというよう

なことも、特に再々くどいようですけれども、公社事業ということにあります

ので、私も財調から貸付預金を一時的に、というような、ちょっと少しいかが

なものかなという思いがありましたんで、質問させていただきました。これは
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もう答弁結構ですので、是非いろんな、広範囲なですね、意見や考え方の中で、

いろいろ判断をして、町政を前に進めていただきたいとこんなふうに思ってお

ります。 

それでは、最後の問題でございますけれども、これ先ほど東山議員も関連し

てお話されましたんで、重複するかわかりませんけれども、工業団地の新たな

課題ということで、工業誘致の質問につきましては、私自身もあるいは多くの

議員もですね、過去に質問をいたしております。 

町長を筆頭に副町長、あるいは担当課、企画課の方中心にですね、皆さん方

が最重要課題として取り組んでいることを聞かせていただきました。また町長

も今ご答弁の中にですね、一刻も早い売却をというようなお話もございました。 

しかし一方でですね、新たな課題も提起を、前議会のときにも提起をされま

した。それは働き手の確保の重要性や困難さ、日本が少子高齢化へ加速させて

いる今こそ、これを満たすことが工場誘致の必須要件に加えられてきました。 

以前では、交通アクセス、高圧電線、工業用水の完備が誘致３条件と言われ

ておりましたけれども、これを満たしている本町にとりまして、新たな課題を

どのように克服していくのか、団地売却がですね、今再々関連したことになり

ますけれども、町財政の命綱、ってちょっと大袈裟かわかりませんけれども、

こういうふうな問題になってきた今ですね、当局の考え方、取り組み方などを

お伺いをしたい、こういうふうに思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） この質問にお答えいたします。 

ご指摘のとおり、交通インフラ、そして特高や工業用水などのエネルギーイ

ンフラ、これもう本当に工業団地の絶対条件。これはもう当然のことでありま

して、あとそれに加えまして、うちの場合は、多気バイオパワーの排熱利用と

いうほかにはない、そういった要件も満たしておりまして、これらは全て完備

しておるという状況でございます。そして、確かにこれらのことは当たり前の
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話でございまして、企業側からは、実際交渉の際には、税の優遇制度であると

か、あと立地奨励金、そしてやはり最近目立ちますのがやっぱり人の確保。こ

れはもう常に出てまいります。「そういったことの行政のフォローはあります

か」、ってそういった話も当然出てまいります。 

最近ですね、もう企業さん向けにですね、通勤可能な例えば就業人口、例え

ばこの辺でしたら、北は津市まで、あと東は伊勢志摩で、とかですね、そうい

う話を示して、一応これぐらいの人口、これぐらいの就業可能者数はあります

ということも、お知らせもしておりますし、あと、この近隣にございます特に

高校の新規採用者などの雇用状況とかですね、あとそういった働き手の確保が

今や本当に当たり前になってきてますので、常にこれは情報発信していると。 

あと、誘致するにあたりまして、うちが取り組みをしておりますのは、多気

工業会っていうんがございますけど、そこと連携いたしまして、ビジネスマッ

チングを開きまして、お互いに顔の知らない企業さん同士が仕事を通じて知り

合ってもらうっていうこともありますけども、昨年、ちょうど津市から南の高

校の進路指導の先生にもですね、この工業会の総会に出てもらいまして、そし

てそこへ立地企業、特に人を希望する企業さんももちろん来てもらって、プレ

ゼンしてもらいました。そういう場で、名刺交換なりいろいろ情報交換してで

すね、実際に本当に、急募をかけてみえました企業さんからは、結構県内の企

業から殺到しまして、おかげさまで定員に満たったと。それは１つ、日新さん

の１つの例なんですけども、そういうようなこともありまして、喜んでいただ

いたという事例もあります。こういったことも含めて、とにかく人ありますと

かありませんというそんな簡単な回答では済まされませんので、いろんな取り

組みをこちらも支援してやっていきますという形で、進めておりますので、言

われたことはもうよく承知しております。そういうわけで、また引き続き一生

懸命やっていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 
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坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 大変厳しい状況の中でですね、いろんなことやっていた

だいておる、お聞かせをいただきました。 

少しそれに要求を追加をするわけでございますけれども、私は先般テレビを

見ておりましてたら、アメリカのいわゆるウィリアム・ペリーっていう国防長

官の談話の話が出ておりまして、その中に、政治をつかさどる者はですね、や

はり前進あるべきやと。いわゆる停滞やら、ましては後退があってはいかんと

いうことで、私はこの久保町長がですね、工業団地実施に踏み切られたってい

う英断っていうのは、非常に私はすばらしいと、私は賛を称したいと、こうい

うふうに思っておりますし、また、いわゆるお金もうけの投資が必要ですから

ですな、将来の税確保にはやはりそういったものが私は個人的にはそういうこ

とが必要やというふうに思っております。ただ、この売却っていうのがですね、

現実的なもんにならんと、それが返すに返ってこん、こういう問題があります

けれども、一定のやっぱり私はそういった前向きに取り組まれているっていう

ことは、私は非常に皆さんからですね、ご信頼受けておられるんであろうとい

うふうに思っておりますし、私もその一端を担うもんとしてですね、そういう

考え方でこれからいろんなことやっていきたいと、こういうふうに思っており

ますけれども。 

そこで、少しお伺いをいたしますけれども、この、今少し触れられました、

これは山際さんが専門家かわかりませんけれども、この地域のですね、松阪か

ら伊勢方面にかけて、いわゆる可能通勤者っていいますんか、働く人のですね、

いわゆるこういったもの、県のどういう部局になるかわかりませんけれども、

いわゆる潜在労働力っていいますんか、この地域の。そういったものやとかで

すね、あるいは高校、今ちょっとお話ありましたけれども、どの程度のエリア

に向いて働きかけを、まあ津から伊勢っていうふうにおっしゃいましたけども、

もっとエリアを広げるとか、あるいはこれが企業がまだ決まらんわけですので、

なかなかその業種によっても多少違うと思いますので、今の時点でなかなかそ
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ういったことも活動は難しいかわかりませんけど、もっと何か東京とかですね、

これからですよ。そういったこともやはり私はやっていくべきではないかなと、

そういうふうなもっと広げていかないとですね、立派な会社があるわけでござ

いますから、是非私はそういうことも必要だというふうに思います。 

それから、もう１つ、注意深く見守っていかないかんっていうのは、実は今

立地を来ていただいとる３社の中にですね、これ私は実は役場退職してから、

プラントメーカー一旦おったということで、そういうまあルートもいろんな情

報がありまして、通産省の補助金をもらっておる会社がありますわね、１社。

あれは５カ年だと聞いております。そうするとそれが終わりますとですね、お

そらくまたどっかへまた変わってくんではないかという、私なりの情報は得と

るんですわ。そういったこともやっぱり考えながらですね、その場所のことや

とか、いろんなことも把握しておられると思いますけれども、そういうことも

ですね、やっぱり含めて、いろいろ考えてかんと、そう簡単にですね、また軽々

にいろんなことを判断して、進めてもらうと、そういうことも出てくる。こう

いうふうに私は考えてられますので、今ちょっとお聞きしました、この地域の

ですね、いわゆる企画課長考える現在いろいろ把握しておられるですね、潜在

労働力っていいますんか、それはどの程度考えておられるんか、それから広範

囲にやはり情報を集めていた相手、それから就職活動やいろんなこともこれか

らまだもっと、東京やとかですね、いろんなとこへ足運んでいただくと、こう

いうことが私は必要やと思っておりますけれども、そこら辺、取り組みどうで

すか、そういう提案は。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 先に申し上げまして、北勢に比べればまだ中南

勢はまだ人はいるとは言われてますけど、決して本当に多い状況ではございま

せん。そんな中で、先ほど言いました工業会との連携もそうなんですけども、

ある財団法人もございまして、例えば、そこにもう属されてる会社で、もうや
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めたい方っていう情報を集めてですね、例えば、こちらへ情報いただける、と

か、そういうとこも、連携して実際はやっております。なかなかですね、遠く

から来ていただけるというようになると、非常に難しいかなと。東京・大阪の

ほうがいいっていう意見がほとんど多ございますし、まずやっぱり地元雇用っ

ていうことで、こちらを中心にして、ここから徐々にエリアを拡大させていき

たいなと。そういう考えでおります。 

あと、先ほど申されましたその実証実験の会社につきましては、ユーグレナ

だと思いますけれども、３年間です。30 年度までとなっておりまして、実際補

助を受けておられます。うちはですね、４年目にはそれなりの今後の方針を出

してくださいってことで、一応交わしてはおります。そういうことで、30 年度

までですからちょうど１年後ぐらいにはですね、ちょっとそれなりの方向でき

ちっと話をしてかなあかんというふうには考えております。とにかくとどまっ

ていただけるように、進めていきたいと思ってます。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

坂井信久君。 

○10 番（坂井 信久） 非常に今の企画課長はですね、そういう企業誘致やとか

いろんな企業の方にもお顔もある、情報も持っておられると思いますんで、あ

りとあらゆる情報網をっていいますんかな、そういうことの中で、できるだけ

早期にですね、１日も早くこの残されております２万 6000 坪の誘致を是非ご

努力いただきたいと。もうこれに尽きるわけでございますので、是非ですね、

当初は３カ年とこういうふうに、目標にと、こういうことおっしゃったことも、

これまた事実ですので、久保町長も私は今期の最優先課題、政策課題やという

ふうに私は考えておられると思います。是非ですね、このことにとにかく傾聴

をしていただかんと、せっかくこれ３期 12 年やっていただくわけですけども、

評価がやっぱり大したもんやと、いうことに最後は是非なっていただきたいと、

こんなふうな思いから、質問いたしました。また、その礎になる下前の筒井君
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はですね、町長の下で、是非その役割をですね、100％発揮して、あなたが在

職中にですね、先ほども定年の話が出ましたけども、是非、佳日を迎えられま

すように、心からお祈り申し上げ、あるいは要望いたしまして、私の質問を終

わります。 

以上です。ありがとうございました。 

○議長（西村 茂） 以上で、坂井信久君の一般質問は終わります。 

これで、午後１時まで昼食のため休憩といたします。 

（ 11 時 43 分 ） 

 

（ 13 時 00 分 ） 

（６番 中野 正宣 議員） 

○議長（西村 茂） それでは、午前中に引き続きまして、会議を再開をいたし

ます。 

それでは４番目の質問者、中野正宣君の質問に入ります。 

６番、中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） それでは、４番目の質問者、中野正宣でございます。議

長の許可をいただき一般質問に入らせていただきます。 

まずは、町長再選おめでとうございます。４年間ひとつしっかりとお願いし

たいと思っております。 

本日は、１問１答方式で、３つの項目について、町長の政策目標などについ

てお尋ねしたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

企業誘致、働く場の確保などで、町の活性化をはかると町長は「ええまちづ

くり」の目標として書いていただいております。 

町長の肝いりで平成 25 年より始まった工業団地事業は、現在９割以上が未

販売となっております。当初の答弁では、３年で販売するとの話でありました。 

また、整地をしておかなければ企業は来ない、だから整地をするのだという、

企画課長の話もございました。それを受け、議員のほうは一部反対もありまし
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たが、承認となり工業団地事業が始まったとこでございます。 

新聞報道によると、隣の市には企業が多く立地している話を新聞で見せてい

ただいております。町には今のところ、２社と先ほども話ありましたユーグレ

ナの貸地で、３件があるわけでございますが、今までの誘致活動には問題はな

かったのか。 

また、この地域には労働人口が極端に少ない。そんな中、今までの方法で誘

致は難しいのではないか、と危惧しております。今後の取り組みについて、ど

のような方法で進めていくのか。 

また、今までにシャープさんがずっと立地されております。かなりの年月が

経過しております。働く場の確保とともに定住者っていうのが必要でございま

すが、町内在住者で正社員はどのぐらいみえるのか。また、町の活性化のため

には定住人口の増が欠かせません。シャープさんにおいて、町内への家族と転

入された定住者どれほどあるのか、お尋ねしたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） それでは私のほうから、お答えをさせていただきます。 

企業誘致につきましては、私の第１番のスローガン、キャッチフレーズにも

掲げております。シャープさんの今おっしゃられましたその働いてみえる人と

かそんなんは、わかりません。シャープさんのほうから、示されてきませんの

で。それはちょっとおこたえはできませんが、企業誘致につきましては、隣の

町のこととか言われましたけども、町としては、そんなに多気町、近隣の市町

に比べまして、立地件数が少ないという、私は思いではおりません。それと労

働人口につきましては、私の政策目標の一番に掲げておりますのは、多気町か

らまた、近隣の市町から、若者が東京や大阪や名古屋へ行かなくてもええよう

に、この近くで働けるように、ということで、取り組みをさせてもらっており

ます。 
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それと、シャープ立地のときにもそうでありましたが、当時の総務部長のほ

うから、「多気町で働く人の手当はどうですか」って言われましたので、「私の

ような小さな町では無理です」と言いました。「全国規模で集めてください」

ということを申し上げました。それであそこに 450 人の独身寮が２棟を建って

おります。今回も同じように、できるだけ働いてきてもらいやすいような、ネ

ームバリューのあるような、企業さん誘致に今一生懸命取り組みをしておりま

す。先の議員さんの質問にもありましたように、ベンチャー企業も含めて、優

秀な優良な企業さんを誘致をしていきたいということで、昨年も 24 ほどの企

業さん、それから金融機関、それからゼネコンさん、こういうところを回らせ

ていただきました。これからも、鋭意頑張って行きたいと、こう思ってますの

で、また議員のほうからも、いい企業さんありましたら、ご紹介もいただけれ

ばありがたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） シャープの人はわからないと、私の近くでもあまりその

シャープへ勤めた人が永住されたっていうのは、聞いたことがございません。

例え多気町の中に企業ができても、本当に出てくれるんかどうか。そいで労働

人口について、町内で本当に失業してみえる、また働きたいという人が、申し

入れはたくさんあるのかどうか。その辺は、どのように分析してみえるのか、

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 今私のほうで、失業者とかそういう把握は残念ながらし

ておりません。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 
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○６番（中野 正宣） 労働人口についてはどうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 対象何歳からっていうことかどうかわかりませんけども、

今の私の頭の中の数字では、だいたい 40％ぐらいかなと思っております。細か

く分析した中ではありません。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） それから先ほどありました、いままでの誘致方法でよか

ったのか。これからほかに対策を考えてみえるのか。先ほどもお話出ましたよ

うに、相当すごいお金が出ておりまして、国からの補助金のないまま、財政調

整基金まで出して、工業団地をして、一般的には、５年を過ぎると塩漬け土地

と言われるように聞いております。これが 10 年 15 年になってくると、非常に

心配でございますので、今まで取り組んだ方法でよかったのか、他にまた違う

方法があるのか、その辺の意気込みについてお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 企業誘致につきましては、私の頭の中にあんのは、２つ

しかないと思ってます。１つのだけは別ですけども、１つはオーダーメイド方

式。これはシャープでやったんです。もう１つはレディメイド方式といいまし

て、もう既製品、今のがそうであります。企業さんが決まってないのに、うち

で団地を造成して、売り込みに行くと。シャープのようにオーダーメイドで、

「俺とこが資金を出すからこんな用地をつくってくれ」っていうのであれば、

今議員おっしゃられたように、町のほうは特別会計で期限切ってやりますけど

も、今のように、企業さんが決まってないので、レディメイドということで、

既製品をつくって、誘致をしていくと。あと、もう１つは、民間がやってくれ

る、ということがありますけども、多気町の位置では、なかなか民間のほうで
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工業団地つくってくれというのはなかなか踏み切りにくい部分があると思い

ます。町のほうでは企業立地奨励金や、それからこの辺は半島振興法っていう

有利なやつがありますんや、以前シャープのときは、税の優遇措置がありまし

て、農村地域工業導入法っていうのがあって、３年間税の免除というのがあり

ました。いろんな手法でこういう辺地のところについては国からの支援があっ

たり、それからいろんな手法で取り組みをさせてもらっております。何遍も言

いますけども、一生懸命いい企業さん、これまでの議員さんの中にもありまし

たけども、いい企業さんを誘致をしてくる。ということで、いままでも、お答

えをさせてもらっとる中には、「一括で買いたい」「２万 6000 坪全部ほしい」

っていう企業さんもありました。でもそれは中身を検討させてもらって、その

企業さんに来ていただいて多気町はええかどうかを、やっぱりこれは我々は判

断をして、よければ２万 6000 坪もう既に完売できとったかもわかりませんけ

ども、あとに問題が残る可能性もありましたので、お断りをしました。そうい

う段階で、こう経て現在に至っております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） ありがとうございます。企業誘致につきましては、是非

４年間の間に、ありますので、企画課長も退職するまでに、先ほどもありまし

たが、是非、結果を出していただきたい。塩漬けにならんように、１番にかけ

ていただいております、今もう本当にＩＴの企業とか、本当に大変な状態にな

ってきておりますので、非常に難しいと思いますが、是非とも、町民の付託に

応えられて、町長この現職の４年間の間に、あるいは企画課長も多気町におっ

てもらう間に、割と出てしまうと、もう責任ないようなことで、誰もこの議会

が承認したことにつきましては、責任を取る必要がございませんので、是非と

もその意気込みをですな、もう一遍、４年間でやりきるというぐらいの意気込

みだけ聞かせていただいたら、非常にありがたいです。 
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ちょっと答弁求めます。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） ４年間でやりきるという気持ちは中野議員以上にありま

す。今も、先日も、近くのある企業さんですけども、もう一度、牽制球放りに

行けということを言ってますし、来月やったかな、来週かな、またその企業さ

んへも行きます。くどいように行くつもりでおります。頑張ります。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） 強い決意等聞かせていただき、この質問終わらせていた

だき、是非とも町長も企画課長もよろしくお願いしたいと思います。 

次に、複合リゾート施設アクアイグニス、大変期待しているところでござい

ますが、伊勢道からのスマートインターや施設内への町道設置の話を聞く。予

算書の中にも、１億円とか、町道の取得費用が含まれとるということで、あり

ますが、財政負担はどのぐらいを見込んでみえるのか。また、今後もそれ以上

に、出していくのか、聞かせていただきたい。 

また、このアクアイグニスができることによって、多気町は活性化をできる

のか、どのように考えてるのか。スペイン村の旧磯部町や長島温泉の旧長島町

の方々に聞くと、あんまりいい話が聞かれないような気がします。それで、磯

部町の方に聞いても、そんなにないよと。いうようなことを聞かせていただく

わけでございますが、町長や企画課長としては、多気町の活性化はどのように

考えてみえるのか、それについてもお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） どれぐらいの現在までお金を投入しとるかということで、

これまで、水質の調査やそれから用水供給のことやら、そんなことを含めて

2,700 万ほどの調査費は出しております。 
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今回、スマートインター直結につきましては、これは企業立地奨励金と見合

うような額で、１億円というのを町のほうでは計画を、道路の工事について負

担をするということで、協力をしていこうということで、取り組んでおります。

あそこの投資額っていうのは、あそこに入っとる合同会社ですので、それぞれ

の事業者さんがやられるんとは別にして、アクアさんのほうで約 100 億ぐらい

かな、アクアさん単独でいくとそのぐらいですけども、それぐらいの投資をし

ていただいておりますので、「５億円以上の投資については」っていう製造業

関係は内容がありますので、そういう取り組みをさせてもらっております。 

それから、多気町として、これからどんな活性化っていうか、そんなんがあ

るかっていうことですけども、私は、隣の町も含めて、よく新聞等でも私は、

発言をさせてもらっておるのは、ここからできるだけ南の地域の市や町の協力

を得ながら、中南勢地域の活性化につながるように、っていうことで、多気町

だけで活性化していくということは考えておりませんで、みんなの、この辺の

周辺市町の応援をしてもらいながら、取り組んでいきたい。 

それは何かっていうと、例えば、産直市場である、それから、人の要するに

従業員のそこへの定着であるとか、それから、この地域のいろんな意味で波及

効果も含めて、そういうことを考えております。 

今、長島温泉やスペイン村のことを申されました。確かに、観光、それから

商業関係は厳しい部分があると思います。それでも、何もせずにやるよりも、

やっぱり、前向きに取り組んでいくということが僕は大切かと思います。あの

まま山のままでは、どうしようもない。以前あそこはゴルフ場の計画があった

んですけども、今ゴルフ場でよかったかっていうと、そうでもないと思います。 

税収につきましては、やはり税収を上げようとしたら、製造業でないと難し

い。これは何でかっていうと、特に固定資産税の償却部分がぐっと入ってきま

すので、今大手企業さんの分でも、会社の状況そのものはむちゃくちゃよくな

いけども、町としては、かなりの償却資産が入ってきとる。これはもうご承知

やと思いますけど。商業施設については、非常に少ない。税はありませんけど
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も、多くの人がそこへ来ていただく、これがやはり町のにぎわいっていうか、

活性化にもつながると思います。 

特に、アクアさんの関係につきましては、インバウンド、外国からの人も、

特にかなりの部分は目標にしてみえます。それは何かと言いますと、スペイン

のサンセバスティアンであり、これからまたイタリアの食の科学大学、こうい

うところの誘致、そんなことも含めて、取り組んでいきたいということで、今

までにない、商業施設・観光施設の取り組みをしていきたいということで、い

つかの時点で、「やってよかったな」ってなるか、「かなり厳しいな」っていう

ことになるか、これはお互いに協力をしてやっていきたいと、こう思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） まあ私も期待するところでございますが、新聞報道によ

ると、600 万人、年間おみえになるとか、800 万人みえるとかいう話は、町と

して、思ってみえるのか、ちょっと聞かせていただけますか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） その部分については、事業者さんの計画の中身ですので、

私のほうでどうこうは差し控えさせていただきます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） じゃあわかりました。新聞報道によりますと、600 万人

というような話を聞かせていただきました。600 万人で、それでインターがで

すね、伊勢のほうからアクアへ入るんだという話で、スマートをつくる１億円

を先ほど言われましたように。その代わり、このインターは名古屋へ行きませ

んよという話でございました。それで、最終的にはその方々は、いわゆる現在

農業屋の前あたりからおりて、またインターへ乗っていただかんならんという
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ようなことを聞かせていただいた。それでよろしかったんでしょうか。 

それで、そうしますと、私さっきちょっと計算をしたんですけども、600 万

人とすると、300 万台ぐらいの車が入ってくるんかなと、年間に。そうすると

１分間に、だいたい 18 台ぐらいおりてく車、先ほど言いましたように、伊勢

からの車は入ってくるだけ、それから、尾鷲からおみえになる方は農業屋の前

から入ってくる。出てくのはどこかっていうたら、その農業屋の前のところの

交差点から出てくんだということで、本当に現実として、非常に厳しいんでは

ないかな、一遍行ったら、１分間に 10 以上ですか、出やんならんっていうよ

うなことになりましたら、すっごい勢いで渋滞が起こるような気がするわけな

んです。その 600 万人は、事業者のことだから、よう想定はせんということで

ありましたら、どのぐらいに思ってみえるんか、それでできるんかどうか、１

億円も出して、その伊勢から来るのだけを入れて、アクアから名古屋の高速へ

は乗れませんよと。勢和多気インターを通ってからしか乗れませんよというこ

とになるということでございますが、農業屋の前の信号、側道からの信号でご

ざいますんで、それを本当に可能なんかどうか。どのような読みをしてみえる

のか、補助金を出す限りは少しその辺について、お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） スマートインターにつきましては、先ほど申さ

れましたように、伊勢方面から入るだけ。そこからまた帰ってく車はですね、

これあくまで、民間施設直結スマートインターってことで、全国第１号のお墨

付きをいただいたんですけども、そこまでこういうインターをつくりますよと

事業者からの発になるんですよ、もとは。それをもって、町経由で、国へ上げ

たっていうことで、民間事業者としては、その必要はないという判断のもとに

一応そういうふうな形になったんが１つです。それと、ちょうどあの辺はです

ね、大きな切土ののり面のところでして、当時の高速道路工事のときも、かな

りの岩が出てきて、非常に工事費が高いという１つの判断材料があったようで
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す。ということもあって、民間事業者としては、もう帰りのオンランプはよう

つくらない、という判断になったようでございます。 

それとですね、というわけで、農業屋と言われましたけども、実際はちょう

どやなぎ葬祭の前ぐらいですわ。Ｔ字路になりますのが。ですから、帰りのお

客さんは全てそこから出ていかれる。そしてそこは当然信号機できますけども、

そこから出た車は、次の、今既存の勢和多気インターの交差点、約 350 メータ

ーぐらいあるんですけど、その間まあほとんどずっともう右折ラインができて、

極端な話、これで右折を待って行くような形の、おおむね３車線になります、

あの間は。今２車線ですよね、上下だけの。それが３車線になるっていう形に

なっておりまして、これなので、台数はですね、一応あそこ大規模店舗ができ

ますので、大規模店舗立地法っていう、そういう法律に基づいて、１日平均こ

れぐらいの車が来ます。これぐらいの台数です。そういったものに基づいて、

結果的にはそれが 600 万になったというとこもありますし、それらを逆算して

きて台数計算をして、これぐらいの交通量が発生するとかですね、そういうこ

とで、信号交差点も、多少はですね、例えば、左折の信号機がついたり、いろ

んなことはもちろんされます。少しはけてけるようには当然されますけど、そ

れでも計算上問題ないっていうことで、一応出されましたので、これが町のほ

うでですね、そんなんではいかんという話にはなりませんので、これで基づい

て、国土交通省、そして松阪警察署も皆クリアしている話ですので、心配ない

んではなかろうかと思っておりますけども、どこでも商業施設オープン当初は

かなり混みます。それのことは確かに懸念としては思っておるんは事実でござ

います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） 本当に 600 万人の人を受け入れよと思うと 300 万台ぐら

いは入ってくると、年間。それをずっと割ってくとすごい、それも開閉しとる
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んは 10 時間ぐらいですよと。そんな 24 時間も動くっていうのはないわけでご

ざいますが、非常にその伏線の中へ入ってって、伏線の出口は１カ所ですよ、

それも側道からの出口ですよ、っていうことでございますので、是非課長これ

はアクアさんにも、せっかく１億円も出すんであれば、そういうところもご提

案申し上げていただきたいということが１つと、もう１つは、五桂の前の道路

ですな、五桂新田のほうへ行けるような道路も早期に提案をして、そのぐらい

せんと、本当にあとあと大変になるんかなと。それをしていただくと、五桂の

ほうへも抜ける方法も是非ご提案申し上げていただきたいと思っております。 

私は、実を言うと、多気町の活性化には、五桂新田からふるさと村の前を通

って、多気のサービスエリアからスマートをつけて、それで、っていう方法を

したらどうかなと。それすると、多気町も非常に活性化するし、多気の方々、

あるいは成川、相鹿瀬の方々にしても、多気町の中の人でも、インターから乗

れるような気がしますんで、またその辺も是非ご提案申し上げて、町でできる、

あるいは県でお願いせんならんところはやってですな、五桂新田へ出られるよ

うに、はかっていただきたいと思いますが、その辺については、全然お考えは

ないということですか。ちょっとお聞かせください。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） おっしゃるのは、中へできます町道の東側への

延伸工事のことやと思います。これ、もう前からいろいろ懸念しましてですね、

これまでも議会の一般質問でもお答えしたことあるんですけども、建設課長に

もずいぶん骨折ってもらってですね、農林事業であるとか、県道事業であると

か、あと国の補助事業、町道事業として、いろんな角度で、今も実際調べてお

るんですけど、なかなかいい事業がございません。ただ、これ本当に必ず必要

やとはいうふうに認識しております。せっかくみえたお客さんが、やっぱりそ

れを使って多気町へおりていただく。これ非常に大事なことやと思っておりま

すし、その先にはふるさと村もございます。そういうわけで、この先もですね、
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とにかくまだ新しい事業でも出てきましたら、なんとか乗せるべく、方向でや

って、とにかく進めていきたいていうふうに考えております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） ありがとうございます。是非とも、その五桂新田のあた

りに出る道を提案申し上げ、企業さんがすることではございますと思いますけ

ど、せっかく 600 万人もおみえになる人を、そのまま農業屋の前から帰らすこ

ともないし、多気町の活性には絶対必要でございますので、町長は南伊勢活性

化と言うてみえまして、協議会長みたいなこと言うてみえますが、私らは、多

気町民が一番大事でございますし、多気町民の方々が幸せになってくためにそ

ういう事業については、是非とも理解したいと思っております。是非とも何か

の事業を講じていただきまして、五桂新田へ入れるような道路をつくっていた

だき、また、県へは要望していただき、五桂池ふるさと村、あるいは動物園、

あるいは高校生レストランが本当に栄えるように、是非ともお願いしたいと思

っておりますんで、これはもう答弁は必要ございませんので、是非とも、多気

町民のためによろしくお願いしたいと思います。 

次に、③番目でございますが、平成 36 年の小学校統合、多気地域の保育園

の統合を、町長は公約でも掲げてみえます。どのような工程でいくのか、考え

てみえるのか。またお聞かせください。 

それから、中学校の新築、武道館新築、もう徐々に徐々に進んできておるわ

けでございますが、はじめがちょっとわからんもんで、町議会には説明した、

あるいは組合議会には説明した、とこのように聞かせていただいておりますが、

当初、１年半ぐらい前ですか、多気中学校と勢和中、統合のときには、町長は、

統合がなければ新築しないというのが一番最初の話だったと思っております。

その後、多気中学校・勢和中学校統合しないということが結論出ました。その

後、今年、去年になってから、中学校の新築問題が出てまいりました。それで、

議会や学校組合には説明されたと思うんですが、私は、29 年の３月にいただい
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た公共施設総合管理計画というのがあるわけでございますが、その中には、検

討するというふうな内容でありまして、出していただいた、この多気町「公共

施設等総合管理計画」という中には、その中には長寿命化をすれば 20 年ぐら

い延びるであろうということもここに書かれておりまして、その中で、長寿命

化を実施した場合は、更新については 20 年の耐用年数を延長はかりたいとい

うようなことも書かれておりまして、それから多気中学校については、「一部

事務組合の多気中学校については、他校に比べ老朽化が進んでいる」と。「町

の所有地でないため、組合市町村の松阪市と協議の上、今後の施設更新につい

ては、検討していきます」と。町長の嫌いな「検討」っていう言葉がこれには

いっぱい載っとるんです。 

そんな中で、中学校が新築されたということでございますので、少しそのこ

とについても、どのような経緯で進んできたのか、教えていただければと思い

ます。 

２つの件について、小学校統合、多気地域の保育園はどの工程で進まれるの

かということと、それから新築になった経緯について、少し町民の方からも質

問いただいておりますんで、もう少し町民の方にもわかりやすいように、ちょ

っとなぜ中学校は新築しなければならないのかということについて、町民にわ

かるようにしてください。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 小学校の統合につきましては、平成 26 年度から 10 年間

という思いで、平成 36 年頃をめどに統合について、これから進めさせていた

だきます。この大きな要因といいますのは、少子化、子供の数の、言うたら激

減でありまして、ちょっと資料の中には 29 年度で相可小、佐奈小、津田小、

外城田小で 585 人。これが 39 年度になりますと、364 っていう数値が、推計で

すけども、示されております。こういうことから小学校の統合。それはいろん

な要因がありまして、子供の数のことやら、プールの問題やら、これも中野議



 74 

員も十分ご承知やと思います。そんなことから、１つにやらなければ、という

ことで、これはもう子供の安心安全のためにも、そういう取り組みをというこ

とで、これも、十分僕は理解をしていただいておると思います。 

それから中学校につきましては、もう今から説明は割愛をさせていただきま

す。もうすでに、建築を新しく建てるっていうことで、もう取り組んで、去年

もそういう話で進んでおりますので。今から話戻す、私は考えはありませんの

で。今中学校はこれから建てかえをしていく設計に入っている。もういよいよ

来年には、着工っていうことになりますので、今その議論は控えさせていただ

きたいと思います。 

それから、保育園の統合につきましては、これはまだこれから、今年度、30

年度ですな、これから説明に回らせてもらいたいと思います。なぜそんなこと

をやるかっていうと、もう現場のほうが、悲鳴を上げてきております。もうご

承知のように、正職員それから非常勤の職員が 40 人を超えてきておりまして、

先般も前川議員、おみえになりますけども、そういう統合は賛成なんやってい

う方も多くありました。今ちょっと考え方やそんなんが変わってきてみえます。

これは、ただ全部の方ではないんで、これから、皆さんに説明をさせてもらっ

て、現状を話させてもらって、説明をしていきたいということで、いつの時点

ということでは、まだ確定はしておりませんけども、今年は、30 年度、説明に

回らせてもらおかなと思っております。 

それから、多気中の第２体育館、それから武道館につきましては、これから

組合議会、また町のほうへも諮っていきたいとこう思ってますのでよろしくお

願いします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） 本当は聞きたかったんですけど、もう進んでるから割愛

するという中学校のでございますが、まあ老朽化っていうことなら、わかるん

ですけども、公共施設は検討してくって書いてあるのに、もうできあがってる
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のにちょっと一部の住民の方から、ちょっと聞いといてくれということでござ

いまして、耐震もし、20 年ぐらい延びるんではないかと思ってみえる方もおみ

えでございましたので、できたら古くなったからだと、あるいはほかの理由が

あるならほかの理由があるからと、一旦新築はしないというような中から出た

ことでございましたので、本当は聞かせていただいて町長が答えにくいという

ことであれば、もう結構です。 

それから、保育園については、是非とも本当に困ってみえるところがあると

いうことでございますし、小学校も、複式になるというようにも聞いておりま

す。是非とも 36 年には小学校も開講できるように、お願いしたいと思ってお

りますし、それに向けて準備を進めていただきたいと思っておりますので、本

当に 36 年にできるんかどうか、やるつもりでこれの決意もちょっと聞かせて

いただければと思っております。 

○議長（西村 茂） 要望ですか。 

当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 決意をって言われましたんで、これから、ただ保育所よ

りも、小学校のほうがこれから地元協議をしてくのに、まだこれまで教育委員

会でやっていただいたんは、課題の整理やら、それから視察に行っていただい

たり、こんなことをしてもろとるんですな。こうやってもらっとるんですけど

も、それから、これから具体的に各小学校区へ入っていきますので、これは、

多くの皆さんとの協議が必要になってきますので、ちょっと時間がかかります

けども、できるだけ私は子供たちのために、取り組んでいきたい。これまでも

いろんな議員さんから、地区が疲弊するとかそんなんもありましたので、その

辺の調整もこれからやっていかなければならん、非常に難しい問題もあります

けども、子供たちのためには、私は以前から言っておりますように、１つにし

たほうがいいそういう思いでありますので、36 年できるように頑張っていきま

す。 
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○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） 36 年にするつもりでやるということでございますので、

是非とも、１校ということで、先ほど言われましたが、１校ということで、町

長は今思ってみえるっていうことでよろしいんですか。その方向で進んでくっ

ていうことでよろしいんですか。 

はい、ありがとうございます。 

保育園につきましては、どのぐらいのめどでやられるということでございま

すか。 

それからもう一つが、児童数が減ってきたということでありましたけども、

民間保育園が建てたために、保育園の人数が減ったっていうことではないんで

すか。そのために、そういうような佐奈保育所とか外城田保育所の園児数が減

ったということではないということでよろしいですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） 民間保育園ができたで、うちの公営の保育所の

職員が減ったっていうことはございません。今年にしても、新採の保育所の方

も、たくさんこちらへ受けにきてもろておる状態でございます。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

中野正宣君。 

○６番（中野 正宣） 民間保育園ができたもんで、統合せんならんっていうの

では非常にかわいそうでございますので、それを聞かせてもろて安心しており

ます。今後少子化というのは当然くるわけでございますが、是非とも、良い保

育園を早い機会につくっていただき、先ほど言われましたように、多気町内へ

住める子育て支援が三重県一であるように、お願いしたいと思っております。

答弁は結構です。 
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これで質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（西村 茂） 以上で、中野正宣君の一般質問は終わります。 

 

（５番 山際 照男 議員） 

○議長（西村 茂） それでは５番目の質問者、山際照男君の質問に入ります。 

５番、山際照男君。 

○５番（山際 照男） ５番山際でございます。議長の許可を得ましたので、私

は４項目質問させていただきます。アクアイグニス多気、仮称でございますが、

について。医食同源について。それから６次産業化について。それから公会計

についての４項目を１問１答方式で質問をいたしますので、どうぞよろしくそ

れぞれ町長並びに担当課長の答弁をよろしくお願いいたします。 

それでは１項目目、仮称、アクアイグニス多気についての質問をいたします。 

新年にアクアイグニス社長の立花哲也氏の複合健康リゾート施設「アクアイ

グニス多気」の構想を拝聴しました。私は、立花哲也社長の初めて顔を見まし

たし、新聞では拝見をさせていただいてましたけども、初めて顔を見させてい

ただきましたけども。その中で、産・官・学連携で地域創生の未来をつくって

いくんだというような考えのもとで、ホテル、温浴施設、レストラン、スイー

ツ、産直市場など、どのような施設ができるのかと思っただけでも、私はパラ

ダイスのような感じを受けました。ご承知のように、アクアイグニス多気はで

すね、イオンタウン、ロート製薬、アクアイグニス、それからファーストブラ

ザーズ（株）の合同会社が主体企業となり、予定では 2018 年３月ごろ工事開

始、2020 年４月中にオープン予定と立花社長は説明されました。また、この事

業は、行政と連携で事業を進めるという方針であると言及されました。そこで、

町民もこのプロジェクトに対しては、非常に関心を持っています。そのことか

ら次の項目についてお伺いいたします。 

まずは①点目でございます。 

平成 30 年度からのアクションプランでは、30 年度スマートインター設置補
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助金１億円が予定されています。そこで、現在まで関連事業に要した費用をお

伺いいたします。 

先ほど、私の質問にはいろいろと前の議員から一緒のような、触れる質問も

ございますが、そこら辺はまた町民の方に丁寧に説明ができるように、もう一

度お願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） このご質問ですが、先ほど町長も答弁申し上げ

ましたように、これまでに使った経費は、約 2,700 万円ほどとなっております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 2,700 万と今後１億円というような、先ほども話がござ

いましたけども、１億円についてですね、質問したいんですけども、30 年度予

算で計上されております。この補助金は、概算払いなんですか、精算払いなん

ですか。奨励金に合ったような、補助金だということなんですけども、ここら

辺はどうなんですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 民間施設直結スマートインターの民間事業者が

投資される部分についての、町としては一括の支払金と考えております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 普通は補助金っていうのはですね、基本的には後払いな

んでしょうね。これ、補助金、私多気町のその規則とかいろんなあれを見させ

てもらったんですけども、補助金規定っていうのがないんですね。奨励金の部

分はその促進導入条例かな、そういうところでは、奨励金っていうのが出てお
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るですけども、補助金っていう部分が出てない。本来ですね、補助金の交付ス

ケジュールっていうのは、要するに、補助金申請をして、交付決定して、補助

金を交付しますっていう通知を出して、それで事業が済んでから事業報告して

もらうと。それを精査して、検査して、その報告、いわゆる検査して確定する

と。確定通知書を出すんですけども、それで確定されて初めて請求書が出てく

ると、いう交付スケジュールじゃないんかなというふうには思うんですけども。

どうも、その前払いっていうのがどうも、概算払いっていうんか、その奨励金

に合うような形で、出すんだというようなことなんですけども、そこら辺がち

ょっと私は疑問があるんですよ。 

補助金っていうことであれば、そういうような交付スケジュールに基づいて、

やらなければ、補助金適正化法かなんかに抵触するんじゃないですか。そこら

辺はどうですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） このインター工事の流れとしまして、今後もち

ろん民間事業者からももちろん資金は出されますけども、最終的にはネクスコ

が受託という形で、中日本高速が工事をやることになります。これが来年度後

半ぐらいからかなというふうには考えております。 

そんな中で、確かに町としましては、あくまで奨励、民間事業者がそんだけ

を負担をしてもらうことについての、企業立地奨励金ではないんですけど、そ

ういった旨の意味合いも含めた補助金という意味合いを考えております。それ

でこの前全協のときにも補助金の交付要綱、スマートインターの、添付させて

いただいたと思いますけど、そのような形で考えておりますのでご理解願いた

いと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 中日本高速へ、今は株式会社ですけれども、あそこはみ
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なし公務員ですから、いわゆる国からの外郭団体っていうんか、そこら辺への

補助金っていうのもどうかなという気はするんですよ。純民間ではないですか

ら、あそこはみなし公務員ですから。そこら辺の部分がちょっと疑問になるん

ですが、概算払いっていうことで、位置付けるっていうことであれば、まあま

あそこら辺はどうかなっていう気はします。ただ、補助金の性質としては、精

算払いではないんかなというふうに私は思います。 

このアクアイグニスは別格なんかなというような、町長の特権で払われるっ

ていう部分もあるんかなっていう気はするんですけども、奨励金的な要素が強

いっていう部分があるんですけども、まあ奨励金もいろいろと条例なり要綱な

りがありますけども、その都度その都度変えりゃいいんで、まま弾力的な者は

持っておるんで、私はそんな強く申しませんけども、そのスマートインターへ

１億円という連結許可が出て、工事が始まるんでしょうけども、そこら辺がち

ょっと聞きたかったもんですから、質問いたしました。 

まだ、私は疑問を持っとるんですよ、実際のところ。その補助金と奨励金と

の違いっていうのをちょっと教えていただけませんか、 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 補助金と奨励金の大きな意味合い、違いは、実

際ございません。これにつきましては、それともう１点訂正なんですけど、ち

ょっと補助金の支払い先がですね、ネクスコ中日本っておっしゃいましたけど、

あくまで合同会社です。合同会社へお支払いします。そしてこのスマートイン

ターはもちろん、そのアクアイグニス多気の施設のためでもありますけども、

連絡する道路が町道になりますので、その町道を伝って、国道へおりていろん

なとこ行けますので、そういう今後の多気町の活性化のためのインターチェン

ジでもあるということで、そういう意味合いもあって、これをつくっていただ

く事業者側のほうへお支払いするというものでございます。 

以上です。 
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○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） １つ会計規則にしたがって、きちっとやっていただけれ

ばいいんで、よろしくお願いしたいと思います。 

次、②点目に入ります。 

立花社長から聞いた話を私は質問するわけでございますけども、料理に使う

食材、いわゆるオーガニックで有機ＪＡＳ取得のものを使うんだというような

こともお聞きしました。薬草のですね、生産、いわゆる生産者の取りまとめ、

それでこれは町に依頼したいということがありました。依頼されることが多く

あると思います。その大量需要に対して町内で供給ができるのかどうか、それ

が問題だと思います。特に、これも問題なんですけども、特に多気産の米を使

ってみりんを製造するということを言われました。これはもち米が年間 10 ト

ン必要であると言われております。さらに多気産に限るとですね、地元の生産

者ということにから、ここら辺はそのオーガニック米というようなことでござ

いますし、すぐの調達は不可能かなという考えもできます。そこでそれぞれの

需要に対しての町内の供給体制について、町の考えをお伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） それでは私のほうからですね、ただいまの山際議

員のご質問に対してお答えをさせていただきます。 

アクアイグニスへのですね、農産物の供給につきましてはですね、レストラ

ン等で使う有機農産物を中心としたものとですね、それから直売所で販売をす

る有機も一般も含めた農産物ということで、二つに大きく分かれるというふう

には考えています。 

先日２月 28 日の日にですね、町内の生産者の方を対象とした説明会等を開

催をさせていただきました。その際はアクアイグニス側からもですね、出席を

いただきまして、事業の説明等を行っていただきました。そのときにですね、
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エントリーシートという形ではございましたが、アンケートを取らせてはいた

だいております。そのアンケート結果に基づいてですね、今後きょうきゅうの

ことにつきましてはですね、アクアイグニス側との協議を進めるという予定で

ございますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） ２月 28 日にアクアイグニス参加のもと、説明会が行わ

れたということでございますが、この参加要請っていうんか、説明会がありま

すよという案内っていうのは、どういうところへ出されたんですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） 町内の販売を中心にしとるということを考えまし

て、認定農家、それから新規就農者、それから集落営農のほうに案内のほうを

させていただいております。あと、有機農業をしてみえるような、これは町が

把握している方ですが、こちらの方は、後日私っていうか農林商工課のほうか

ら説明をさせていただいております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） ちょっと聞き漏らしたかもわかりませんけども、営農組

合へはそういう案内へは出されてないんですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） 集落組織、14 組織ですか、に出しています。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 米はわかりますけども、薬草はどうですか。薬草の栽培

っていう部分。 



 83 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） 現在ですね、その薬草と言われるもの、いろんな

ものがあるとは思いますが、そういうものを主産にされてですね、栽培されて

いる農家さんっていうのはですね、町内にはほとんどみえないというふうには

思います。具体的にどのようなものをですね、アクアイグニスのほうがようぼ

うされるのかっていうことも含めまして、今後の協議とそれからそれに基づい

た生産者との協議というようなことになると思っております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 立花社長の話ではですね、ずいぶん薬草も使うと。温浴

施設で使用するというような話がございました。そのときに行政に薬草の生産

者の取りまとめをしていただくんだというような考え方もお聞きしたわけで

ございます。 

あとの質問の中にもあるんですけど、以前私どもが視察した福井県の高浜町

っていうところでですね、いろいろとお聞きしたところでは、その耕作放棄地

や遊休地に薬草を植えるというような話もあったわけです。薬草やヤクギ、ヤ

クボクっていうんかクスリギっていうんか、あれですけども、定植させて、薬

草を生産したと聞きました。 

生薬はですね、その草とか根とか木とか皮っていう素材をするんが多いんで

すよね。生薬をそのいわゆる「キグスリ」と「キのクスリ」っていう、薬屋を

昔は「キグスリ屋、キグスリ屋」って言うとったんですけども、そういう「キ

グスリ」と呼ぶことがあるわけです。 

私は、薬草をですね、その地域に割り当てて、「一字一薬草」っていうんか、

そういうような生産を進めてはいかがかなというふうに思うわけです。 

高齢者でも、最適な耕作できるんじゃないかなという、高齢者をいきいきさ

せるためっていうんか、まあそういうようなですね、その作業っていうんか、
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ことをやれば、どうかなっていうふうに提案したいんですが、その考え方はい

かがでございますか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） 議員おっしゃるとおりでですね、現在波多瀬の元

丈の館のほうで、足湯のほうに薬草は使っておりますが、それも特別に栽培し

ているというようなものはほとんどなくてですね、地域の方が地に生えとるも

のを採取をされて、持ってみえるものがほとんどでございまして、波多瀬のほ

うには一度、そういう薬草を欲しいっていうことで、薬品会社のほうからです

ね、そういう提案もあったということで、ただ、そのときにご要望された薬草

等につきましては、大変生産の管理が厳しいもので、なかなかそれが定着しな

かったというようなこともあったというふうなことも聞いております。 

薬草と言われるものもたくさんあると思いますので、どのようなものが必要

なのかということで、それに応じたですね、またご相談のほうを生産者等にさ

せていただきたいというふうには考えております。 

またその際はですね、議員言われたような仕組みづくりも必要かと思います

ので、またご協力のほうよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 薬草っていうのはすごくあるんですよ。365 種類ぐらい

あるんかな。まあ中位上位下位っていうような、まあ毒薬っていうのもありま

すから、そういうようなずいぶん多い薬草っていうんがあるというふうに聞い

てます。そういうような１つ、日本薬局方とですね、連携ができたら、ビジネ

スにもなるんじゃないかなということも私は考えとったんですけども。そこら

辺もひとつ考えていただいてですね、有効にアクアイグニスを利用するってい

うのはおかしいけども、やっていただければと思っておりますんで、是非お願

いしたいと思います。 
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それでは次に、③点目に入ります。 

最大 1,000 人の雇用が創出されるとうたわれております。また、雇用の形態、

正規・非正規・契約・パートなどですね、言わなければ、それぐらいの雇用の

吸収があるかもしれません。一方、多気町以南の労働市場から見て、求職者が

どれだけおるのかと、少子高齢化の進んでいる地域でありますから、地元採用

そしてからＵターン、Ｉターン，Ｊターンをあわせても、職種がホテルとかで

すね、レストラン、販売などのサービス関係となれば、1,000 人の確保は困難

を極めるのではないかと思われるんですけども、町の考え方、いわゆる雇用創

出の部分はどう考えてみえるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 議員ご指摘のとおり、確かに 1,000 人規模、非

常に大きな数と捉えております。先ほどもちょっと述べましたんですけど、 

民間側から、一応数百人程度、やはりこちらで指導なり、やってく社員は連

れてくるっていうことはお聞きしておりますけども、かつてシャープのときも

そうやったんですけども、基本は全国規模でいろいろ雇用なり、採用の話はし

ていくという話は聞いておりますけども、こちらからも、もちろん地元雇用は

お願いしたいっていうことはお伝えはしております。そんな中で、町としまし

ては、ハローワークとの連携やそして近隣市町ともいろいろ連携してですね、

ただどれぐらいの人がいるかとかですね、そういうことはもちろん、今現在で

も通常の立地企業に対してもそういう活動は行っておりますので、そういうこ

とを行ってまいりますし、あと、議員おっしゃいましたように、正規・非正規・

契約・パート。今回の場合はおそらくもうそれほとんど該当してくると思いま

す。菰野のほうでも、実際に正規社員は１割程度とはお聞きしてます。ほとん

どがやはりパートであるとかですね、そして若者から年配者、引退組も含めま

して、男女問わずのかなり幅広い、ということでですね、逆に言えば、そうい

う方は結構おられるんではないかなとそういうような幅が広くなりましたで
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すね、通常のような、製造業よりは人は集めやすいんかなと。ただ、人数が人

数ですから、この辺は近隣といろいろ連携して進めていきたいというふうに考

えております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） この 20 年４月ごろっていうたら、オリンピックの始ま

る年ですから、非常にもう労働力っていうのは、少ないと思います。 

今でもですね、非常に人手不足なんですよ。松阪管内でいきますと、サービ

ス業が 2.75、有効求人倍率が 2.75 なんです。販売職が 2.14。これは１人の求

職者に対して、２社があるというようなことですから、非常にこの求人倍率っ

ていうのが高いっていうことは、会社はまあ人手不足だというようなことなん

ですよ。今後先 20 年ですけども、この多気町がですね、私がデータをちょっ

と国勢調査で拾ったんですけども、現在多気町から外で仕事をしてるというの

が、30％ぐらいあるんですかね。 

この表で行くとですね、この通学も入ってるんですけども、従業も、いわゆ

る仕事も通学もしていない方が 5,371 人。いわゆる３分の１。それから、自分

とこの町で仕事をしてる人が 4,943。自宅で従業しているのが 1,296。自宅以

外の自分の町でやってるのが 3,647。これはまあ自分とこの町でやってるのが

4,943 ですから、その内訳なんですが。他の町村へ働きに行ってる人が 4,253。

約 30％。これも 30％です。 

ですから、３、３、３、いわゆる自分とこ、全然仕事してない人が 30％、自

分とこで、自分とこの町でやってるのが 30％、ほかの市町へ行っとるのがだい

たい 30 何％なんですけども、その３・３・３の割合で、仕事をしてるってい

うんか通学・就業してるんだというような、この間の平成 27 年の国勢調査が

あるんです。 

もっと細かく、多気町の人がどこの町へ行って仕事をしてるというような、

統計も取れます。だけども膨大な統計表を見ないとできないんで、行政でやれ
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るんでしたら、それはやっていただいても結構ですが、ただ、今の求人倍率っ

ていうのは、非常に高い倍率なんです。 

アクアさんがその年間 600 万人の来場者が予定される施設ですから、1,000

人ぐらいは、雇用者は必要なんかなというふうに、思いますけども、松阪地域

の労働市場の現状を鑑みた場合、こういう私求人倍率を言いましたけども、非

常に人手不足だと思います。 

新規求人に対しても 2.51 倍というようなことですから、新規求人対しても、

だんだん新規の倍率が高なってきますから、人手不足がどんどん出てきます。

これはハローワークで聞きましたけども、バブル時代の人手不足だというよう

な要素であるということを言ってます。ですから、このような状況でですね、

労働者の確保ができるのかどうか、私としては、非常に疑問が持ちます。 

まあそれはアクアさんも行政を頼ってたぶん人集めをしてくれというよう

なことも言われるんじゃないかなというふうに思います。その対策としては、

やはり行政も、きちっと対策をする必要があるんじゃないかなと思います。 

この高等学校を、人手を、いわゆる多気町が出さないということであれば、

もう絶対に高等学校で就職する人しか取れないと思いますよ。大学行って、都

市の生活したら、もう帰ってこないと思います。まあそれが多気町のその魅力

ある地元へ帰りたいっていう人はおりますけども、そこら辺はやっぱりきちっ

とわきまえて、雇用者、いわゆる雇用対策をしていただくというのが、僕は頭

においてほしいなというふうに思います。 

その最近ですね、松阪の嬉野地区に進出したスペインの自動車会社があるん

ですよ。いわゆる我々「ゲスタンプ」って言っとんですけども、これも随分ス

ペインの大会社ですから、そこも非常にその人集めに苦戦していたようです。

最近その河田のほうへ日新さんも、非常に人集めに苦労しているようなことを

聞きました。 

ですから、そんな簡単に人集めができるわけがないというような、話もあり

ましたし、ただ、心配のはですね、あの新年のときに、ある事業所さんからき
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きましたけども、今、その就労中、いわゆる自分とこにおる従業員さんの人を、

いわゆるハンティングされないのか、いわゆる引き抜きがされると困るんだと

いうような危惧を持ってらっしゃる人が多くあるんじゃないかなと。いわゆる

アクアイグニスにトラバーユするっていうような感じですね。シフトするとい

う感じなんですけども。それは、事業主は心配されたと思います。確かに、人

手不足の中で、もう１つアクアイグニスがきて、そこへ持ってかれるというこ

とですと、非常に困るんだというようなことも言われますんで、その商工会と

アクアイグニスと行政と、それは調整をしていただかなければならないんじゃ

ないかなというふうに思いますけども、そこら辺の調整の考え方、いかがです

か。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） ご承知のとおり、商工会さんとアクアイグニス

のほうはいろいろな点でですね、連携はもう始められております。今はですね、

特に、その産直への物の出店であるとかですね、そういったものを中心には進

められておりますけども、私どももちょっとそういったことに若干最近は入る

ような形でですね、おります。もちろん商工会会長もその辺はよくご承知です

ので、またその辺、また私どももちょっといろいろ連携しながら、またすすめ

ていきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） そういう調整を、まあ人手不足っていうことになろいう

かと思いますんで。ただね、生産労働者っていうのが非常にもう少なくなって

るんですよ、日本全体が。ですから、たぶん、アクアイグニス、外国人の方も

入ってきますから、たぶん外国人の労働者が入ってくるんではないかなと、私

は思います。 

三重県でもですね、鈴鹿とか四日市地区は非常に外国の労働者が多いです。
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四日市の笹川団地なんかはもう全く地元の人が開拓したのが、もう今は外国人

の居住地みたいになって、集団居住地ですね。そういうことになっておりまし

て、ですから、300 万人ぐらい労働者が足らないんだというようなことで、外

国行って日本の空洞化っていうのが出て来てるんですけども。 

外国人の労働者はですね、合法的な入国であれば、それはいいんでしょうけ

ども、非合法的、いわゆる密入国っていうんか、そんなことは言いませんけど、

非合法的なですね、外国人の方も結構おると思います。コミュニティやですね、

治安関係が問題なんですよ。そこら辺のですね、外国人労働者に対する治安関

係、それから、コミュニティ、こういう外国人対策っていうのは考えてらっし

ゃいますか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） もう既に外国人労働者をたくさん扱ってみえる

事業者さんもたくさんございます。実際もうこの辺を自転車でこいでみえる方

がございますけども、今現在としてはそういう対策はまだ考えておりません。

一応事業所での範疇というふうに捉えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 今、外国人の人、中国人の人、研修生っていう形でです

ね、ホンダカーズさんとか、そういうところへは入ってらっしゃると思うんで

すけども、その人たちは、入国許可が何年っていうのを決められてますから、

そこら辺はいいんですけども、今度は、労働者っていう形になりますと、入国

がですね、許可が長年になりますから、そこら辺をちょっときちっとお願いし

たいと思います。 

次、④点目でございます。時間的にないんで。 

④点目、産直市場などですね、食に関連した施設が設置されるわけですが、
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ふるさと村の直売所、丹生のふれあいの館やふるさと村動物園への入場者の影

響について、町としては、どのように考えておりますか、お伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 

○農林商工課長（逵 武彦） 私のほうから答えさせていただきます。 

アクアイグニスにつきましてはですね、年間 600 万人の入場者のほうを見込

んでみえるということでございまして、町内の各観光施設に少なからず影響が

あるというふうには考えています。特に直売施設につきましてはですね、アク

アイグニス内に大規模なものを計画をしてみえるということから、影響は大き

いというふうには考えています。 

ただですね、アクアイグニスの開業をですね、逆に好機と捉えまして、連携

による集客の方法を模索するとともにですね、各施設の魅力アップに努め、そ

れぞれの特徴を生かした観光地づくりに努めていきたいと考えておりますの

でよろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） アクアイグニスはですね、オーガニックというような方

向っていうんか、ベクトルに動いてますから、そこら辺はどうかなっていう気

はするんですけども、まあピンチをチャンスに、という言葉もありますから、

そこら辺はひとつ行政指導っていうんか、リーダーになってもらって、やって

いただければありがたいなというふうに思いますので、お願いしたいと思いま

す。 

次２項目目に入ります。 

医食同源についてでございますが、これも時間的にちょっとないような感じ

しますんで。まあ医食同源についての質問にいきます。 

町長の一丁目一番地「ええ町づくり」は、マニュフエストでもあります、そ

のひとつの事業であります「薬草薬膳で健康つくり」、その名称そのものであ
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ります。しかしながら薬草を食べる、薬草をつくる、薬草の種類はどのような

ものか、「薬草薬膳」というような知識が町民にはまだ浸透していないような

気がします。 

近々始まるプロジェクト事業のアクアイグニス多気においては、薬と食をコ

ンセプトに薬膳を提供する体験食事が言われております。高浜町へも私もお邪

魔しまして、いろいろとその医食同源っていうんか、薬膳料理の部分でお聞き

しました。そこら辺はその製薬会社へ販路を進め、ビジネスチャンスまでに至

ったと説明を受けておりますけども、本町、多気町においては、波多瀬に中山

薬草公園があります。これはご承知とおりでございますけども、現状はですね、

非常に薬草公園には程遠い状況になっているのではと思っております。 

「医食同源」とは、病気を治療するのも日常の食事をするのも、共に生命を

養い健康を保つために欠くことができないもので、源は同じだという考えは文

字上ではわかっておるんですけども、健康の根っこは自己管理です。自己管理

に尽きるものですが、一つの事業として、いわゆる薬膳、医食同源という事業

として捉えれば、町長自ら各地区へですね、巡回して健康についての啓蒙啓発

をされました。これも一つの行動のひとつだと思っております。例えば薬草栽

培をですね、広めて、先ほども質問しましたけども。地産地消を原点に、自家

産自家消っていう、自分の家でつくって自分で食べるというような啓発がある

わけです。これは私の勝手なあれかもわかりませんけども。そういうこともで

すね、町として捉えていただくっていうか、そういう啓蒙思想っていうんかを

広めていただくっていうこともしてもらうようなですね、具体的なその考え方

をちょっとお伺いしたいと思います。今、医食同源って言われるのはわかるん

ですけども、そこら辺がちょっと抽象的なことしか私どもはわかりませんので、

もう一つ具体的にですね、考え方をお伺いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 山際議員には本当にいい質問をしていただきまして、あ
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りがとうございます。 

担当者も、答えましたように、私も４年ほど前かな、波多瀬の親しい人に、

もう米を作らんと薬草にかかわるもの、まあほとんどのものが薬草になる、カ

ボチャでもそうですし、白菜でもそうですけども、そんなんも含めて、そんな

ん一遍やってやっていう、半分冗談で半分本気で言うたこともあるんですけど

も。 

私がその医食同源を言ったのは、町長にさせていただいた平成 22 年の 10 月

に文化会館やったと思うんですけども、鈴鹿医療科学大学の先生に来ていただ

いて、医食同源フォーラムっていうのをやっていただきました。それがスター

トで、実は昨日も鈴鹿医療科学大学の先生来ていただいて、図書館で医食同源

の講演をやっていただきました。30 人のところが、何かもうオーバーして 39

人も来ていただきました。ここで先生おっしゃっていただいたのは、ちなみに、

こういうこと、これ、そのときの冊子ですけども、体を温めるのに何がいいか。

例えばショウガであり、ラッキョウであり、カボチャであり。胃腸を整えるの

になにがいいか。白菜であり、レンコンであり。別にその辺になるもんばっか

です。巡りをよくすんのになにがええか。春菊がええかネギがええかとか。こ

んなことを言っていただきまして、基本は議員おっしゃったように、バランス

の良い食事をすると、お酒はほどほどにと。これ 10 項目ぐらい、これ貝原益

軒が「養生訓」で挙げたやつで、がんを防ぐには何がええかっていうんはこれ

はずっと書かれとるんです。バランスの取れた栄養を取ること。毎日変化のあ

る食事をすること。これ 10 ぐらいあって、食べ過ぎ、４つ目にお酒はほどほ

どにと。それからもう一つ、たばこをやめるとか。こんなことを一応言われと

るんですけども、これらも皆医食同源の中の、健康づくりはこうやってやって

かな、医者へかかる前にバランスのええ食事をして、こういうのを基本にやっ

てきますので、昨年の５月 13 日から私は保健師の人に片野地区スタートに 11

月 23 日までの丹生まで、ずっと回らせていただきました。ただ、議員もおっ

しゃったように、残念ながら、来ていただいてる人は、それなりの思いを持っ
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てやるんですけども、大半の人は、あんまり関係ない。 

これは全てのものについてそうですけども、できるだけ多気町の人にこれか

ら、いかに啓蒙啓発はかっていくっていうのが難しいんで、もうこれは地道に

やるしかないなと。いうことで今からもこれからも取り組んでいきたいと思い

ます。また今年もどんな形ででも、そういう取り組みをしていきたい。 

多気町はただその全てそのよく言われる「薬草」というのは、この土地の土

質に合わない部分もありますので、これ以前ツムラさんへ行ったときに、そん

なことを言われました。日本で一番薬草の宝庫って言われとんのは伊吹山、そ

の隣に春日村っていうのがありまして、行かれた方あるか、僕は助役のころに、

２回ほど行きました。「かすがモリモリ村」あそこはもう本当に食事も、それ

からお風呂も、もう全部薬草です。 

ちょっと最後にもう一つ言いたいのは、アクアをここへ来てくれって言うた

んは、一番はやっぱり温泉を掘ってもらわなくても結構、薬草泉にしてくれと。

食事は普通の食事もええけども、薬膳を必ず出してくれと、こういうことをお

願いをして、「多気町へじゃあ行こか」と。うちは野呂元丈がおって、その 150

年後には西村広休っていうのがおりました。こういうことを強く申し上げて、

取り組みをしていただきました。こういうことで是非、地道ですけども、啓蒙

啓発はこれからもはかっていきたいとこう思ってますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） ちょっと時間がないんであれなんですが、６日に教育委

員会の主催でですね、この薬膳教室、私も申し込んだんですけど、もう定員オ

ーバーでだめって言われて昨日の部分はあれなんですけども。これ、私は教育

委員会なんですよね。これ担当課っていうのはどこがなってるんですか。この

医食同源の担当課。僕は福祉かなと思ったんですけども、教育委員会へ申し込

むって書いてあったんで、ええ、と思ってたんです。 



 94 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 社会教育のですね、今回範疇でですね、やらせていた

だいたことです。町長の思いはですね、そういう強い思いがありますので、そ

れぞれの課がですね、それぞれのできることをやっていこうという中の１つで、

今回教育委員会でやらせていただいたところでございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） わかりました。結構なことです。横断的にやっていただ

くっていうことは非常にいいことでございますんで、よろしくお願いしたいと

思います。 

次、３項目目に入ります。 

６次産業化についてでございますが、６次産業化は、ご案内のとおり、第一

次産業である農林水産業の生産者が自ら生産した農産物を用いて食品加工（第

２次産業）や流通販売（第３次産業）を手掛けるようになることで「１×２×

３」のかけ算から「６次産業化」と呼ばれております。 

町長は伊勢いも、次郎柿の６次産業化を進めると言及されております。これ

についてですね、試作品等、６次産業化に向けての芋の皮むき器などの研究を

しているとお聞きしましたが、若干目に見えたものがですね、表れてきてない

っていうのが私の現状の思いです。伊勢いもに関しては、伊勢いものパウダー

が市販されていることは、私は承知しております。現在、波多瀬の「元丈の里」

では脆弱な規模で米・大豆等の６次産業化に努力をされております。 

伊勢いも、次郎柿の６次産業化に向けていろいろと模索をされていると思い

ますけども、６次産業化に向けての関係機関への接触等、現在の進捗状況をお

伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

農林商工課長、逵武彦君。 
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○農林商工課長（逵 武彦） それではお答えさせていただきます。 

伊勢いもと次郎柿につきましてはですね、町の特産品ということで、６次産

業化も含め振興をはかっているところでございます。特に伊勢いもにつきまし

てはですね、３年前からプロジェクト化をしましてですね、後継者育成、それ

から栽培技術のマニュアル化なども行ってきました。６次産業化につきまして

はですね、三重大学、それから加工機械のメーカー等々と協力しましてですね、

皮むきの省力化を検討してきておりますが、現在ですね、生産者が激減をして

いる中ですね、コスト面等で、現在は採算が合わないというようなこともあり

まして、現在すり芋の加工品として販売している加工業者さんがですね、その

是非原材料の生産増大をしてくれというような要望がございまして、後継者育

成に今のところ集中して取り組んでいるところでございます。 

次郎柿につきましては、新年度予算でですね、プロジェクト予算を計上して

おりまして、今後、加工品の開発など、県、ＪＡ、それから生産者等との協議

を進める予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） そういう努力をしていただくっていうことは、期待をし

たいと思いますが、どんな産物でもですね、農家は生産コストを下げて、付加

価値をつけて、高く売って利幅を多くするっていうのが本来の農家だと思うん

ですけども、農家の手取りを上げるということで、これも成功すれば担い手が

どんどん増えてくるということになるかと思うんですよ。その努力をやっぱり

行政をリーダーとしていただいてですね、しっかりもうけるビジネスを確立し

ていただくということでお願いしたいというふうに思います。 

たぶんこの行政が支援しないと個々にはできない。農協もやってくれるかも

わかりませんけども、やはり行政がリーダーとなってやっていただくという部

分でですね、それこそ役場内にそのワーキンググループやないけども、プロジ

ェクトチームつくっていただいてですね、６次産業化に向けてしっかりやって



 96 

いただくのが普通じゃないかというふうに思います。町長の肝いりですから、

これは是非やっていただくということでお願いしたいと。特にそのできればで

すね、アクアイグニスがオープンするまでに６次産業化っていうのが成り立つ

ような努力をしていただければありがたいんじゃないかなというふうに思い

ますんで、切に期待したいと思います。 

次、４項目に入ります。 

公会計についてでございます。人口減少などの社会構造の変化を踏まえ、歳

出増加を前提とせず、歳出改革・効率化等に取り組み、徹底的な抑制や債務の

圧縮に取り組む必要があると地方財政制度の改革で唱えられております。いわ

ゆる限られた財源を「賢く使う」取り組みが極めて重要だという考えのもとに、

予算は執行されるべきでありますし、かつ予算編成はなされることと思ってお

ります。 

先般、地方公会計の整備によって、平成 28 年度決算が配布されました。当

町においての財政状況指標は問題なしと見受けられますが、プライマリーバラ

ンスの件で、平成 23 年度は５億 5500 万の黒字、24 年度は７億 3700 万の黒字

でありますが、25 年度は３億 4100 万の赤字が生じております。この年度だけ

が赤字なのは何が要因になっているのかお伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川 直昭） 私の方から答弁をさせていただきます。議員ご質問

のプライマリーバランス、日本語では「基礎的財政収支」というふうに言われ

ておりますが、これは決算におきまして、歳入の総額から前年度からの繰越金、

それから地方債発行額、財政調整基金繰入金を除いたものとですね、それから

歳出のほうでは、歳出の総額から、地方債の償還額、それから財政調整基金積

立金を除いたもの。それを両方比較して、計算をされております。そして議員

ご指摘の平成 23 年度と 24 年度はですね、黒字ということで、すなわち歳入額

のほうが多かったことになりますけども、平成 25 年度は赤字、すなわち歳出
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額の方が多かったということになります。この平成 25 年度が赤字となった理

由はですね、平成 24 年度、前年度からの繰越事業がこの年は非常に多くて、

約６億ほどございました。この事業に必要な一般財源がですね、24 年度から

25 年度にかけて、５億円ほどが繰越金という形で繰り越されております。先ほ

ど申し上げたように、歳入におきましては、この繰越金っていうのが、除かれ

るわけですので、結果的に歳入の総額と歳出額の総額を比較した場合に、歳出

の総額が上回ってしまったということで赤字というふうになっております。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） ということは繰越金の関係で赤字になったということな

んですね。 

現在その地方創生がですね、掲げられております。地方経済はこれから「年

金頼み」というふうに言われておるんですよ。所得に占める年金の割合が年々

高まる、いわゆる要するに社会保障給付に頼っているということで、多気町も

しかり、これからも、年金頼みになるんじゃないかなというふうに思っており

ますし、間違いないと思います。年金の可処分所得はどんどん減ってくんです

けども、そこら辺の部分は今後はなってくんじゃないかと。また、地方交付税

もですね、見直しの段階に入っております。自主財源の不透明、年金の頼りに

なりますと、もう自主財源の不透明がありますし、一方、公共施設の老朽化っ

ていうのが非常に、これが大きいんじゃないかなと思います。これ固定資産税

台帳の整備が必要だと思いますけども、そこら辺の部分と合併特例債の借金、

これは幾ら交付金で賄えるんだと言うても、借金は借金ですから、この部分が

負担になってくるじゃないんかなというふうに思います。将来に負担を残さな

いように、財政の効率化、適正化が最重要になってくるというふうな頭に入れ

ていただきたいなというふうに思いますし、前の議員の質問にもありましたけ

ども、いわゆる冗費を極力抑えていただいてですね、健全な財政を進めていた
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だきたいと思います。 

会社がですね、工業誘致もありますけども、それこそ重厚長大な企業が来て

いただければ、固定資産税も入るし、税金もはいるわけですから、いいんです

けども、その重厚長大な会社が来たとしたら、今度はどのように労働者の確保

をするんだというような問題も出てきますので、なかなかそのマッチングって

いうのが難しいと思います。その健全な今後その要するに極力自主財源の見通

しが不透明だっていうことでですね、これから健全な財政を進めていくための

町の考え方をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川 直昭） 議員のご質問いただきました将来に向かっての、健

全な財政運営ということでございますけども、確かにおっしゃられるように、

いわゆる財源、歳入の部分につきましては、税収も含めて、やっぱり以前ほど

の財源を確保するのがだんだん難しくなってきてます。そのための財源を１つ

増やすという部分での企業誘致かなというふうに、財政側としては捉えており

ます。来ていただくことによりまして、今までにない、いわゆる税収を納めて

いただくというプラスアルファの部分があろうかと思います。 

国のところにおきましても、交付税と合併特例債、いろいろ財源のところを

おっしゃっていただきましたけども、確かに今後、交付税、もう国自体がやっ

ぱり大きな借金を抱えておりますので、その部分幾ら地方へ回していただける

かというとこらへんかなと思いますけども、やっぱり議員おっしゃられたよう

に、まずは自主財源。そのためにはやっぱり企業誘致であろうかなというふう

に考えておりますので、そこらあたりを増やしていただくのと、それから、歳

入を増やすだけではやっぱりいずれ限界がまいりますので、歳出のほうをやは

りきちっと、先ほど言われたように、町としては、その最善の予算の組み方を

毎年組んでいるつもりでございますので、それがだんだんこれからさらに厳し

くなろうかというふうに思いますので、それについては、もう毎年毎年やっぱ
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りきちっとした形で、きちっとやっぱり効果が出るものに限定するとかいうよ

うな、これからの運営になるんかなというふうに思います。 

一応私の財政担当としての考えを申し上げさせていただきました。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。時間のほうが少しですんで。 

山際照男君。 

○５番（山際 照男） 非常にですね、これからは、「株式会社多気町」やない

けども、会社のマネジメントっていうのが必要だと思うんですけども。非常に

これから社会給付っていうんか、社会保障給付が非常に 2025 年になると、団

塊の世代が後期高齢者になりますし、そこら辺はきっちりシミュレーションし

ていただいてですね、財政運営をしていただければありがたいと思っておりま

す。以上で質問終わります。 

○議長（西村 茂） 答弁よろしいね。 

○５番（山際 照男） よろしいです。 

○議長（西村 茂） 以上で、山際照男君の一般質問は終わります。 

ここで２時 50 分まで休憩といたします。 

（ 14 時 38 分 ） 

 

（ 14 時 48 分 ） 

（４番 木戸口 勉幸 議員） 

○議長（西村 茂） それでは時間少し早いですけれども、休憩前に引き続きま

して、会議を再開をいたします。 

６番目の質問者、木戸口勉幸君の質問に入ります。 

４番、木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） ４番、木戸口です。ただいまから一般質問をさせてい

ただきます。 

私は４点の質問を提出をいたしております。まず、１番目がですね、３期目
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の久保町政について。それで２番目が、多気地域４保育園の統合問題について。

それから３番目ですが、平成 30 年度以降の財政状況について。４点目、町議

会議員のなり手不足についてどう考えるか。以上４点であります。 

質問方式は１問１答でお願いをいたしたいと思います。 

それでは順次質問に入ります。 

それではまず、１番目でありますが、３期目の久保町政について。 

先の町長選挙において、栄えある無投票当選をされまして、引き続き向こう

４年間の町政のかじ取りをされるに当たりまして町長の考えをお伺いをいた

します。 

町長は１期目以来一貫してまちづくりの目標を「つながる力、ふれあう心、

共につくる町、ええまち多気」として事業の継続と改革を軸に、働く場の確保、

子育て支援、農業振興、幹線道路のインフラ整備、健康づくり等を進めると公

言をされております。 

数多くあるいわゆる公約の中からですね、３点に絞りましてお聞きしたいと

いうふうに思います。３期目のスタートラインに立って今年初めて、平成 30

年度ということでございますので、その上から答えをいただきたいというふう

に思います。 

まず、３点申し上げますが、クリスタル工業団地への企業誘致について。こ

れは３名の方が質問されております。それから、②つ目に道路のインフラ整備

のうち県道整備。これにつきましては、主にですな、主に松阪度会線、これの

質問であります。それから、③点目が農業振興のうちですね、次郎柿、伊勢い

もの特産品対策と６次産業化、さらには有機農業の取り組みについて。これに

ついてお聞きをしたいということでございます。 

まずクリスタル工業団地への企業誘致についてでありますが、私も、何度も

何度もこの件につきましては、質問を行っております。町長の答弁はですね、

トップセールスを一生懸命やって、決意を新たに取り組むということを聞かせ

ていただいておるところであります。町長は２期８年が経ちまして、３期目に
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入ったわけであります。いつもながら、工業団地への企業誘致には力を込めて

トップ項目として、言われております。地域産業の活性化と、雇用の場の確保

を第一に、力強く言葉で明言をされております。団地計画から、いわゆる造成

工事に至りますこと全て、久保町長がいわゆる第１期目から、当選されてから

手掛けられたことでありまして、全て久保町長の手で行われたものであります。

当然工事をやりますと、お金が 20 億というふうにかかったわけですが、工業

用水も含めまして、かかったわけでありますが、これは毎度毎度申し上げてお

りますように、財政調整基金からお金が動いておるということであります。 

毎年毎年、不退転の決意というのは申されとるとおりでありますが、強い思

いを持って、いわゆる公言もされております。私も、12 月議会でもお聞かせを

いただいて、12 月議会でも、力強く取り組むということでございます。いわゆ

る抽象的ではありますが、力強さは伝わって、そのように受けとめさせていた

だきました。 

今からですね、３期目の始まりということでございますので、３名の議員の

方にも答弁をされたと思いますが、３期目の始まりとして、久保町政の具体的

な、いわゆる企業誘致の取り組みの姿勢をお伺いをしたいと思います。 

それから、中野議員は４年の間にしたらええんやと言われました。そやけど

私は、決してそんなつもりはありません。明日にでも。もうええ企業あったら

話をつけていただきたい。誘致を是非実現をしてほしいというのが、本当に切

実な思いでありますんで、私は全く日と年数の余裕は全くございませんで、町

長も同じ屋と思います。その思いも合わせて聞かせていただきたいというふう

に思います。 

まず①点目のクリスタル工業団地への企業誘致から、お答えをいただきたい

です。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 木戸口議員から、先に釘を刺されまして、前にも言った
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って言うなっていうことですけども、別に、そういう思いもなしにもう一度言

わせていただく機会をつくっていただきまして、ありがとうございます。 

今年に入って、ちょうど私の告示の前にも、ある企業さんへ訪問をさせてい

ただいて、企業誘致活動を行いましたし、もうその直後から、誘致活動には走

らせてもらっております。他の議員さんのときにもちょっと申し上げたかもわ

かりませんけど、この部分は申し上げなかったと思うんですけども、バランス

のよい企業誘致。これ何かといいますと、今まで、これちょっと言うたと思う

んですけど、１社で、２万 6000 坪欲しいっていう企業さんも実はありました。

ところが、町の予想をしておる、企業さんには悪いですけど、私の思いから言

うと優良企業という企業さんではないと判断して、お断りをしました。それか

らもう一つは、外国の企業さんでありましたけども、養殖を含めてやりたいっ

ていうことで、正直言うて、割といい企業さんでありましたので、お昼食事を

しながら、これも誘致につながるかなと思ったんですけども、思ったより工業

用水を使っていただけない。っていうのは、工業団地をつくらせてもらって、

工業用水もつくらせてもらって、片っぽ企業さんだけが張り付いて工業用水ち

ょっとも使わんっていうことになると、今度、うちの水道事業、工業用水のほ

うが干上がってしまいますので、その辺が本当に難しい。 

今も同じように、誘致企業の中には両方とバランスよくいけるように、それ

と、これまでの議員さんのご質問の中にありましたように、雇用の問題があり

ます。私が町長にさせてもらったころは、政権が違いまして、違う政権であり

まして、結構逆に言うと、人手が多くてどこへ企業を就職しよかっていうのが

あって、松阪の雇対協の中で話させてもらっても、何とか若者をこの辺の企業

さんへ売り込もうとした。ところが今は、真逆になりました。人手不足。この

８年間でこんなに変わってしまった。日本の景気も良くなった部分もあると思

います。けど、これからはこれまでの議員さんの質問の中にもありましたよう

に、あらゆる企業さん、これもう３年前からそういう取り組みをさせてもらっ

ておりますけども、製造業の中で今までにない企業さんを、私の思いとしては、
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食品関係、薬品関係、こういうところを狙い撃ちに行っとったんですけども、

もうそれやなしに、今ベンチャー企業、ユーグレナさんもそうでありますけど

も、ああいう企業さんをこれからやっていこう。電算センターみたいな企業さ

んも一時話がありましたけども、この部分もなかなか結構装置関係多くやって

もらう割には人手が要らないっていうことで、結構これ魅力やなって思ったん

やけど、ちょっと場所的に難しい部分もありまして。 

ということで、水、それから人、こういうところのバランスを考えながら、

さらに誘致を進めていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） 町長から答弁いただきました。非常に明快でわかりや

すく、納得をいたしました。この件につきまして、１つですね、私も最後のほ

うでちょっと思ったことがあるんですが、これはまああえて答弁はいらないわ

けですが、山際議員と坂井議員と全く同じ意味で思っておりまして、同じ意味

っていうんか、同じ思いがありましてですね、全国的な少子化っていうのが、

当然進んでおりまして、どんどん人口減ってくるだろうという中で、これから

ですね、企業に来てもらうとなりますと、もう決まるとよろしいんですが、来

てもらうとなると、どうしてもそのいわゆる多くの人を雇って欲しいんだ、雇

用の場につなげてほしいとなりますと、なかなかそういうその人を確保するの

が大変だなというふうに我々関係のない立場でも、よくわかるわけであります

んで、その辺が、いわゆる企業誘致の中で、１つのどんだけかの部分でネック

になっとるんと違うかなと、非常にこう話が進まない要素の１つになっておる

んではないかなと私は思うんですが、そういうことは全くないのか、あるのか

ということがですね、１つそういうことも考えられるということなら、もう端

的に、そういうことも若干はあるということで、町長のほうからお聞きしたい

と思います。 
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○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） この件につきましても、先ほどの議員さんにお答えをさ

せてもらったと思うんですけども、できましたら、全国規模で集めていただけ

る企業さんを狙っていきたい。それと、これも議員さんの中にありました、違

う業種のやつ、いわゆるベンチャーのやつをどうっていう話もありましたんで、

その部分も取り組んでいきたい。今本当に若者が、そんなことができるんかっ

ていうような事業を立ち上げてみえますので、そういうとこも含めて、取り組

んでいきたいということで、一番難しいのは、全然わからん製造業やなってい

うのは、ちょっと人集めに苦労するんですけども、逆にベンチャーで面白いな

っていうところがあればいいし、また、大手企業さんで、それの関連会社をこ

こへやりますっていうのがありますので、まだ今も、はじめに言いましたよう

に、製薬会社やとか食品会社には、狙いを撃って、今進めております。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） それでは②つ目のですね、道路のインフラ整備のうち

の県道整備でありますが、これも繰り返し質問させていただいておりまして、

答弁もいただいております。 

これは、やはりもう３期目のですね、いわゆる就任をされて、初年度という

こともありますんで、あえてこの県道整備につきましても、強い決意・思いを

ですね、答弁としてお聞きをしたいというふうに思いますので、②番目の質問

について、お答えをいただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） これまでも、木戸口議員の県道の、要するに整備につき

まして、ご質問もいただいておりました。昨年から、そんなにむちゃくちゃ変

わっとるわけではないんですけども、変わらず取り組んでいけと担当課にも言
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ってますし、私もこれから県へも行きますと言ってますのが、１つは県道の勢

和兄国松阪線。 

木戸口議員先ほど、特に松阪度会線って言われたんですけども、やはり町全

体のことを考えますと、特に今進めておりますのが、佐伯中―牧間のバイパス

工事。これは現在、佐伯中―鍬形間、相場の付近から工事を進めて欲しいって

いことで、意向で用地立ち合いを完了しまして、これから買収に入っていくっ

ていうことであります。それから、佐伯中から井内林の間につきましては、詳

細設計を済ませまして、これから用地の立ち合いということに進めてまいりま

す。 

それから、県道松阪度会線、特に相鹿瀬の歩道工事につきましては、予算の

つき次第ではありますけども、あと１年または１年半ぐらいで完了予定という

ことで、説明を受けております。 

もう１本、松阪度会線の野中から多気バイパス。県道勢和兄国松阪線の多気

バイパス。これらにつきましては、町道、町のほうから要望路線から県の検討

路線にということに上げていただきましたが、なかなか採択が難しい。これは

もう新聞等でも県の財政的な状況で非常に難しいと言われてますので、これも

前回申し上げたと思うんですけども、私は今強く申し上げとるのは、特に多気

駅裏につきまして、先にあの部分だけでもできやんかっていうことで、あの部

分をやろうとすると、もう今県道バイパスでやるっていうのは難しい。今の状

況聞いてますと。農林関係でできないか、ということで、イレギュラーなやり

方かもわかりませんけども、排水路整備と合わせて、何とかその部分でも採択

ができないか、ということで、今一生懸命取り組みを進めさせてもらっており

ます。全く話にならんっていうような状況ではないような雰囲気でありますの

で、さらに強く進めていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 
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○４番（木戸口 勉幸） それでは、次入りまして、農業振興のうちの次郎柿、

伊勢いもの特産品対策と６次産業化と有機農業の取り組みについて、具体的な

方針をお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） まず伊勢いもにつきましては、平成 27 年からプロジェ

クトということで、百三、四十万の予算を組ませていただいて、これまで後継

者の育成や栽培技術、それから、加工技術の開発というのに取り組みをさせて

もらっております。その結果、ということでありますけども、新規就農者が１

名、それから新規の就農予定者っていうのが２名、小規模栽培の数名の育成と

相可高校では、これは三重大学と一緒に連携させてもらっておりますけども、

種芋栽培。こういったことで、あと、若手農業者の組織化に向けまして、懇談

会等実施をして、今取り組みをしております。 

それから一番気になる６次産業化。まず伊勢いもですけども、これは２、３

年ほど前から、早く取り組むということが大事やと言うて、担当課にも尻を叩

いておりました。皮むき、それからすり器、これができないか、ということで、

ただ、この間も担当課長にも話をしましたのは、先に栽培農家が減っとるんで、

その部分も、取り組みをもっと進めていきたいということを、これはすでにも

う加工品を、パウダーつくってやってもらうとこもありますので。ところがそ

れだけでいきますと、生産者そのものが収益パカッと上がるわけではない。そ

うなりますので、生産者が自分らで加工できるような、町としてもし、創生事

業でいけるんやったら、例えば 3000 万かかったら、そのうちの半分、もし国

からあったら、あとは残り半分は町でもええで、とにかくものをつくれるよう

な組織をつくれということで、今そういう取り組みをこれから強く進めていき

たいと思っております。 

柿のほうにつきましては、昨年、１億 3000 万ほどで農協にラインができま

して、生鮮でも結構出せるようになりました。あと、加工部分につきましては、
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今年度からプロジェクト事業として、取り組みを予定しておりまして、後継者

の育成、それから加工品の開発、栽培技術の向上に取り組んでいくということ

を今考えております。先日の１月には、手始めといたしまして、ＪＡさんと生

産者と新年度に向けて、取り組む内容について、協議を行っております。これ

を定期的に開催をして、加工品の開発に取り組んでいきたいとこう思ってます

ので、よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

○４番（木戸口 勉幸） 答弁が６次産業化のほう聞いて、有機農業の取り組み

は聞いません。 

○議長（西村 茂） 町長。 

○町長（久保 行男） 有機農業につきましては、今やっていただいてますのは

「たきいちばん」北川清生さん、代表でありますけども、実証実験に取り組ん

でいただいておりまして、硝酸性窒素の濃度測定や、糖度の試験なども慣行法

の作物と比較して行っております。「たきいちばん」につきましては、町内の

若手農業者も多く在籍しておりまして、今後も取り組んでいく予定であります。 

以上であります。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） それではですね、③つ目のいわゆる６次産業化と有機

農業ということで書いてありますが、有機農業について、特に再度詰めてお伺

いをしたいんですが、６次産業化については、若干お聞きをしたわけですが、

そんな中で、特に有機農業ですね、町長からお答えもありまして、私のお聞き

したいのはですね、先般ちょっと若干他の議員のときの質問の答弁のとこでお

聞きしたんですが、２月 28 日に開催をされました、いわゆるアクアイグニス

のですね、いわゆる有機農業についてのお話がございまして、これは私直接お

聞きをしました。そんな中で、いわゆる有機野菜をはじめとした、いわゆる産

直へ持っていくですな、産品のシートができあがっておりまして、これは非常
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に話が進みまして、私は、以前にも質問させていただいとる中で、アクアは、

いわゆる、たびたびお聞きをしとるように、産直では大市場でありますんで、

そこへ、どういうふうに対応してくのか、農業生産振興にどう結び付けていく

のか、ということを、たびたびお伺いをしとったわけですが、具体化をしてき

たということで、お伺いをいたしました。 

そんな中で、有機野菜をはじめとして、いわゆる慣行農業でやる野菜等も出

せるということに思うわけでありますが、お聞きをするところではですね、相

当大きな面積の産直の広場っていうんですか、場所を確保されておるというこ

ともお聞きをしております。そんな中でですね、生産振興に励むようになるわ

けですが、そのアクアとしては、それを普通のいわゆる産直の何でも出したら

買うてもらえるんやということやなくしてですな、やはりいいものを出さなく

てはやはり町のＰＲにつながらんということもあってですな、特に、いいもの

と、いわゆる有機農業の、いわゆる糖度の高いおいしい野菜と、これはもう町

長も視察等で既に経験もされておりますが、そういうものを出してですね、生

産振興につなげるというのが一番いいことだなというふうに常々思っとるわ

けですが、次にですね、そこへ持ってくときは、個々にはなかなかこれは、取

り扱いができないというふうになりますんで、ちょっと細かい話になりますが、

やはりその辺の、持っていく組織とか、いわゆる例えば、商工会なら商工会、

それから生産組織、いろいろ等々考えられるわけですが、生産者団体でありま

す農協とかもあるわけですが、農協はまあ「スマイル」等もやっておりますん

ですが、そこら辺で競合する部分も出てこようかと思いますけども、そんな中

でですね、生産者を、こうつくったものを生産者のものを取りまとめて、そこ

へ出せるような形はこの２年間の間にですね、どうしても体制を整備してかん

とあかんなというふうに思いますので、その辺をですな、まず、そういう方向

性をですな、町としてはこう考えとんのやっていうことがあればですな、お答

えっていうんですか、お聞きをしたいなというふうに思います。 

これはまあ即生産振興につながることですし、今お答えしていただくと非常
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に生産者へ直接励みにもなりますんで、そういう観点から、お答えをいただい

と思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 中身これからと、正直言うて、言うとるんですけど、私

がこれから取り組んでいきたいと思いますのは、一応今開発申請を出しており

まして、開発許可っていうのが下りると思います。開発許可がおりましたら、

これから、先ほど言われております、スマートインターの直結工事とか、そん

なんが連結が入ってくると思うんですけども、開発許可がおりたら、私の思い

としては、アクアのほうとももっと話を詰めやなあきませんけども、ここから

南の地域の自治体、商工会のほうは動いてくれとるみたいですけども、自治体

へ回って、それぞれの町の特産、野菜にしても、お魚にしても、山の物にして

も、こういうのを出していただくものを、安心なものを世界の人に出せるよう

に、こういう話をこれからお願いに行こうと思ってます。それをやってかんこ

とには、なかなか。近隣の市町の連携をって言ってましてもなかなか前向いて

進みませんので、そういうことをこれからやっていきたいと思ってます。今具

体的にどんなものっていうのはちょっとまだ整理はできてないんですけども、

これから私の思いとしては、やってきたい。今木戸口議員おっしゃったような、

特に有機野菜、化学肥料あんまり使わない、そういうものを出していただくよ

うに、やっていきたい。 

これができると、先ほどの医食同源も同じですけども、今言うてすぐには難

しいと思うんですけども、こんなものを出したら、あそこはこんな値で買って

れるんやというのをやっぱりつくってかんと、なかなか広まっていかないと思

いますので、あまり地道ではこれはいかんので、できるだけ、早い時期に、多

くの多気町の人がそれに取り組んでこかということにはかっていきたいと思

います。これは農林課のほうもけつをたたいてやりますので、お願いします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 
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木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） はい、よくわかりました。 

それでは、時間もあとちょうど 30 分でありますが、あと３つほど残ってお

ります。３つほどっていうか大方残っておりますんで、急いで質問のほうさせ

ていただきたいと思います。 

まず２点目のですね、多気地域４保育園の統合問題についてであります。 

町長の選挙公約では一度も触れていなかった多気地域の４保育園の統合に

ついてお伺いしたいと思います。 

町長は２月５日から３期目の町政を担われることになりまして、施政方針が

明らかになったところでありますが、その中で今まで公言されていないかった

４保育園統合の検討に入りたいということで、おっしゃられております。既に

通園されております園児の保護者、これから保育園に入る予定の園児の保護者

は一様に驚かれたことと思います。関係者にとって４保育園統合は大きな問題

であります。 

町長にお伺いをいたします。５つほどありますが、統合はなぜ必要なのか。

それから、統合を前提とした保護者との話し合いはいつごろから始めるのか。

統合の場所的なことは考えているのか、白紙なのか。統合時期をいつごろと想

定をしているのか。建設費などの財政的な見通しは立っているのか。 

この点について、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 統合はなぜ必要か、ということで、確かに、私の選挙公

約には掲げておりませんだ。そのあとの何かの会議やとか会合とかそんなんで

は、ちょっと私は触れさせていただきました。これは現場、現場っていいます

か、働いている保育士の方からですけども、今の状態では、非常に不均衡な園

児数のところがあるのと、それから正職員の保育士にかなりの負担が今かかっ

てきております。こんなことも含めまして、統合を検討っていうことで、これ
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までの議員さんの質問の中にもお答えをさせていただきましたが、統合を検討

ということで、これは、園児の保護者の方らに説明をしていかないと何ですか

っていうことになりますので、それをしていきたいと思います。それから内容

につきましては、庁内のほうでも検討させていただきました。 

それから保育園の場所につきましては、今天啓の児童館の周辺、あの大きな

ところに今考えております。 

それから、時期につきましては、これからもし順調にいけるのであれば、私

の任期中ぐらいに形をつけていければ、とは思っておりますが、これはこれか

らの保護者との協議も含めて、検討しなければならんと思います。 

使わせていただくものにつきましては、合併特例債を活用させていただきた

いと、こういう考えであります。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

○４番（木戸口 勉幸） 抜けておりますが、話し合いはいつ頃から始めるのか

が抜けました。 

○議長（西村 茂） 町長。 

○町長（久保 行男） 本年度、30 年度。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） よく承知をしました。 

それでは、続きまして３点目に入ります。 

平成 30 年度以降の財政状況について、お伺いをしたいと思います。 

平成 29 年度は台風 21 号によります大被害に伴いまして、災害復旧費の補正

もあって 29 年度の最終的な予算総額は大きな予算となるであろうと思ってお

ります。 

さらに平成 30 年度以降も中学校舎改築費 30 億円余りの予算をはじめとして、

これはもう総額ですが、おそらく３年から４年に渡る額だというふうに思って

おります。 
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それから、初めて出てまいりました小中学校普通教室へのエアコンの設置で

あります。 

それから、今回の平成 30 年度当初予算、これ書いた時点ではちょっと出て

おりませんでわかりませんだんですが、「動き出します」というふうなことか

ら、変わりましてですね、新たに、平成 30 年度の予算でアクアイグニスへの

スマートインターですが、補助金が１億円の補助金が計上をされて、上程をさ

れております。 

さらに町長の強い決意でもあります企業誘致にも目に見えないお金も必要

になってくるということも考えられます。 

その上に、先ほど質問いたしました、保育園の統合等問題があるわけであり

ます。まあ思いつくだけでもこれほどの大きな事業が控えておりまして、お金

はもうどんだけあっても足らんなというぐらいかかってくるわけであります

が、それから、通告書にも書いてございます、これ毎度毎度申し上げておりま

して、他の議員も申し上げられておりますが、20 億円余りの、「開発公社」と

書いてますがこれは書き方が悪くてですね、開発公社へは 16 億で、工業用水

会計へ４億余りで、合わせて 20 億であります。の貸付金、出資金のある現実

の中でですね、財政は本当に大丈夫なのか、ということが常に私は心配をして

おりますので、これについて、お聞きをしたいと思います。今後５年間の財政

の見通しについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） それでは、木戸口議員の平成 30 年度以降の財政状況に

ついてということで、これから学校や保育園、これらの整備につきまして、そ

の事業年度、また事業の規模、いずれもこれから取り組んでいくっていうこと

になりますので、細か内容につきましては、まだ未定ということになります。

これから具体的な検討ということになります。 

多額の工事費等が必要になりますので、その財源としては主に地方債、とい
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うことになります。そして、整備を行った場合に、この地方債の発行額は増加

をしますが、その償還年限や交付税によります措置率を勘案をして、地方債の

償還額の負担が増大しないようにするとともに、地方債の状況を除いた基礎的

財政収支が悪化しないように、財政運営をしていきたいと考えております。こ

の今ちょっと申されました、そういう建設をすることによって、確かにお金は

いりますけども、かなりの部分また、いわゆるイニシャルコストはかかっても

これからランニングコストがかなり制約をできるということにもなりますの

で、それが初めにちょっと申し上げましたように、これからその具体的な検討、

っていうのはその辺をやっぱやっていかんと、これ今のままでいくと、いつま

ででもランニングコストがずっと上がっていきます。今イニシャルコストでボ

ッとお金をかけてその部分が下がれば、これからそのバランスを考えていかな

ければならんっていうことで、その辺の収支をこれから考えていかなければな

らないと思います。 

ちなみに、今例えば保育園でいきますと、臨時保育士さんの年間のいわゆる

賃金、総額でだいたい１億弱ぐらい今かかっとると思います。やっぱりその辺

が、全部なくなるとは言いませんけども、その辺がかなり軽減もできるという

ことになりますので、この辺の検討をしていかなければならんと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） ただいま町長のほうから、いわゆる５年間の財政状況

というのをですね、答弁いただいたわけですが、本来ですとこれは、総務課長

の分野でありまして、総務課長のほうからですな、いわゆるその事務方として

ですな、数値等を大まかにですね、お聞きをして、それから、いわゆるそのこ

ういうとこの今申し上げたとこに投資する場合は全体の、いわゆる歳入には限

りがございますんで、こういう場合、いわゆるほかのを切り詰めながらですね、

財政を、いわゆる硬直化しないように、健全に持ってくためにですね、こうし

てく方向性をですな、総務課長のほうからも予算を、いわゆるこういった総務
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課長としての予算を編成をする大もとの総務課長でありますんで、考え方を総

務課長のほうからお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川直昭） 財政運営の基本的な方向性につきましては、先ほど町

長が申し上げた内容に私もそれに当然沿うわけでございますけども、より具体

的詳細というような、たぶんご質問だと思いますので、その部分について、事

務方のほうから答弁のほう、させていただきたいと思います。 

今後５年間ということで、今町長が縷々いろんないわゆるハード的な整備の

内容を申し上げておりますけども、それにつきましては、現時点では具体的に

事業費、あるいは施工年度等につきましては、まだ全くの未定の部分でござい

ます。 

今とりあえず具体的に始まっておりますのは、多気中学校の建設ということ

で、これにつきましては、30 年度並びに 31 年度が今のところ、具体的な数字

出ておりますけども、それもまだ校舎のみであって、あと体育館、その他の解

体等という部分を多気中学校にはまだ残っておりますので、そこらあたりにつ

きましては、早急にまた担当課と協議いたしまして、まずは財政としては、事

業費の総額の把握にまず務めるということと、それからそのあとにまだたぶん

順次控えてくるんかなと思います。けども保育園、それからその後さらに小学

校というあたり、かなりハード的なところが続きます。 

１つは、財政のほうもその部分については、極力当然やっていくべきだとは

思います。１つはやっぱり合併特例債という部分が非常に大きなところがござ

います。その部分が終わってしまいますと、もう一般的な起債、いわゆる地方

債しかございません。これについては、今年度での普通交付税の措置が非常に

低くなる部分もございます。合併特例債については、御存じのように、今現在、

国ほうでそのさらに再延長、10 年当初ございまして、５年今延長されましたけ

ども、さらにプラス５年間の延長ということで今議論されております。これに
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つきましては、法律のほうはたぶん現時点の見通しでは成立するかなというふ

うに思います。 

そうした場合に、本町の合併特例債に関して、もう少し詳細に申し上げます

と、現在のところ、今年度ですね、29 年度末で持ちまして、当初多気町が発行

可能額としていたものの約４分の１の発行部分でございます。発行可能額は現

在大まかに言いまして、54 億円ほどです。本町の場合。そのうちの約４分の１

を発行したというふうになっております。このあと 30 年度、31 年度今現在わ

かっておりますのは、多気中学校の校舎に係る、直接的には学校組合会計で当

然されるんですけども、それに対して、町が一般会計から負担金を出しますけ

ども、その２つを含めまして、31 年度末では、約半分程度の発行になろうかと

思います。そうしますと、31 年度末で、具体的に申しますと、約 25 億円ほど、

もう少し増えるかと思いますが、その部分がまだ発行の余裕があるというふう

になろうかと思います。ただその発行の余裕があるかっていうと、それを満額

発行するかどうかは、まだそのあとの議論になろうかというふうに思いますけ

ども、そういうような形で、きちっとその合併特例債につきましても、将来を

見通した上で、適切に発行していくと。さらにそれ以外に当然国の補助金等も、

その公共施設であるとか、いう部分については、あろうかと思いますので、そ

ういうなのも、きちっと財源を把握しながら、将来の負担が重くならないよう

に、していきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） ありがとうございます。 

それでは通告をいたしました、詳しくは書いてございませんが、相関連をい

たします部分について、お伺いをいたしたいと思います。 

２つ一緒に聞くわけですが、基礎的財政収支、先ほど来も出ておりました、

プライマリーバランスのことでありますが、非常に今申し上げられました、言
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われました事業をですね、こなしてて、合併特例債にしろ何にしろ、おそらく

や、起債に頼ることが多くなると思います。そんな上では、当然、基礎的財政

収支はバランスが崩れるものというふうに思っておりますが、その辺は、その

あんまり先のことを考えずにですな、この着手してから数年の間、いわゆる、

今申し上げました、基礎的財政収支は、保てるんかどうか。その辺が非常に気

になるとこでありますんで、保とうとしますと、ほかに影響が出てきますし、

やはりその町政っていうのは全般いろんな面でお金がかかることと思います。 

そういった面からですね、大きな事業をこなしてく場合は、これが非常に気

になるわけでありますんで、その辺の考え方、お答えをいただきたいというふ

うに思いますし、私もこの平成 30 年度の当初予算見てましてもですね、やは

りその租税であります町税が、当初予算では 6,000 万減っております、見込み

よりもですね、昨年度よりも。それから、交付税も、前からお聞きしとったよ

うにですね、１億 4000 万少なくなっておると、前年度よりですね。そういう

ことはなんかで埋めやんならんっていうことになるわけですが、そういうこと

になるわけでありますんで、当然基礎的財政収支は非常にこう重要な立ち位置

になってくるなっていうふうに感じております。 

それから関連をいたしますので、財調についてもお伺いしたいと思います。 

財政調整基金の、いわゆる適正規模の考え方でありますが、これもお伺いし

たいと思いますが、合併以来、相当な財調があったわけでありまして、先ほど

来、ずっとたびたび出ておりますように、財調から公社への貸付金と工水への

貸付金と出資金が入ってまして、これが 20 億余りが当然出ておるわけですが、

その後毎年２億からそれ以上のお金がですね、財調から出ております。こうい

うのが現状であります。 

お聞きしたいのは、財政調整基金のですな、適正な規模っていうのは、たぶ

んあると思いますんで、それはどのように、考えてみえんのか、っていうこと

をお伺いしたいというふうに思います。 

財調も使うばっかではあきませんので、やはりその基金の適正規模を確保す
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るもとですね、やはりその執行段階でのですな、いわゆる精査とか、見直しを

して、剰余金を毎年どれだけかでも、基金を積み立てながら、やはりその財調

のある程度の力をもってくことが必要ということが思っておりますので、多気

町に見合う財政調整基金のですね、適正規模っていうのはどれだけのものなん

か、お伺いをしておきたいというふうに思います。 

プライマリーバランスと合わせまして、この２点についてお伺いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 木戸口議員言われたプライマリーバランスにつきまして

は、これは当然しっかりこれから中身見てかなあかん、とは思うんですけども、

今、例えば多気中にしましても、それから小学校にしましても、保育所にしま

しても、後世にいつまでも負担残すっていうことのないようにしたい。それが

基本でありますので、これ今のままでいきますと先ほども言いましたように、

ずっとランニングコストが高くなってそのままになっていきますので、いつか

の時点でこういう有利なものがあったときに、もしかしたら、補助金も今の時

期済んだら、いただけるかわからん、そういうことも含めて、これから中身は

検討していかなければなと。 

それから、財調基金につきましては、木戸口議員よく御存じのように、剰余

金の半分は積んでくっていうこともありまして、確かに取り崩しますけども、

そのときに、積んでく部分もあります。 

今 29 年度末でだいたい 16 億ちょっと切ると思うんですけども、だいたい 15

から 16 億で、これから、工業団地が売れたらまた戻させていただきますので、

そういうことも含めて、これから健全な財政運営を見ていきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○４番（木戸口 勉幸） これはもう町長の答弁そのもので、その通りだと思い

ますが、ここ数年はですね、特にいろんな事業を政策として執行していく中で
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ですね、当然町税も少なくなっておりますし、交付税も減っております。それ

はどうして、賄うんかってなりますと、もうすぐに財調っていうことになるわ

けですが、これはもう、当然どこも市町も同じことでやっておるのはこの現実

であるというふうに思っております。これはこれでいいわけですが、やはりそ

のどうしてもですね、予算は立ってしまいますと、予算があるんでということ

で、執行しがちがこれはもう当然のことですが、先ほど申したようにですね、

やはりその執行段階で、きちっとした精査、見直しを行ってですな、やはりそ

の剰余金の半分は財調へ積み立てるっていう基本姿勢を保ってもらってです

な、やはり使ったもんは、もう極力努力をしながら、やはりいわゆる財調って

貯金ですけども、そこへ回すんだという姿勢がですな、やはり欲しいなと思い

ますので、その辺をですね、やはりその総務課長のほうからですな、いわゆる

精査、見直しは、いわゆる総務課長の立場でありますんで、答弁をいただいて、

この剰余金をですね、基金へ積み立てて、例えどんだけでも多く積み立てをし

ながら、有効活用できるような形を是非取っていただきたいと。これは職員一

同そうしないと、これはうまくいきませんので、そういうことの旗頭としてで

すね、やはりその総務課長がそういう立場に職務としてみえますんで、そうい

うことをお願いしながらですね、その総務課長のそういう姿勢と答弁をお伺い

したいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川直昭） 財政調整基金、いわゆる貯金というか、いう部分でご

ざいまして、先ほど議員おっしゃったように、毎年その剰余金が出ますとその

ルールで積み立てたり、あるいは当然歳入が不足するときには取り崩したりと

いう繰り返しを行っております。財政調整基金につきましては、その一方、や

っぱりその財政側としては、積み立てをして貯金という形で増やしたいという

思いはございますけども、ただそれをどんどん増やせばいいものかという部分

もございます。やはりその年その年に、やっぱりこういう予算をして、やっぱ
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り町民の方々に還元するという部分もございますので、一方で積みながら一方

で取り崩すとそれはもうその時期時期の状況に応じてになろうかというふう

に思いますけども、最低限のいわゆる町の財政がここまでくるとちょっと、黄

色になる、赤になるという部分は当然避けなければいけませんので、その以前

であれば、財政をうまく運用していくのであれば、きちっと逆に予算として活

用していく、そのために町民の方々の生活が向上するのであれば、そういう財

政調整基金の使い方も、１つ方法ではないかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○５番（木戸口 勉幸） 全くそのとおりでありますが、ちょっと質問に対しま

してですね、今の答弁はそれで結構なんですが、適正規模っていうのはお答え

がなかったんで、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川直昭） 申し訳ありませんでした。 

この適正規模に関しましては、私は以前から申し上げてますが、約 15 億。

この部分が１つのラインになろうかなというふうに思っております。過去のい

わゆる取り崩し額積み立て額等も勘案して、約 15 ぐらい。やはり 10 億切って

きますと、少し財政的に厳しいのかな、今の町の一般会計の規模とか、全体的

な特別会計の規模も含めまして、これぐらいが適正でないかなというふうに考

えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○５番（木戸口 勉幸） 時間のほうがあと５分ということで、迫ってまいりま

して、だいたいまあこういうペースで進みながらきとるわけですが、あと、今

の３点目はこれで一応終わりたいと思います。 
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４点目でありますが、今いろいろ議論もされております、町議会議員の今後

ということで、議論が重ねておりますが、私は町議会議員のなり手不足につい

て、どう考えるかということで、お聞きをしたいというふうに思います。 

多気町も議員のあるべき姿についてほぼ９カ月に渡り議論を重ねていると

ころでありますが、今国会でもですね、予算委員会で全国自治体の人口減少と

高齢化現象によりまして、特に町議会議員のなり手不足ということが出ており

ました。深刻な状況あるということで、私もこれは直接予算委員会を聞いたわ

けでありますが、国においてもあるべき姿の議論を重ねているということであ

ります。特に女性議員のなり手、兼業をどうしていくかというような面で判断

をして、結論を出していくという答弁がなされておりました。公選法のことも

ありまして、地方では選挙についてはどうするっていうこともできませんが、

国はどういう方向性で進んでいるのかについて、わかる範囲内でご答弁をいた

だきたいのとですね、先般また、新聞ではある程度の研究会の提言も出てまい

りましたので、それもまあ承知はいたしております。 

総務課長としてですな、こういうことまでは国から聞き、町としてはこうい

うことも考えておるということをですね、ちょっと町の考えっていうのは聞く

わけにいきませんが、まあその辺をですね、お答えいただきたいなと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

総務課長、森川直昭君。 

○総務課長（森川直昭） 議員ご質問の件につきましては、私も今朝の新聞を見

まして、時期を得た新聞記事かなというふうに思いました。 

国におきましては、総務省に「町村議会のあり方に関する研究会」というの

が昨年の７月に設置をされまして、現在まで５回ほど開催をされておるそうで

す。研究会では、現在もまだ議論は続いておりまして、新聞の記事もございま

したけども、もう少ししますと、いわゆる報告書というまとめの段階になるか

なというふうに思います。その研究会の中でですね、私もちょっと資料見まし

て、参考になる事例といたしまして、その研究会が全国の自治体、町村ですけ
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ども、そこに対してヒアリングを行っております。そのヒアリングがいわゆる

その研究会議論の柱ではないかなというふうに私考えておりますので、ここで

そのヒアリングの質問項目をちょっと紹介をさせていただきたいと思います。

全部で５項目ございます。 

まず１つ目は、議員のなり手不足についての住民の意識に関する所見。２つ

目は、議員のなり手不足のために、議員報酬を上げることに関する所見。３番

目は、議員の兼職禁止、兼業禁止の緩和に関する所見。４番目は、町村議会議

員の選挙で選挙区、いわゆる集落単位の選挙区を設けることに関する所見。最

後に、勤労者等の多様な人材が議員に参画するための方策に関する所見、とい

う５つの項目が、ヒアリングのほうとして実施をされております。たぶん報告

書におきましては、この部分についての研究会の考え方が示されるんではない

かなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

木戸口勉幸君。 

○５番（木戸口 勉幸） ちょうど時間でありますんで、以上で質問を終わりま

す。 

○議長（西村 茂） 以上で、木戸口勉幸君の一般質問は終わります。 

 

（９番 松浦 慶子 議員） 

○議長（西村 茂） それでは、７番目の質問者、松浦慶子君の質問に入ります。 

９番、松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） 改めまして、おはようございます。 

それでは、私、９番、松浦慶子、一般質問を行わせていただきます。 

議長の許しを得ましたので、私、９番、松浦慶子、一般質問をさせていただ

きます。私の質問は１つとさせていただきます。「協働のまちづくり」をどの

ように考えるか。一問一答でさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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まず冒頭に、この度は、３期目となる町長に再選なされましたことをお祝い

申し上げます。 

くしくも無投票当選となりましたが、「現在進行中の各政策を続行し、結果

を出すようにと、町民の方々からの叱咤激励であると捉えている。」と町長は

新聞報道で話されておられました。 

また、３期目は「事業の継続と改革の実行」を掲げられております。 

無投票当選というものをどのように考えればよいのか。約３年半前の私たち

の議会議員選挙も無投票でしたが、多気町だけに限らず全国的にみても、特に

地方では増えている現状があります。これでは民主主義とは言えなくなるので

はと危惧しているところです。 

よく耳にする理由としては、「政治への関心の低下」といったところでしょ

うか。また、政治を志す人が少なくなっていることも理由の一つだと思われま

す。 

本町におきましても、住民の方々が多気町政に参画できるような仕組みをど

のように設計していくのか。また住民の声をどういった手法で吸い上げるのか、

など発信方法の工夫を再考する時期に入ったのではという思いからこの質問

をいたします。 

まず①つ目の質問に入ります。 

地方自治体の目的は、「住民の福祉を増進すること」とありますが、この「福

祉」を町長はどのように捉えられておられますでしょうか。 

質問いたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） ご質問の「福祉」につきまして、町長の捉まえ方という

ことをご質問されていると思います。 

基本的には、困っている方やそれから弱い立場の方々に手を差し伸べていく

っていうのが基本であるという思いで、平成 23 年に多気町では三重県下では
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初めて、初となる、町ですけども、市の場合は必置義務ですので、やらなけれ

ばならんので、町では多気町が初めての福祉事務所っていうのを設置をしまし

た。現在もたぶん三重県以東っていうか、東のほうでは多気町だけかと思いま

す。 

ここでは老人福祉、身体障害者、知的障害者、それから生活保護、児童福祉、

母子寡婦、こんないわゆる福祉六法にかかわる事業については全て町のほうで、

取り組みをしております。こうしたことをベースに、特に子供の福祉関係につ

きましても、取り組みをさせてもらっておりまして、児童館、それから放課後

児童クラブ等を行っております。それからあと高齢者の移送サービスなんかも

町独自、多気町独自の取り組みということで、こんなことをさせてもらって、

老若男女へ支援というのを取り組みをさせてもらっております 

以上であります。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） 答弁ありがとうございます。 

おっしゃるように、福祉っていうのは、安心安全という環境づくりだという

ふうに、全部まとめてですね、そのような答えになると思います。 

１つですね、私の考え方といたしましては、住民一人一人が違う多様性のニ

ーズっていうのがありますですよね、高齢者の方であったり、障害をお持ちの

方、子供、医療、生活困窮者、そういった方たちの一人一人のニーズに答えな

いといけないっていうのが行政だというふうに考えております。 

一人一人が満足できるように、行政は取り組んでいかなければならないって

いうのはこれが自治の基本であるというふうに考えております。 

町長お一人の考えであってはならない。また、声の大きさによっても、それ

に偏ってはならないっていうふうに思っております。 

この一人一人のニーズを、一人一人が充実、満足感を持つ、イコールこれは

「幸福感」につながるのではないかなというふうに私は考えております。これ
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が住民の福祉向上は住民一人一人の幸福度を向上っていうふうに１つお考え

を持っていただきたいなというふうに思っております。 

続きまして、②番に入ります。 

ちょっと②番に入る前冒頭に、１つ訂正をお願いしたいんですが、「県の戦

略企画部が平成 24」って書いてありますが、「23 年度」でございます。失礼い

たしました。 

県の戦略企画部が平成 23 年度から「幸福実感」を把握するために毎年実施

している「みえ県民意識調査」をご存知でしょうか。そこの調査にはですね、

問 1-1、１番最初に、「現在、あなたはどの程度幸せですか。10 点満点で答え

てください。」という質問があります。そこで、町長は何点、ご自分で幸せ度、

幸福度っていうのは、10 点満点で考えましたら、幾らぐらいになるでしょうか。

ひとつお答えいただたけたらと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 大変厳しいといいますか、優しすぎるといいますか、ど

う捉まえていいのかわかりませんけども、現在の私が３期目挑戦させていただ

いたことも含めてですけども、5.5 点ぐらいかなと。これは北勢のほうは、も

う議員もご承知のように、ほとんどの自治体の首長さんも含めてですけども、

この点数高いと思います。6.8 か７ぐらい。これはやはり家庭的にもええとか、

それから所得的にもええとか、それから周辺のインフラ整備の完成度も含めて

ですけども、高いと思うんですけども、自分 5.5 点っていうのは、真ん中で５

点で、今回の町長３期目頑張るって言いましたのが、掲げております事業が全

部完成もしていない、それから、なかなか町の福祉関係、それからインフラ関

係、全てにおいて、まだ発展途上っていいますか、そんな段階であるので、あ

とこれからプラス 0.5 点ぐらいかなと思って、早くもっと高い点に近づけてい

きたいなと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 
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松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） ありがとうございます。 

個人的にも 5.5 点っていうふうに考えてよろしいんでしょうかね。 

参考までに、全国平均では 6.38 なんですね、三重県の平均は 6.71 です。だ

いたい全部の全国でやられてるっていうことではないそうなんですが、一応山

形県なんかが 6.48、愛知県 6.3、っていうふうに三重県はかなり高いほうだっ

ていうふうに言ってもいいんじゃないかなっていうふうに思います。これは、

かなりその 18 歳以上の１万人の郵送アンケートなんですね、これ県のね。こ

れも有効回答率が 53.2％っていうととても高い回答率じゃないかなっていう

ふうに思っております。これを分析されて今後の県政の施策に盛り込まれるん

だと思いますが、これが幸福実感を把握するという意味があるあるそうなんで

すね。興味深い結果として、もちろん家族の助け合いとか、自分自身の努力、

っていうふうなことがあるんですが、ここ最近ですね、友人仲間の助け合いだ

ったり、社会地域住民との助け合い、こういった項目が高くなってきていうと

いうふうに結果が出ております。三重県民っていうのは県民性として、地域で

あったり、そういった社会的なことを考える方が多いのかなっていうふうに多

気町の含めてですね、感じております。 

では次の質問に入らせていただきます。 

③番。平成の大合併といわれる 2006 年ごろから「行政改革と市民参画」と

いった大きな流れを、「ガバメント（統治）」から「ガバナンス（協冶）」への

転換期を迎えたと言われております。三重県でも、このころをピークに人口減

少が起きております。 

こういった社会状況が少しずつ変化していき、行政ニーズの多様化であった

り、住民の声からの課題に十分対応ができなくなる地方自治体が増えてきてい

るようです。 

本町でも平成 18 年合併した際にですね、基本的方針として「第１次総合計

画」が策定されております。この中で掲げられている基本理念は「自分たちの
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地域は自分たちで」といったスローガンで、「住民と行政とが協働するまちづ

くり」や「住民、自治会、ＮＰＯ、企業そして行政の連携・協働によるまちづ

くり」をビジョンとしております。 

これが計画期間が平成 29 年度までとなっておりますが、今後の総合計画は

どのようなお考えで、どのようにされるのか、町長にお伺いいたします 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） これまでも議員の方々からこの総合計画についていろい

ろご質問もいただいております。その中で私が答えさせてもらっておりますの

は、その平成 18 年につくられた、10 年を見据えた総合計画っていうのは、私

はつくりませんというお答えをさせてもらっております。その代わり、アクシ

ョンプラン、３年ごとに見直しながらやっていく、ということで、お答えをさ

せてもらっております。 

なぜそういう方向に私のほう向いているかと言いますと、平成 18 年につく

られた第１次総合計画、かなり 10 年先を見据えた計画あるんですですけども、

そごがあります。例えば、人口であれば、当時の計画では１万 8000 人ぐらい

になるっていうことが出ております。財政力指数につきましても、何と 0.8 を

超えるような数字が計画としてあげられております。これは別にそのとき、こ

れから目標でありますので、それはそれで否定はしません。それからあと、出

ておりましたのが、町税につきましても、前もちょっと触れたと思うんですけ

ども、当時は 33 億ぐらいになるやろと、こういう計画もありましたけど、全

く今違う方向に動いてます。こんなこともありますので、私は３年ごとに見直

しをやってくということで今取り組みをさせてもらっております。 

それと、これもこれまで総合計画について、私のほうでお答えをさせてもら

っておりますのは、立てられた総合計画の基本的なことについて、私の今の計

画とそんなに差がありませんし、目標の中身につきましても、ただ中身の数字

とかそれぞれに取り組む施策につきましては、私は自分のマニフェストに掲げ
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たやつで取り組んでいくということで、全体のやつについて、そんなに大きな

開きがあるとは、私は思っておりませんし、もちろん、当時立てられた中身の

ものにつきまして、尊重もさせてもらっております。という答えもさせてもら

っております。ということで、これからも柔軟に取り組んでまいりたいと思い

ます 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） おっしゃるようにですね、アクションプランを見直しし

ていかないと、短期間でですね、していかないと、というのはよくわかります。 

この当時は、合併のときはですね、まだ、この「協働によるまちづくり」と

いう気運が醸成してなかったのではないだろうかというふうに考えておりま

す。そういったことがまだ難しい状況だったっていうふうに思っております。

アクションプランっていうことですが、そのなんて言いますか、ガバナンスの

概念っていうのが、行政が一手に担うんではなくてですね、住民の声を、民間

企業、ＮＰＯとかさっき言いましたそういった人たちの声を聞きながらってい

うところが、欠けているのではないかなっていうふうに思っております。 

このアクションプランとそこの関連性っていうのを、どのようにされている

のか、っていうのをお伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） まさに議員おっしゃられるように、いろんな分野の方、

いろんな組織の方の声を聞きながら、３年ごとに私はアクションプランを見直

して、改革をしていくということを、これまでも１期目からずっと取り組みを

させてもらっております。特に行革審議会っていうのは、これまでそれぞれあ

ったんですけども、私が昨年ですかね、一昨年から取り組みをさせてもらった

のは、いままでにないやり方で、させていただきました。っていうのは、各層
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の年代のひとが入ってもらって、それは公募でやったりして、いろんな人の意

見を聞かせてもらって、いろんなこういう事業はもうやめた方がいいとかいう

のを具体的に上げてもらいました。あと、これは隔年でやっておりますのが、

全自治会を回っての懇談会。それから、その翌年にやります地区の懇談会。い

ろんな人から、いろんな意見もいただきますけども、それは、町長の側の意見

と違うかという話もあったんですけども、僕はそうではないと思います。もち

ろん違う考え方の意見もありますし、地区の懇談会につきましては、字を代表

される区長さん方、役員の方々に出ていただいてますので、全部の人にはなり

ませんけども、そこでも、多くの意見を聞かせてもらって、今後の政策の参考

にさせてもらう。こういうものを全体をまとめて、３年ごとにこれからこうい

うものをやってきたい。これはもちろん役場内の組織の意見もそうであります。

今のこの組織の中でこういうやり方ではどうなんっていうのはこれは若者の

意見を聞かせてもらって、若い職員の意見を聞かせてもらって、中の組織を変

えたり、やり方を変えたり、こういうことをやりながら、今議員おっしゃられ

た「協働のまちづくり」とか、いろんな人の意見を聞いて、新しいまちづくり

に取り組んでいきたい。こういう取り組みを今させてもらって、１歩でもええ

町になればという思いで、取り組みをしています。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） いろんな方のご意見を聞かれてるっていうようなことは、

あとの質問になってるくので、次の質問に進みます。 

④番目。本町の目標とする将来像は、「つながる力 ふれあう心 共につくる 

“ええまち” 多気町」の７つの基本理念であり、これと同時にリーディング

プロジェクトとして「まち・ひと・しごと創生 多気町総合戦略」を平成 31

年度までの計画期間で行うこと。そして「第２次多気町都市計画マスタープラ

ン」は平成 37 年を計画目標としています。３期目の久保町政も、この３本柱
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で進められるのでしょうか。もし他に計画があるのであれば教えてください。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） その今ちょっとおっしゃられた３本柱で進めるっていう

ことですけども、町全体の計画につきましては、財政計画も含めまして、基本

としております、「つながる力 ふれあう心 共につくる “ええまち” 多

気町」っていうのをベースに置いて、今おっしゃられました７つの基本目標に

沿って進めていきたいと思います。 

サブ的には「まち・ひと・しごと」におきまして、例えば、加速化交付金事

業であったり、移住促進事業であったり、食のまち創生事業であったり、それ

から農業分野におきましては伊勢いも、また次郎柿のプロジェクトであったり、

そういうことを含めて取り組んでいきたい、という思いであります。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） ありがとうございました。 

そしたら先ほどのアクションプランとこの３本柱の関連性っていうか、そこ

はどんな風にお考えなんでしょうか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） その部分につきましては、それぞれの計画の中で、すみ

分けをしながら、前向いて進めていくっていう、これも庁内の中で政策会議を

含めて、議論しながら取り組んでいくということになると思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） そのホームページなんか私もいつも見るんですけれども、

この総合戦略だったり、この都市マスのやつは 29 年の、昨年でしたか、分厚
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い冊子をいただきました。見てみますと、やはりいつもＰＤＣＡサイクル、皆

協力して、皆さんの意見を聞くと。っていうふうなことが書いてありますです

よね。そのなんですかね、目標、ＫＰＩの進捗状況であったりとか、評価、見

直しとかっていうのが、もう改善されているのか、されていないのか。もうそ

のままの資料として放りっぱなしにされてるような気がしてならないわけな

んです。幾ら３年ごとのアクションプランで前に計画を進めていただいてるの

は、私もわかってるつもりでありますが、そこをですね、例えば観光でここに

多気町に来たいなって思われる人であったり、移住をしたいな、多気町を考え

てるよなっていう人たちは、まず最初、ホームページを見るんですよね。そし

たら、ホームページ見て、「これ何なん、もう全然、平成 22 年ぐらいから全く

動いてないやないか」っていうような、これどういうふうな、いくらいい数値

やったりですね、目標を掲げてられても、全く進んでないようにみえるわけな

んです。その辺をどんな風に考えられてるのか、もうちょっとこうきちっと活

用していただいたほうがいいんじゃないかなっていうふうに思っております。

空き家バンクのところはすごくかなりスピードでこうされてるんですけど、ち

ょっと時間かかりすぎなのかなっていうふうにも思ったりしますけれども。職

員の方が熱心にしていただいてるのは、わかってるつもりでございます。そん

辺ちょっとどんなお考えなんでしょうか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） ホームページのもとは私どもでございますので。 

基本的にはですね、掲げてる事業それぞれの課のほうで更新をしてもらうよ

うな形でとっております。だから空き家でしたら、空き家の担当課がそれぞれ、

いろいろ更新を行っていく。そしてその事業についてのホームページの更新っ

ていうのは、それぞれのその事業を持ってる各課でお願いしておりますので、

そういう形をとっております。ですので確かに前、字別懇談会行った時もです

ね、「これ変わってないやねか」っていう指摘もあったときありました。そう
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いった反省も踏まえてですね、今ちょうどそういうような体制をとっておりま

すので、もしそういうとこがあれば、またちょっとこの辺は確認をさせていた

だきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） その町政とまちづくりのとこでしたかね、何か統計のと

ころですわ。あの辺のちょっとこうきちっと見直していただいたほうがいいん

じゃないかなっていうふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

このマスタープランについてもですね、昨年できあがったばっかりですけれ

ども、これはＫＰＩの進捗状況ではないですけれども、これは多気町民の意識

調査っていうことでたぶんされているわけなんですが、28 年の１月に実施され

ております。この回収率は 39.1％、20 代においては 17.5％、これはまたされ

るのか。この町民の意識調査、アンケートなりどういう形でされるのかわかり

ませんけれども、これをどんなふうに、住民の声を聞いていくって町長先ほど

おっしゃられましたけれども、どういう形でこれされていくのか。「まち・ひ

と・しごと」のところももうこれも何でしたっけね、アンケートを調査されて

ましたけれども、かなり古い数字だったように思っております。その辺を県で

あっても年に１回されてるわけですよね、意識調査。町はなぜそこをされない

のか。なんでこの放ったらかしになってるのか。いつも意見をお聞きしたいっ

ていうふうに、町長の声はうれしく思っておりますが、さてこれをどんな風に

意見を上げていったらいいのか。たぶん皆さん意見は、アイディアやお持ちだ

と思うんです。それをどこでその場所で、それを行政に伝えていけばいいのか、

その辺をどんなふうに考えられてるか、お願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） 「まち・ひと・しごと」の総合戦略につきまし

ては、私どもの課でやっておりましたので。確かに当初、アンケート実施いた
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しまして、確かに回答率、回収率低くございました。ちょっと残念な結果だっ

たんですけども、これのアンケートの今のところは、まだ考えておりません。

ただ、ＰＤＣＡサイクルにつきましては、毎年度ですね、末に一応「こういう

ふうな形でありました」っていう形で、地方創生会議の委員さんはそのまま残

っていただいて、開催している状況でございますし、議会の皆様方にも「こう

でした」っていうのは毎年報告はさせていただいております。だたまあアンケ

ートにつきましては、ちょっと今のところ考えていないのが実情です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） それではですね、ＰＤＣＡを回してないっていうことに

つながるわけなんですね。その目標値を掲げられるのはいいんですけれども、

これについてどのような結果であったか、っていうのを、しっかり「見える化」、

町民のほうに見えないとですね、全くホームページのことも一緒ですけれども、

進んでないっていうことと同じ。行政の方たちの、職員の方たちのモチベーシ

ョンもこれ下がるっていうふうに考えております。「何やってるんだろうな。

今この仕事は。」っていうことになりかねない状況だと考えておりますが、い

かがですか。それでもまあ町民のアンケートはされない。意識調査はされない

っていうことでしょうか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

企画調整課長、筒井尚之君。 

○企画調整課長（筒井 尚之） ちょっと今日のところははっきりした答弁は申

し上げられませんけど、ちょっと今日いただいた意見、ちょっと参考にさせて

いただいて、ちょっと検討したいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） よろしくお願いしたいと思います。 

では、最後の、この続きなんですけれども、今後もっと住民の声に耳を傾け
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ることや、住民や団体との意見交換の場を設けることがとても重要になってく

ると思っております。 

町長が 2010 年から首長に就任されて、この８年間どういった方法で住民の

声を吸い上げられましたでしょうか。 

先ほども最初に答弁してくださったところをわかっておりますが、ちょっと

お願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 先ほど申し上げましたように、このやり方が 100％ええ

かどうかはわかりませんけども、私はやっぱり各字へ出向いて、まず町民の人

の方々の意見を聞く、これはまあ出ていただく方は似通っている場合もありま

すし、違う場合もあります。あとは、様々な、自分もちょっとこう列記してみ

たんですけども、もちろん地区別懇談会も、これ今年もやろうと思ってますし、

あとは、農業関係であったり、福祉の分野であったり、それから教育の分野で

あったり、また他の団体、例えば社会福祉協議会であったり、それからもちろ

ん商工会であったり、医療関係であったり。そういったところの諸会議がいろ

いろありますので、そこでいただくご意見っていうのは、本当に参考になりま

すので、そういったところの意見を参考にしながら、今議員おっしゃったよう

に、町民の意見どう聞くんやと。それぞれの組織の意見どう聞くんやというの

を取り組んでいきますし、これまでも行っております。ということであります。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） 力強い答弁いただいたわけですが、これもホームページ

から見せていただきまして、平成 29 年度、６地区の昨年のええまちづくり懇

談会ですね。これを実施された、全部のこの意見が上がっておりましたので、

全部チェックさせていただきました。124 名、６地区で 124 名の参加者で、だ
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いたい 0.83％ぐらいの出席だというふうに考えております。 

質問はですね、全部で 76 件ぐらいのご意見があって、その中で見てみます

と、提案のもの、クレームだったり、苦情だったり、そういった話もあるんで

しょうけれども、住民の方からの提案のようなものが 29 件あったんですね。

こういう提案的なものっていうのはかなり真剣に考えていかないといけない。

これはすごくすばらしいご意見だなっていうふうに感じております。 

こういった意見の集約の仕方っていうので、そこで１つ提案をさせていただ

きたいんですが、たぶんまあ町長もこの懇談会の形式については、かなりまあ

いろんなご意見があるっていうふうにおっしゃったので、ちょっと危惧されて

いるところもあるのかなと思いまして、今はよくワークショップだったりです

ね、そういった形のものていうのは、もう広く住民の方も地域の方も、社会的

に考えられる方は、もういろんな場所でこういったワークショップ形式のこと

をされております。 

そこで、生の声を聞きたいっていうので、話し合いの場っていうとミーティ

ングであったり、ディスカッションであったり、ディベートであったりとか、

そこに「ダイアログ」っていう言葉があるんです。「対話」っていうやり方。

これをですね、使って、玉城町なんかもう「100 人委員会」とかされておりま

す。住民の方です、全部。そこにはいろんな団体の方も入られるんでしょうけ

ども、明和町のほうでも、この間、昨年に、そういったシンポジウムをされま

した。一番大事なのは、その住民の方がどうやったら、こう自分の思いをその

場で伝えられるか。たぶん懇談会、町長がされてる、行政の方が前におられて、

こっちに住民の方が 20 何人かおられて、そういう中でってなかなか自分の思

いや意見って伝えられないと思うんですね。そのグループになって、グループ

ディスカッションなんですけれども、そういったところで、なかなか最初は難

しいんです、これって。自分の意見をどういうふうにするか。それで司会され

るファシリテーターっていう方の育成っていうのも大事なんですね。だいたい

グループディスカッションで失敗する例と言いますと、自分の意見を頭から否
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定されたりですね、グループの中で１人が長々しゃべられたりですね、そうい

ったところをうまく交通整理しながら、柔軟な意見を吸い上げるというやり方

っていうのが、今もうどこでもちまたでは、皆さんがされている方式っていう

のがあるんです。これってかなり簡単に見えますけども、ただの対話じゃなく

てですね、すごくファシリテーターという育成っていうこともあるぐらいのこ

とですから。そういったところに１回、住民の方を抽出するっていうか、この

人っていうんじゃなくて、もう無作為にですね、何人かに出して、どのくらい

の方が最初集まるかわかりません。だからそれを定期的に続けていくことで、

皆さん住民の方のモチベーションも上がると思うんです。そこで１つ提案をし

たら、アイディアを出す。ここで言っても 30 人くらいのアイディアしかない

わけですよ。ここで考えたって、いくら提案したって。それをもっと 100 人ぐ

らいのたくさんの方が来られれば、それだけのアイディアが得られるわけです

ね。例えば、一昨日の多気駅の話だって、もしかして、そこにはすばらしいア

イディアが出るかもしれん。エレベーターをつけれなくたって、いろんなアイ

ディアがあるかもしれない。もしかして階段にスロープを考えて、すごく経費

を削減したやり方で、ちょっとスロープを付けるぐらいでもできるかもしれん。

そういった提案型のアイディアを豊富に持った方たちの、町長すばらしい方で

すけれども、１人のアイディアって、やっぱりしれてますですよね。それを、

この 30 人、議会も議員も含めたもっと住民の声を、そこを吸い上げるってい

うのが本当の住民の声、生の声っていうふうになるんじゃないかなっていうふ

うに思っております。そういったことを１つそういった形式を勉強していただ

いてですね、多気町でできないか。これが本当の「協働のまちづくり」じゃな

いかなっていうふうに私は考えております。 

どうでしょうか。そういったことを、たぶん町長もお聞きになったことはあ

ると思うんですけれども、そういうやり方を本腰入れてですね、行政の職員に

考えてくれっていうふうなことで、意見が止まるのかですね、それよりもっと

広くやっていただけるのか、っていうのを、こうするとかなりまちづくりって
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いうのが進むと思うんですね。それを１年に１回じゃなくて、定期的、１年に

２回でもいいですけれども、そういった考えを住民の方に、お示ししていくっ

ていう、それが政策の一つでもそのアイディアがなればですね、かなりこの幸

福感っていうか満足度っていうのが上がると思うですよね。そんなんどうでし

ょうか。いかがでしょうか。私の提案は。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 松浦議員のおっしゃられたことを参考に、また違う場で、

お話も聞かせていただきたいと思います。ただ、我々行政で、もうひとつ今進

めておりますの、正直言いまして、毎晩懇談会、49 回るのは本当に大変なんで

す。仕事終わって、夜９時過ぎまで。関係課長皆出てきて、やらなあかん。こ

れやめとけっていうことには、ちょっとこれもまた難しいと思うんです。これ

やめるとまたやめるで、いろんな批判も出てくる。やり方については、それぞ

れ皆さん考え方持ってみえるんで、どれが 100％ええか、僕は今の各字回って

の懇談会が 100％それがええか、っていうと、難しい部分もあります。それは、

意外と高齢者の、こんなこというと叱られますけども、高齢者の方が多いので、

若者の意見っていうのは難しい。一方では、これから保育園のあり方について、

各地区、各園の関係者のほう回って、意見を聞かせてもらおうと思うんですけ

ど、この部分については、結構若い方来ていただくんですけども、今議員おっ

しゃられましたように、ある考え方でいくと結構声の大きな人、意見の強い人

の声にどうしても流れてしまう。以前中学校の問題にしても、それから、小学

校のプールの問題につきましても。かなりいろんな議論をやったんですけども、

声の大きいきつく言われる人のほうへ、固まるっていうか、そういう方向にな

ってしまって、意外とあとで、あとでですけども、私のところへ言ってこられ

る方は、「私ら声出すことができやんだんや」と。「本当はこうやってやってほ

しかったんや」って、結構そんな声がありました。これ１人や２人の意見じゃ

ないんです。40 人ぐらいみえたら、そのうち何十人かに近い形の人がそういう
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思いを持ってみえる。これは学校の統合やそんなんでもそうですけども。どう

しても強い声の意見がある。その辺の、今おっしゃられたように、交通整理ど

うするかっていうのが、本当に難しい。でも今議員おっしゃられたような手法

をうまく取り入れていきたいと思いますので、これも同じことで、松浦議員の

意見やら、例えばほかの議員さんの意見やら、そういうのを参考にさせてもら

いながら取り組んでいきたい。また、時間もうちょっとありますので、また機

会を見つけて、いろいろご意見をいただければと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

松浦慶子君。 

○９番（松浦 慶子） 今おっしゃった、交通整理のできないディスカッション。

これはディスカッションの失敗ですよね、これね。だからどうするかっていう

ことを私は考えておるんです。 

高齢者の方には、そういった対面式のそういう懇談会がいいのかもしれない。

でも、反対に、その若い方たちの意見をどうやって聞くかっていうことも一緒

に考えていかないと、この町は、高齢者で成り立っているわけじゃないわけで

すよね。だから、そこの工夫を考えていただきたいっていうのが、この提案な

んです。このファシリテーターっていう方の育成も含めてですね、こういった

方たちを入れて、いかに気持ちよく快適にその意見を述べれる場をつくるかっ

ていうのは、行政の役割です、これは。そこを是非、もう早急にやらないと、

町長だけの考えで、１つに突っ走っていかれるとですね、やっぱりいろんな問

題が起こってきてるわけですよね、ここで。いろんなところで。なんでもっと

利用者の声を聞かないんだと。っていうのも、こう時間を置いてですね、やっ

ぱりもう先に「先にこういうことを考えてるんだけど、みんなどうだろうか」、

その「みんな」が問題なんですよね、この「みんな」じゃなくて、もっとこの

「みんな」なんですよね。そこをどういうふうな手法でもって、意見を聞いて

いくかっていうのを、まずもう早急に考えていかないとこの行政だけではもう
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やっていけない。 

この多様なニーズが、もうどんどんいっぱい出てくると思うんです、これ。

移住も進めなくてはいけない。そういった方たちのご意見をしっかり聞いてい

ただく。移住された方は、この町の良さっていうのをすごくよく御存じだし、

そういった方たちの意見も含めて、前回の私の 12 月の質問もそうでした。コ

ミュニティスクールだって、その農林業の話だって、森林の話だって、その意

見をいかに、どういうふうに聞くかっていうのを、私はいつもそこを述べさせ

ていただいておりました。今回は、その手法の、もっとこう手前の段階を提案

させていただいたつもりでございます。是非早急に検討していただいてですね、

この町をよくしていきたいという思いでもって、私の一般質問を終わらせいた

だきます。 

よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 答弁はよろしいね。 

○９番（松浦 慶子） はい、大丈夫です。 

○議長（西村 茂） 以上で、松浦慶子君の一般質問は終わります。 

 

（３番 前川 勝 議員） 

○議長（西村 茂） 続きまして、８番目の質問者、前川勝君の質問に入ります。 

３番、前川勝君。 

○３番（前川 勝） それでは私、最後ということで、なんか今までにも経験が

あまりないような思いで、最後の質問させていただきます。 

質問に入ります前に、町長、３期目のご当選おめでとうございます。 

副町長、教育長におかれましては、是非ですね、町長をバックアップも大事

ですけども、教育長は、教育長の立場で、子供たちの目線でですね、町長にバ

リバリと意見を言っていただいて、統合もこの４年間、もう非常に大事なこと

だと思いますので、教育長、是非ですね、その辺踏まえた町長との決戦ではな

いんですけども、議論するというようなことをやっていただいて、子供たちの
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幸せのために、是非進めていただきたいなというふうに思います。 

もうちょっと余分なことになるんですけども、今回８人の方が多気町から退

職をされるということで、この議場にも、三木課長、森田課長、歌納木局長、

本当に長年ご苦労様でございました。 

私、最後なので、言わせていただいてもいいかなと思いつつ、ちょっと思っ

ておりましたので、発言させていただきました。 

それでは質問に入らさせていただきます。 

私一問一答で、今回２問の質問をさせていただきます。１つは、町長３期目

の町政運営につき。それからもう１つは介護保険事業についてということで、

お伺いさせていただきます。 

町長３期目の町政運営につきまして、ということで、町長は、先ほども申し

上げましたが、３期目を無投票により当選されました。これまで２期８年間の

成果であり、間違いがなかったとの町民の判断であろうと推察するものです。 

１期目で、７つの決意として、７項目で「ええ町多気」をつくる方向性を掲

げ、２期目には、標語として新たに「つながる力・ふれあう心・ともにつくる

町」を上げ、３期目で、１期・２期目に続き「事業の継続と改革を実行」を前

提に、９項目の主な政策目標を掲げられておりますので、それらにつきお伺い

させていただきます。 

１問目です。①項目目で、「企業誘致、働く場の確保で町を活性化」とあり、

まさに少子高齢化への対応、ほか、あらゆる効果を秘めた重要な項目であり、

クリスタル工業用地の売却は最優先課題であります。町長のトップセールスの

話はよく聞いています。いつまでと期限を決めることは難しいでしょうが、最

終段階に入らなければならないと考えます。これまで何回と話されているわけ

ですが、いま一度、町長の具体的なお話を伺いたいということではあるんです

が、一昨日、この問題につきましては、たくさんの議員の方から、質問もあり、

もう町長もほとんどお話されたのかなというふうに、私は思います。 

それでちょっと違う形のことでですね、この申し上げたいっていう部分なん
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ですけども、クリスタル工業団地についてですね、この５年をもってだいたい

開発公社がやるのは、土地としてもう５年でだいたい塩漬けだというふうに書

かれておるものもあります。だからその意味ではもう本当に５年に近づいてき

た。これは開発公社のトップとしての、これ副町長になるのかなと思うけども、

５年っていうのは１つの形かなというふうに思います。そういう意味では、あ

る意味、売り方の転換というのか、なんかやっぱりこう、もう今の、どんどん

いろんな会社へ行っていても、事が成らない、なんかこう詰まった状態のこと

があるように思われてならないです。もう本当にいろんな全国、東京・大阪含

めいろんなところへ行ってらっしゃる。今はその世の中の状況というのが、会

社が進出をしてきて、どんどんやろうという時代背景がもう今ないんではない

かとある意味。そういう元気な、元気なというか、会社もあるでしょう。そう

いう会社に当たれば一番いいんですけども、だからその意味においては、お考

えの中に、あそこの土地、２万 6000 坪を例えば５社、５等分ないし、ぐらい

最大ですね、５等分して、こう売っていくとかですね、当然お考えだとは思う

んですけども、そんなこともやっぱりもう一発で２万 6000 坪買っていただけ

れば一番いいんですけども、そんなことも含めた、ある意味、塩漬けになって

いってはいかんというふうに考えるところですが、まず、そこのところの質問

とさせていただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） ７日の日にも同じような質問をいただきました。 

先日も申し上げたとおりでありますが、昨年も、20 回を超える企業誘致。こ

れは直接企業さん、それから大手ゼネコンさん、大手の金融機関さん、そうい

うところを回らせていただきました。先日も申し上げたんですけども、町の事

情に見合う企業さんに来ていただきたい。もちろん今、前川議員おっしゃった

ような分割もＯＫ。それはもう当然申し上げておりますし、値引きまで考えて、

今企業さんには話をさせてもらっております。これは自分の一応説明できる範
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囲かなと思って。ただにするとか、半分にするとかいうのはちょっと無理です

けども、そういうことも含めて、させてもらっております。 

ただ、先日も申し上げたように、ある程度の面積を持っていただきたい。例

えば、３区画にするか２区画にするか、５区画っていうとちょっと細かいかと

思うんです。それが１つと。 

もう１つは、工業用水。これをやっぱり使ってもらう企業様も来ていただき

たい。これ工業用水使ってもらわないと、先日も申し上げたんですけども、う

ちの水道事業のほう、前向いて進みませんので。これもあります。 

こういうことを頭に入れて、企業誘致に取り組んでおります。 

今までもそうですけども、一番ネックになっとんのは、三重県多気町ってい

う位置です。多くの企業さんもほとんどが北勢。この部分なんですけど、これ

も私は知事なんかにも話をさせてもらって、南限なんやと。南の、ちょうど多

気町のここで。これから向こうはなかなか工業団地をつくって誘致っていうの

は難しいと思う。面積的なこともありますし、位置的なこともありますし、工

水が確保できるかっていうこともありますので。 

これもこれまで申し上げさせてもらっておりますように、今もう期限がきと

るとか、もう時期が今最終段階とか申されましたけども、これも、先日も申し

上げたように、町のほうとしましては、町の財政運営、町政運営に支障をきた

さない程度で、これからも取り組みをしていきたい。今、その基金を活用させ

てもらって、やってますけども、これで支障が出てていいんやったら。これは

もう本当に何としてもやらないかんけども、やはり、あの企業に来てもらって

よかったなっていう企業さんを誘致せんことには、あまり、これまでも質問い

ただいてますけども、担当者や我々が焦るような、できたらそういう叱咤激励

にならないように。我々は一生懸命取り組んでおりますので。ぜひそういう思

いで、また応援もしていただきたいと思います。 

焦ってしまって、何としてもはよ売らなあかんのやということで、売ってし

まったら、「なんやあの企業さんは」ってなってしまってはいかんので。あの
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とき町長が決めたんやって言われると、今度、その前の段階の、「はよやれ」

っていうのが消えてしまいますので。我々は、財政運営、それから町政運営に

支障のない範囲で、今活用させてもらっておりますので。これ、「明日から、

その基金へ返さなやってけやん」っていうんやったら、これはもう大変なこと

ですけども、その範囲でない。７日の日にもお答えさせてもらったように、今

15 億ぐらいの財政調整基金持っておりますので、そういう思いでおります。 

是非そういうことで、今後もそういう思いで叱咤激励をしていただければあ

りがたいと思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 町長本当に頑張っていただいてることは百も承知の上のこ

とでお話させていただいております。 

そのやれるやれやんかわからんですけど、どなたか議員の方がおっしゃった、

それこそ若者が住める団地にしてしまったらどうなんだろうかっていうよう

な、これは行政としてやれるかやれやんか、インターネット見ても、ちょっと

住宅が云々までは造成はできるけど、その先がわかんないんですけども。それ

でいくと、ザッとちょっとした計算ですけども、１軒 60 坪で６万で 360 万で、

433 軒取れて、15 億ぐらいの土地代としてはなると。工水で浄水になるのかど

うかもありますけども、いろんな考え方として、今町長は税収得るためには、

当然企業であるていう考え方が当然やってかなきゃいかんし、あれなんですけ

ども、若い方が、仮にあそこ満杯に住んでいただいた、まあ相可台もまだ残っ

ておりますけども、あそこへ若者がドッと住めるような形。それでお勤めは、

松阪であったり、伊勢であったり、津であったり、それこそ名古屋であったり。

多気は住むのに、子育て支援も含めて住むのにすごいいいとこだと。たくさん

の若者が住んでいただき、これ夢かもわかりませんけども。若者が住んでいた

だけるようなことも、どうなんだろうなと、夢のような話をさせていただいて、
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②番目の質問に移ります。 

よろしいですか、議長。 

○町長（久保 行男） 回答はよろしいですか。 

○３番（前川 勝） はい、町長お願いします 

○議長（西村 茂） 町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 私が回答を求めましたのは、以前にもそんな話もありま

した。働くところがなかったらどんだけ団地つくっても人は来てくれません。

今議員もおっしゃられました、相可台にまだ 200 区画以上残っとるんで、あそ

こもちょっと値下げされたと思うんです。それでもドッと人が入るっていうこ

とはありません。 

例えば、松阪や、伊勢はちょっと難しいかわからんけども。松阪や津にいっ

ぱい働くところがあって、多気町に住むんやって、そんなになかなか難しいと

思います。私の頭の中では難しいかなと思います。向こうも同じような団地を

つくって、民間でつくられてますので。ここで例えば分譲価格坪十何万でやっ

たときに、果たして住んでいただけるかどうか。 

今、民間でほかのところもやってもらってますけども、なかなかそんな価格

では住んでくれません。先日のときにも申し上げましたけども、若者の住宅を

つくろう思って、何とか借家っていうかアパートにしても、３万、５万やった

ら、若者は住んでくれると思って提案したんですけれども、高いって言われた

んです。６万、７万やと高い。３万ぐらいならって言われてますのでそれも、

アパートかそんな程度のもんって言われてますので。なかなか口ではそうやっ

て言えますけども、現実的に、やっぱりその辺の計算をして、やっぱり取り組

んでいかないと難しいと思いますので、あえて、否定をしたような言葉で悪い

ですけども、今は、そういう形で、一生懸命取り組みをさせていただきたい。

何度も言いますけども、我々が焦って、違う結果を招かないように、是非、そ

ういう形での、叱咤激励をお願いしたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 
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前川勝君。 

○３番（前川 勝） それでは町長本当に、期待をして、待たせていただきます

ので、是非頑張っていただきたいというふうに思います。 

②番目の質問に入ります。 

「子育て支援、未就学児の医療費窓口無料化」ということが、平成 31 年度

実施予定と掲げておられます。 

実施予定とは、医療機関との調整が必要なための次年度なのか、他の要因が

あるのか、さらにまた実施できない可能性があるのか、具体的にめどを示せな

いか、お伺いしたいと思います。 

それとちょっと付け加えたようには、子育て支援全般についても、考えを伺

いたいということで、お願いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） まず、医療費助成制度。これ現在、取り組んでおりまし

て、隣の松阪市が、これは松阪医師会との関係が非常に強うございますので、

松阪医師会との関係があります。 

ただ、松阪市さん、これ新聞でもご覧になられたと思いますけども、未就学

児のやつにつきまして、限度額、1,000 円まで。超える部分については、満額

1,000 円まで、という取り組みをしてもらっております。 

議員はどうこれを捉まえてみえるかわかりませんけども。担当者、それから、

松阪市以外の大台、それから私の町、それから明和町、これ松阪市方式を、松

阪市さんと一緒にやらなあかんのも基本ですけども、その 1,000 円もらって、

っていうのも非常にこれ、機械の関係も非常に難しい。これ前川議員はどう捉

まえてみえるか知らんけども。今、今松阪市とも話をしてますのは、できたら

レセプト方式で、そういう方式やなしに、完全窓口無料化を取り組んでいきた

いっていうことで、今３町で松阪医師会との、これから１年かかるかな、取り

組みをしていきたいという話に今進めさせてもらっております。 
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それから、議員おっしゃられた子育ての内容につきましてですけども、もう

私がいうよりも、ちょっとこれ平成 27 年にお配りさせてもらっておりますの

で、これ随分書いてありますので。今ここで、前川議員に例えば、子育て短期

支援事業あります。乳児家庭訪問事業あります。病児病後の保育事業あります。

ファミリーサポートがあります。これ全部やっとって、と思いますので、もう

これに。これお配りしてますので、これ見ていただければと思います。それで

全ての事業取り組んでおりますので。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 松阪市のこれ 1,000 円っていうことで、新聞も見ておりま

す。だけどこれ松阪市はもう議会が通ったって書いてるんじゃなかったかな。 

だから、松阪市もまたっていうことになるとこれ、非常に３町はまだこれか

らだったらいいんだろうけども、松阪市は議会も通って、決まってる予算も付

いた状態なので、これ多気町、大台、明和３町で進められるんかどうかも理解

はできないところですけども、町独自で無償化は難しく、やっぱり多気郡とし

ての固まりでの進め方しか、医療機関との調整っていうことの１年間。そうす

ると、１年間かけて、その調整をはかって、無料化ということで進める方向を

今検討されてるっていうことで、よろしいんですね。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町民環境課長、三木弘隆君。 

○町民環境課長（三木 弘隆） 未就学児の医療費の窓口の無料化につきまして

は、議員おっしゃられたとおり、松阪市さんが、１月に新聞紙上で公表されま

して、議会のほうへ提案され、そちらの 1,000 円との方向で、というお話でご

ざいます。昨年の暮れから、松阪市の方向につきましては、１市３町ですり合

わせをしてまいりました。ところが、その町といたしましては、1,000 円をい

ただく事務が非常に大変になります。それらの関係もありまして、特に明和町
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さんは伊勢市さんとの関係もございますので、それらを合わせまして、松阪医

師会のほうへは、事務的に３町でお伺いするので、３町の意向を聞いていただ

けないかというふうにご説明はさせていただいておりますので、この任期中、

３月末までに３町で会議をさせていただいて、その後医師会さんのほうへ、今

後の 31 年度からの事業実施に向けて、検討させていただきたいという方向で

進んでおりますので、町長言いましたとおり、31 年には窓口無料化の方向で、

事業を進めたいと思っておりますので、ご理解賜りたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） おっしゃる意味はよくわかるんですけども、松阪市、人口

16 万なんぼと、３町合わせてもそこまでいかない中で、松阪市さんがこれを決

めてしまうと、医師会のほうが、もうたぶん先行して動いてくから非常に苦難

なこともあるんではないかなと思うけども、是非これは、３町頑張ってもらっ

てですね、この間の子育て支援のことでもいらっしゃったお母さんが言われた、

もうお医者さんへ行ってお金いってびっくりしたっていうようなことを、県外

からいらっしゃった方でしたけども。そのようなお話もされてますので、多気

郡としてのその辺の固まりをきちっと無料化っていうことで、松阪市さんとの、

もう一緒にはなれない部分あるかわかんないんですけども、医師会はどう言う

か非常に悩ましいところですけども、是非これは頑張って進めていただきたい

なというふうに思います。 

それと子育て支援につきましては、町長それおっしゃった、私もそれは存じ

上げとるんですけども、町長が今、この新しく３期目になられて、どんなこと

を中心的にっていうか、思い切って子育て支援のこんなんは俺は力入れてくん

やっていうようなお話を伺えればなっていうふうに思った次第です。全般的に

は、おっしゃるように、いろんなことをしていただいとるのは、もう当然わか

っておるんもします。その中でこの間の保護者のかた、子供さん連れていらっ
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しゃって、子育て支援「のびのび」の話もあったことなんですけども、とにか

くその全部に言えることなんですけども、その目線をどこの目線で見ていくか。

それは財政的にどうのこうのは分かるんですけども、支援にしても福祉にして

も、お金がもうかかるのは目に見えとるわけやもんで、その辺はまあこううま

く絡めてかなきゃいかんのでしょうけども、目線をどこで見て決めていくか。

今回の、僕子育て支援センター「のびのび」の、あとで問題起こってきたのは、

やっぱり行政主導ですすめられた部分、お母さん方の声を聞かれなかった部分

が今回噴き出たんではないかなというふうに思っています。 

その辺もまた、あそこでお願いもさせていただいた、いい対応をですね、し

ていただければ、これは非常に若者が多気へ来て、住もうと。子育て支援充実

した町だということを是非ですね、町長常々おっしゃってます子育て支援力入

れるんだということは、やっぱりそれを後退させてはならんので、それはもう

是非ですね、進めて保護者の皆さんの声を聞いて、進めていってほしいなとい

う思いで、ちょっとこの最後に付け加えたようなわけですけども、町長その辺

の子育て支援という部分について、まあいろんなことやっていただいとんのは

わかります。だけど、町長のどうですか、そのことに限らず、まあ頑張るんだ

というのは分かるんですけども。 

はい、わかりました。じゃあそれを期待して、この質問を終わります。 

次へ行きます。③番目。 

今は、ということ、これは多気中学校の校舎の件なんですが、新校舎を 32

年春開校で準備を進められているところと思います。「平成 33 年春開校予定」

との発言。これは、合併特例債の延長を見込んでのことで、１年遅らせる話で

あります。昨年 12 月 25 日の学校組合全員協議会で、初めて町長が話されたと

思います。町長は、合併特例債延長を何らかの情報を得られた上のことであろ

うと思うわけですが、これはまだ決定されていなく、開校の年度を遅らせる根

拠に無理があると思われます。現状は、教育委員会、事務方ですね、それから

建築にかかわる事業者の方もあり、現在まだ特例債決まっていない中で、状況
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はどうようなかたちで進められているのか、っていうのが、今、それこそ、森

友の問題で、議会国会が延び延びになっとる部分があるので、まだ会期は６月

20 日まであって、ここでこれまでには決まるんかなって、私もだいたい情報と

してとったらそういう話もあるんですけども、流れてしまう可能性はゼロでは

ない、という部分もございますので、6 月 20 日までのこの国会でですね、これ

が決まって、町長のおっしゃることになればいいんですけども、ならないこと

もあり得る場合があると、いうことなので、この辺のお考えは、発信されてい

ますので、この辺のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 合併特例債が延長になるっていうのは、もう私どもは、

これも一国民としてですけども、これが覆ることはないと思います。というこ

とで全協の中でも話をさせてもらいました。 

これ、いくら自民党の執行部の中で決められて、これから森友の関係でもし

おかしくなったとしても、これを例えば野党のほうが反対をするっていうこと

は、まず、それこそ議員おっしゃられるように、国民目線に立った話でないと

思うんです。これ遅らす理由何にもないと思うんです。全国の自治体が、合併

をした自治体が、これは市もそうですし、我々町も同意の判を押して、何とか

延長をしてくれと。これ多くの町で特例債の活用を延長を要望してます。この

反対する理由も何にもないと思うんです。 

私は絶対に、これは延長していただけるということで、そういう話をさせて

もらいました。これ延長にならないと、体育館を壊すやつやら、それから建て

るやつやら、運動場整備するやつやら、そんなん全部自費でやる、自費ってい

うか、特例債活用できやんなりますので。これはもう隣の町にも、それから隣

の市も含めて、多くの自治体、大混乱になると思います。今の政権与党は明言

をされましたので、私はそれを確実と思っております。 

以上です。 
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○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 町長のおっしゃる意味十分、国会で今後そういうふうに進

んでくのだろうけども、これは決定はされてはまだおりませんので、決定され

ての後の話であるのならば、その上へ、基礎ができたわけですから、積み上げ

ていくんはいいんですけども、決定ということがない。総務課長もこの辺、一

昨日ちょっと言及されて、延長を言及されたけども。されると思うんですよ、

思うんですけども話の進め方としては、今現場、工事屋さんも含めて、それで

いいのかなっていうふうに、私は思うところもあります。 

そうするともう現実的には、多気町はもう 33 年開校に向けた事務方も建設

会社も、この要はですね、学校の出とる、全部出てますよね。敷地のあれから

全部インターネットで出てる。それで当然スケジュール、工事スケジュールも

32 年開校で全部進められておられる中で、私たちが資料いただいとんのはこれ

だけですからね。33 年開校という何にも資料はいただいてございませんので、

あくまでも 32 年ということで、スケジュール、いろんなものは資料、議会も

いただいとると。そんな中で町長が 33 年開校だよと、合併特例債延びるから

ね、という話ではですね、やはりこれは、32 年で行けるスケジュール組んであ

んのに、33 年に変更とおっしゃる、そこのところちょっといかにお考えですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 私のほうで、33 年開校、これが一番、先ほどもちょっと

言うたんとちょっと意味違いますけども、慌てないでゆっくり、ゆっくりって

いうかそんなにゆっくりはできませんけども、全てのものが解決できるという

ことであります。これ前川議員おっしゃられるように、じゃあ 32 年に急いで

やれとやってしまって、スケジュール組んであるで、かなり無理したスケジュ

ール組んどると思うんですけども、それでやって、ほかの部分が失敗したなっ

ていうことにならんようにしたいと思うんです。責任もってやっていただく。
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こうれはもう、やっていただくっていうのは、合併特例債延長を認めていただ

くということになる。議員が、これ 32 年やなけりゃ出てないでやめとけとい

うことには、僕ならんと思うんです。そんなこと言う前川議員に権利もないと

思うんです。我々は、これ、各首長全部集まった場でおっしゃられたんですよ。

それ否定して、いや 32 年難しいんで、議会からもこうやって言われとるんで、

議会からっていうかこういう議員から言われとるんでやめますそんなこと首

長としてできません。我々は三重県町村会皆で集まった場で、政権のほうから

そうやって言われて、じゃあ持ち帰っていいんですねって言うてオッケーって

いうことになりましたんで、こういう話をさせてもらっております。それ今覆

すようなこと言われたら、そうですなってわたしが言うとったら、首長として

失格ですわ。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 町長のその覆すとかそんなんじゃなくて、現実的に決定さ

れてませんよっていうことを言っとるだけで、その内示らしきものは出てると

いうことは私も伺っておりますので、私が 32 年にやれよというそういうこと

じゃなくて、その話を出されるところがきちっとね、まあそういう根拠がある

んでしょう。だけど、私たちがいただいてるのはそういう形で 32 年っていう

形で進められた根拠をいただいとると。いうことをお話させていただいてると

いうことです。だからその所を町長の話を伺ってたっていうことです。よろし

いですか。 

次にいきます。④番目です。 

「各小中学校へエアコン設置」これは、本当によく決断いただけたと敬意を

表する次第です。 

昨年、佐奈小学校が家庭用エアコンをＰＴＡによる自費で設置する件を、行

政が許可を出していただけたことで、冷房実績の試験的な結果を出し、各小中

学校への設置が進められることとなりました。今年の夏は環境の良い教室で勉
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学に励んでくれることと思っています。 

そこでです。佐奈小に設置されたエアコンは、最小限度の費用で考えての設

置のため、能力が小さく冷房は効果が不足状態という課題が出てまいりました。

今回設置が進むエアコンは、それの１ランク大きいエアコンでありますので、

今その佐奈小学校のちょっと小さいのを何らかの形で変更が望まれるという

ようなことを伺っておるわけですが、今後についての対応をお伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） ありがとうございます。前川議員からお褒めの言葉をい

ただきました。 

小学校エアコン設置につきましては、もうご承知のように、今年予算を計上

させていただきました。ちょっとそんなお話も聞かせていただきましたが、も

ともと、このエアコン設置いこかっていう話は、本当にＰＴＡさんの応援のお

かげということであると思います。もう一つ基本になるのは、小学校統合を、

もうあと本当に 10 年も以内ぐらいには、考えなければならん時期に、天井の

大きな業務用の大きなエアコンつけると 100 万から超えますので、暫定的につ

けてみて、効果があったらうちも、それなら対応します。ということにしまし

たので、暫定ということで、今このような形で、取り組みをさせてもらってお

ります。 

今ここへまた、違うのをっていうことになりますと、ちょっと話が違うなと

いうことになりますので、今の形で進めさせていただきたいとこう思ってます 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） じゃなくてですね、今つけて、今度計画されているのは、

例えば、佐奈小は 10 馬力のをつけたけど、ほかはそれではちょっと能力が足

りんから 20 馬力のをつけるという設定になってると僕は理解しとるんです。

だから、その 10 馬力、例えばです。だから、10 馬力分が非常に効率が悪いと



 152 

いう、要は設定温度を 20 度ぐらいにして、もうコンプレッサー回りっぱなし

の状態で、というようなことをやっているので。何らかの、それによって得ら

れるんなら、いいんだけども、どうしても効率が悪い状態。電気の使用料も含

めてですね、そういう意味で、ちょっと無理をした、それは費用のこともあっ

たんですけども、そういう形でやってるので、なんかこう違う形のフォローを

して、10 馬力のエアコンで、その能力が得られるような方策も含めてですね、

何か対応できることはないものかなというふうに考えるわけです。 

いかがですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

教育課長、大松隆君。 

○教育課長（大松 隆） 佐奈小のエアコンについてはですね、議員の皆様にも

ですね、現場を見ていただいて、どの程度の効果があったかという部分につい

てはですね、確認をいただいたということで、あの状態を見ていただいてです

ね、なんていうか、勉強する環境としてはですね、先ほど町長申しましたよう

に、本格的なものをつくるとですね、これからの統合もあるので、という部分

の視野も含めてですね、あの程度のもので、ということでですね、ご納得をい

ただいたかなというふうに思っておるところでございます。 

さりとてですね、佐奈小学校入れましたのは、18 畳用を入れたところでござ

います。今度の予算は 23 畳用がどうかなっていうことでですね、能力的には

少し上がるということをですね。考えとるわけでございますが、そこはですね、

佐奈小学校試験的に入れてですね、あの結果ということで、他の学校と少し差

が出るかわかりませんけど、それはそれでですね、大きな差にならないという

ふうに考えておるところでございます。ただ、佐奈小学校の構造を見ていたら

わかると思うんですが、天窓があってですね、あの辺もですね、空間的にです

ね、ちょっと非効率なとこがありますので、そこはそこでですね、別途なんか

考えよかなというふうに思ったところがあるわけでございますが、あれ排煙窓

になってございますので、建築確認法との整合がどこでどういうふうに取れる
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かというところでですね、そこはそこで今ちょっと建築士さんのほうへですね、

確認かたがたですね、お願いをしとるところでございまして、まだ答えをいた

だいとらんところでございますが、そこら辺も含めてですね、他の対応も含め

てですね、エアコンはエアコン、そのままにしてですね、ほかで効果が上がる

ところはですね、ちょっとないんかなというとこでですね、方策としては考え

てとるところでございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 課長、是非いろんな手法あるかと思いますので、いろんな

形で検討いただきたいなっていうふうに思います。 

続きまして、⑤番目の質問に入ります。 

「買い物支援バス設置」すばらしい事案でございます。新聞では、「今後、

具体的な内容を検討し、サービス開始は４月以降の早い時期」と書いてありま

した。 

その中で１点、勢和地区を対象にすると書かれておりました。高齢者福祉に

地区を限定することは問題であると私は考えます。一定の基準のもと、対象者

を決めることだと考えます。今後、詳細を詰める中で話し合われていくのでし

ょうが、このことをどのように考えられるか、お伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

町長、久保行男君。 

○町長（久保 行男） 買い物支援バスにつきましては、これも応援をしていた

だきましてありがとうございます。 

一番初めに、こういうのを私のほうで一遍担当課に、それから吉田福祉基金

のほうへもお願いをしました。是非こういう取り組みをしたいんで。というは、

７日の日もご質問ありました、町民バスの関係もありまして、どうしてもバス

の運行難しい部分がありますので、これはもう多気町の地域事情がありますの

で、難しい部分があるんですけど、その中で、町民の中の特に高齢者の方で、
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バスの通っていないところ、こういった高齢者の方に多くのところへ、こう人

の集まるところへ行っていただいて、それが高齢者の活性化っていうか、そう

いうのにつながるかなっていうことで、こういう取り組みをさせてもらってお

ります。勢和地域を特に中心ということはまだ決まってはおりません。ただ、

地域行きますと、奥のほうの地域はなかなかそういう機会が少ないので、相可

の例えばマックスバリューへ来ていただくとか、グッディ来ていただくとか、

そういうとこへ来ていただいて、多くの人と会話をしていただいて、楽しんで

いただく。そういう目的を持ってしていきたいということで、こういう取り組

みをさせてもらっております。 

今年の夏過ぎかな、と思ってましたら、吉田福祉基金さんのほう、本当に早

い対応をしていただきまして、今月中くらいには、バスが来るようなことを聞

かさせてもらいまして、これは早急に活用の方法っていうのを、中て詰めやな

あかんなっていうことを今考えております。 

ただ運行は、社協それから運転のほうはシルバー人材センターへ委託をしよ

うというところまでは決めておりますが、細かい部分についてはまだもうちょ

っと時間かかると思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 町長の今の言葉を伺いまして、場所の限定されたもんでは

ないということで、確認をさせていただきました。 

そんな中で、私、町民バスの件も出とったんですけども、私も昨年に玉城町

の社協さんがやってみえる「ちょこっと有償ボランティア」玉城町の。やって

るもんで、これは町民バスとの絡みもあるんですけども、こういう利用の仕方、

それから提案っていうか、それともう１つできることかな、できやんかなと思

うのは、例えば、マックスさん、お医者さんから出資いただいて、ＮＰＯ立ち

上げて、それでそういうバスをもう町外のそういう業者さんにやってもらう。

っていうような、ことも１つあるのではないかなと。これはできるできやんは
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ともかく、そんなやり方もあるのではないかなというふうに思いました。 

副町長何かこのことで関していい案があるっていうんなら是非よろしくお

願いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

副町長、伊藤智巳君。 

○副町長（伊藤 智巳） すいません、先ほどの町長の答弁なんですけど、今回

の当初予算に買い物支援バスの関係についての予算はちょっと計上してござ

いませんので、バスが早くもらえるっていうことになりましたので、できれば

６月補正で対応させていただきたいと思っておりますので、また、すぐに予算

っていうことですので、議員の皆さん方ご協力願いたいと思います。 

それとあと、その各業者からその出資をいただいてＮＰＯで、っていうこと

で、これたぶん四日市でされておる手法だと思うんですけども、四日市の場合

は、病院、郵便局、そしてスーパーから出資いただいて、バスを購入して、運

行させていただいとるっていうようなんは、前聞いたことあるんですけども、

多気町の場合も、そういう各医院、スーパーでそういうことができれば、って

思うんですけど、大変難しい問題かなと。人口的に少ないということもありま

すので、今のところ、社協のほうでシルバーでお願いしたいという考えでおり

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 是非、難しいっていうんじゃなく、検討の一つに入れとい

てもらって、検討していただく。検討というか、そういうこともできるんかな

っていうふうなことは入れといていただいて、考えていただければなっていう

ふうに思います。 

次の質問に、２番目の質問に入ります。 

介護保険事業についてということで伺います。 

国より市区町村に移行された要支援１・２向け介護サービスが、多数の自治
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体で運営難になっているという現実が新聞に載っておったわけですけども、当

町において、そのようなことも含めて伺いたいと思います。 

①番目として、国より移行され昨年４月から始まった要支援１・２の、訪問

介護・通所介護は１年を迎えるわけですが、運営に関すること及び対象者への

サービス低下を招くことなく進められているのかお伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） ただいまの前川議員の①つ目の質問にお答えし

ます。 

平成 29 年度より本町においても介護予防・日常生活支援総合事業、いわゆ

る総合事業が始まり、要支援１・２の方の訪問介護サービス・通所介護サービ

ス事業が、この総合事業に移行しております。 

総合事業におきましては、要支援１・２の方以外に、なんらかの生活機能低

下がチェックリストにより認められた方は、事業対象者として認定され、これ

らの方についても、要支援１・２の方と同様に、総合事業の訪問介護や通所介

護などのサービスを受けることができます。 

また、これらの方々の介護サービス計画作成に当たっては、毎月２回、地域

ケア会議として、療法士、歯科衛生士、管理栄養士等の専門職等とともに、利

用者ごとにケアの方法について協議を行っています。 

介護予防が必要な方に対して、これまで以上に多くの方に介護予防サービス

を利用していただいており、日常生活の自立を支援しております。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 現在、要支援１・２の方たちが 222 人、１・２であるとい

うことですが、この方たちが望まれるサービスは今も話されたけども、具体的

に通所、デイサービスが非常にかんでくるのかなっていうふうに思うわけです
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けども、通所デイサービスを望まれる方は、ちょっと今話がうまく聞かんかっ

たんやけど、全て機能してるということでよろしいですか。 

もう一度それ確認します。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） 要支援１・２の方のサービスなんですけども、

そのデイとか通所型に対しましては、総合事業に移行したっていうだけのもん

でございまして、要するに、サービスの名称が変わっただけで、内容は変わっ

ておりません。ただその要支援１・２の中で、リハビリとか医学療法の要る方

については、今までどおり、その介護のサービスのほうで、継続していきます。

ただ、事業がこちらへ移った、出るところが変わったっていうだけで、サービ

スの内容は変わっておりません。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） それでは、これまでどおり要支援１・２の方がそのサービ

ス低下を招かれていないっていうことなので、そのように是非お願いしたいと

思います。 

②番目に入ります。 

30 年度高齢者福祉計画８期、介護保険事業計画７期が決まりました。国の診

療報酬、介護報酬が改定されるわけですが、町民への影響はどのようになるの

でしょうか。お伺いいたします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） 議員の②つ目の質問にお答えします。 

高齢者福祉・介護保険事業計画は、３年ごとに見直されることとなっており、

今年度、平成 29 年度は、平成 30 年度からの第７期介護保険事業計画の策定年
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度に当たり、現在その策定を行っており、これによって次期介護保険事業計画

期間中の介護保険料が確定されます。 

第７期の介護保険料につきましては、全国的にも第６期に比べて 20％以上の

伸びが予想される中で、多気町においても 14％程度引き上げさせていただき、

介護保険料の月額基準額は、現行の 5,660 円から 6,450 円とする試算となって

おります。 

介護保険料が増額となる要因として、大きく４つ挙げられます。 

１つ目は、介護認定者が今後も増加する見込みであり、それに伴って介護サ

ービスに対する給付額が増加すること。 

２つ目は、第１号被保険者、65 歳以上方でございますが、の保険料負担割合

が、現在の 22％から 30 年度より１％増加して 23％になること。 

３つ目につきましては、平成 31 年度中に消費税増税が予定され、サービス

利用者の増額や介護職員処遇改善が、見込まれることでございます。 

続きまして４つ目は、介護報酬の改定であり、自立支援や重度化防止に資す

る質の高い介護サービスの実現や、多様な人材の確保と生産性の向上等のため

に、平均で 0.54％引き上げられることとなっております。 

これらの要因により、次期の第７期介護保険計画中の保険料が、増加するこ

とになりますので、町民の皆様には、その応分の負担をしていただくことにな

りますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） もう介護保険も常々総額が上がっていく。今年も 6,000 万

ほど上がって、17 億何某になったかと思うんですけど、もうこれは高齢者がふ

えていくことに比例して上がっていくのかなと、それはもうしょうがないって

いうたらあれやけども、なるだけ抑えるためにいろいろ国も在宅介護であった

り、いろいろ進めてるんでしょうけど、それにしても、今回、月 790 円上がる

ということ、平均ですね、のところ、これはもう本当に町民の方にも大変かも
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わかんないですけども、将来この３年間、6,450 円で 30、31、32 年をやってい

くと。ただ、いつも問題になってます 2025 年団塊の世代の人が、75 以上に全

部なるっていうときには、大変なことになるのかなというふうに思います。今

回、790 円上がったと、町民の方に、上がったということで、承ったというか、

伺いました。 

次の質問に入ります。 

③番目。要介護１・２は施設入所ができない。これは 27 年４月より決定さ

れたことですが、家庭の事情により入所を望む高齢者があると考えるところで

す。現状はどのようになっているかお伺いします。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） 医療介護総合確保推進法案の成立を受け、平成

27 年４月１日以降、新たに介護老人福祉施設、特別養護老人ホームですが、へ

入所をする方については、原則要介護３以上に限定されています。 

しかしながら、ご質問のとおり、要介護３未満である被保険者の家族の事情

等により、特別養護老人ホームへの入所を希望される場合も想定されますので、

次のような特例要件に照らして判断することになっております。 

１つ目は、認知症であることにより、日常生活に支障をきたすような症状、

行動や意思疎通が困難であり、在宅生活が困難な状態である場合。 

２つ目は、知的障害や精神障害を伴い、日常生活に支障をきたすような症状、

行動や意思疎通が困難であり、在宅生活が困難な状態である場合。 

３つ目は、家族等による深刻な虐待が疑われる等により、心身の安全・安心

の確保が困難な状態にある場合。 

４つ目は、単身世帯であったり、同居家族が高齢または病弱である等により、

家族等による支援が期待できず、かつ地域での介護サービスや生活支援の供給

が十分に認められないことにより、在宅生活が困難な状態である場合。 

このような要介護１または２の方で、先ほどの要件を満たす方が、特別養護
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老人ホームに入所申し込みをされた場合、その方が特例入所の対象者として該

当するかどうかの判断する際に、施設から町に対して意見を求めることとなっ

ております。決してこういう特別な事情のときには、そういうことができると

いうことでございます。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 要介護１・２の方、361 人。361 人の方がいらっしゃるわ

けですけども、そんな中でも、この４つの条件に当てはまるっていうか、当て

はまらなければ、入所は難しいということなんですが、ここで、私も入ってる

んだとは思うんですけども、老老介護というか、お年寄り２人世帯で、もう非

常に困っている家庭もあるのかなと。だけどこの今の単身とか、この今の４つ

の中にはちょっと入ってなかったんですけども、老老介護でもう大変苦労され

てる人も、あるやに聞くんですけども、ここのところはいかがですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 

○健康福祉課長（北出 博人） 先ほど４つ目のほうで、言わさせてもらいまし

たけど、「単身世帯であったり、同居家族が高齢または病弱である等により」

ということで、そこのほうの高齢者の方が高齢者の方を介護するというところ

の文言もここにうたわれております。 

以上でございます。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） それはケアマネの人が、常々こういろいろ接していられる

中で、いろんなそのことは把握していただいとるという理解でよろしいですか。 

○議長（西村 茂） 当局の答弁を求めます。 

健康福祉課長、北出博人君。 
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○健康福祉課長（北出 博人） 先ほどの①つ目の質問のときに言わせていただ

きましたケア会議っていうのを、月に１回から２回行っております。そのとき

に、関係機関が社会福祉協議会も含めまして、うちの保健師と、それと福祉事

務所の職員や、子供が関係した場合には子育て関係の者まで、全員が出まして、

そこでケアマネジャーの中に情報が入ってきますので、それでかなり難しい案

件もあります。そういうときは、皆の知恵を寄せて、どうしたら一番良い方法

であるかっていうことを話し合っております。毎月本当に何件か出てきます。

そこの中で、一番ベストな仕方をみんなで考えて、そのサービスで提供してお

ります。 

以上です。 

○議長（西村 茂） 答弁が終わりました。 

前川勝君。 

○３番（前川 勝） 民生委員の方も困っている方もあるやにちょっと伺ってお

るので、その辺も含めてですね、うまく対応していっていただければなという

ふうに思います。 

終わります。ありがとうございました。 

○議長（西村 茂） 以上で、前川勝君の一般質問は終わります。 

 

○議長（西村 茂） 以上で、通告者全員の一般質問が終わりました。 

 


